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「兄さま……」

　小さい頃、異母兄あにに一度だけ訊きいたことがある。

「わたしは幽ゆう鬼きが見えるのに、どうして母さまは……お亡なくなりになった母さまは、わたしの元に一度も現れてくれないのでしょう？」

　秋のはじめの、冷たい霧きり雨さめが降る日のことだった。

　その寂さびしげな雨あま音おとをよく覚えている。幾いく人にんもの幽鬼が、ひそやかにざわめいているかのようだと思ったから。

　兄である静せい心しんは、手元の書からゆっくりと視線を外はずした。

「私にはわからぬ。私はそなたの母親でもなければ、死を経験したこともなく、子を持ったこともないので想像も難しい」

　突き放したような言い方だが、不思議と冷れい淡たんには聞こえなかった。

　常に沈着な兄の口から聞くと、それは冷静な真実なのだと、納なつ得とくさせられた。

「その上で、母上の立場になって想像すれば──」

　しっとりと雨に濡ぬれた庭先にまなざしを据すえたまま、静心はひどく慎しん重ちように語る。

　朧ろう月げつも幼おさないなりに神しん妙みように、兄の言葉を待った。

「もし仮に母上が、幽鬼となって、そなたから離れなかったとしたら。ただでさえ内気なそなたは、生きている者の世界よりも死者の世界に惹ひかれ、生きながらにして死んだようになってしまうかもしれない。ならば心を鬼にして逢あいにゆかぬほうが、今後のそなたのためになる。──そのようなお考えなのではないか」

　理り屈くつっぽくて難しく聞こえる兄の「想像」を、朧月は耳で聞き、心で嚙かみしめた。

「わたしが……」

　──死の世界に、魅み入いられすぎないように。

　兄の言うことは何につけても理が勝ち、まだ幼い朧月にはすんなりと吞のみこめないことも多かった。けれどもこのときは、雨が大地にしみこむように自然に理解できた。

　以来、自分のままならない異能のことで、だれかに愚ぐ痴ちをもらしたことはない。




　兄の想像がどうしようもなく正しかったということを知るのは、それからずいぶんと経たった後のことだ。
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　──昏こん星せいの城じよう市し。

　夜の藍あい色いろが空のほとんどを染め上げる頃、董とう奉ほう真しん君くんの道どう廟びようにたどりついた。

　参さん拝ぱい者しや用の正門はさすがに警けい護ごが厳重だったので、別の門に回ってみたのだが、そちらにも門前に篝かがり火びが焚たかれ、見張りらしき男が何人も居座っていた。道士の装よそおいに似た黒のお仕着せで、朱しゆ塗ぬりの棍こんを装備した物々しい男たちだ。

　今こ宵よいはどうもこの城市特有の祭りである「白はく鷲しゆう祭さい」に関連する、何かが行われるようなのだ。

　関係者以外には見せたくない内容なのか、警護は厳重だ。

「朧ろう月げつ」

　近くにある建物の陰に身をひそめると、蒼そう刻こくが声を低めた。

　どうにか転ばずに酒さか壺つぼのそばにかがんだ朧月は、息を整えて返事をする。

「はい」

「これが最後だ。道廟の中に入ったら、十中八九戦いかそれに近い騒ぎは避けられない。物騒なものを見たくないっていうんなら、俺はおまえがどこか別の場所に隠れていても構かまわないが──どうする？」

　青く燃える左目にひたと見み据すえられ、朧月は思わず息をのんだ。

　眼がん帯たいで隠されていないほうの蒼刻の瞳には、国軍の武官らしい威い圧あつ感かんと、腕の立つ剣士らしい鋭するどさがみなぎっている。胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりでは気け圧おされてしまうが、同時にこの上なく頼もしかった。

　朧月は少しだけ考えこむ。

　道廟で何が行われているのかは、まだろくに見当もつかない。

　だというのに嫌いやな予感がするのは、この城市には黄こう巾きん賊ぞくの幹部・張ちよう宝ほうの影がしきりにちらつくせいだ。

　骸むくろも死も弄もてあそぶ、あの不ぶ気き味みな道士が現れた先で、何も起こらなかったためしがない。

　──『白鷲祭が始まるぞ。この世でもっとも美しくて醜みにくい祭礼であろう』

　──『さあ、楽しめ。愉たのしめ』

　先ほど聞いた張宝の声が耳の底で甦よみがえり、怖おぞ気けとなって背筋をすべり落ちる。

　あんな男とは、できれば関わり合いになりたくない。

　行くのが怖い。帰りたい。布ふ団とんをかぶって震ふるえながら眠ってしまいたい。そういう気持ちがあるのは否定できない。

「……いいえ」

　それでも、ここで踵きびすを返すことだけはできなくて、朧月はかぶりを振った。

「蒼刻さんと一緒に行かせてください。確実に足手まといなのはわかっておりますが……どうしても、抱ほう琴きんのことだけは」

「心配か」

　蒼刻の言葉に、小さくうなずく。

　抱琴というのは、この城市の旅籠はたごで出で逢あった、十歳ばかりの無む邪じや気きな少女だ。

　病弱で家にこもりきりという境きよう遇ぐうのせいか、極端に人見知りの朧月にはめずらしく、自然と打ち解とけてることができた。妹のように感じられていたし、やや歳としの離れた友達になりかけていたと言っても過か言ごんではない。

　その抱琴が今、母親とともに、この道廟にいるはずなのだ。

「いざというときは……死んだふりや、背景の一部のふりをするという特技で乗り切ろうかな、なんて」

「それが特技ってことにまずつっこみたいが──」

　蒼刻は半はん眼がんになった。

「そんな一発芸でどうにかなる相手なら、俺はおまえを残して行こうかと迷わんぞ」

「う」

　ばっさりと冷静に言い切られ、朧月は詰まる。

　やはりついて行くべきではないのだろうか、とためらいが頭をもたげたとき、

「星せい彩さい」

　蒼刻がめずらしく、朧月の友人である幽ゆう鬼きをきちんと名前で呼んだ。

　黄昏たそがれ刻どきを過ぎたほぼ夜に近い暗さの中で、美しい幽鬼は心なしか存在感を増している。

　撫子なでしこ色いろの髪を幻まぼろしのように揺らして、虚こ空くうに浮かぶ星彩は、「なんすか？」といつになく神しん妙みような顔つきで振り返った。

「あんたは朧月のそばから離れないでくれ。でも張宝の野郎に何かされそうになったら、朧月を置いてでも逃げろ」

「ちょ、なんてこと言うんですか武官さん！　あたしに朧月ちゃんを見捨てられるわけがないでしょうッ」

　星彩ははっきりと憤いきどおるが、蒼刻は冷静な態度を少しも崩くずさない。腰帯に佩はいた愛刀の柄つかをまさぐり、指を絡からめながら言う。

「俺は生なま身みの人間の護まもり方なら知ってるが、幽鬼のあんたをどう護ればいいのかは、はっきり言ってよくわからん。この珍ちん獣じゆうは俺が絶対に護るから、あんたは自分の身を護ってほしいんだ。でないと俺は、安心して動けん」

「むう」

　道術で得体の知れない攻撃をされたら、刀では護りきれないかもしれない、と。

　ひどく正直に心配された星彩は、しばらく眉み間けんにしわを作っていたが、結局は首を縦に振った。

「わっかりました。あたしだって、こんな身の上で足手まといはご免めんですからねぇ」

「なに、儂わしもいる」

　横合いから口を挟んだのは、叡えい智ち漂ただよう瞳の白びやつ虎こ。張ちようさんだ。

「爪つめと牙きばくらいしか使えぬ弱じやく兵へいだが、姫たちを護る楯たてにはなるつもりじゃ。──おまえは信用できぬと言われれば、それまでだが」

「ちょ、張さん……」

　常に泰たい然ぜんとした白虎らしくもない自じ虐ぎやく的てきな言いように、朧月は思わずうろたえ、蒼刻の様子をうかがった。

　──『汝なんじは殊しゆ類るいと成なった理由を忘れ、そちらについているのか』

　張宝がそんなふうにほのめかして去った。

　張さんには、一度死に、白虎に取り憑つく形で第二の人生を歩みだしたという数奇な経けい緯いがある。

　老境にさしかかった齢よわいで命を落としたことと、「張」という姓せいを名乗っていたこと以外、生前の記憶はまるでなく、何が死因だったのか、なぜ白虎に憑ひよう依いしてしまったのかという根本的なところは謎なぞのままだった。

　だが、張宝はそんな白虎の過去も、謎の答えも、知っているかのようだった。

　なまじ姓が同じだけに、さすがの張さんも動揺しているようだ。自分は、黄巾賊の関係者なのではないかと。

　顎あごの部分のやわらかな毛を、心配顔の星彩に撫なぜられても、表情は浮かない。

　暗い空気になりかけるが、

「俺はあんたを信じる。今までと何も変わらない」

　それを断ち切るように、蒼刻がきっぱりと言い放った。

　軽く胸をそらした彼の周りには、尊そん大だいそうなのに不思議とさわやかな空気がある。

「仮にあんたが生前、黄巾賊と関わりがあったとしても、死んで白虎になった後は、そんなことはきれいさっぱり忘れて暮らしてたんだ。今のあんたは俺に協力してくれるつもりでいるし、今までにも何度も俺たちを助けてくれただろう。俺があんたを信じるには、それで十分すぎる」

「……蒼刻よ」

「それにあんたも男なら、惚ほれた女の前で無ぶ様ざまな真ま似ねはしないだろう？」

「む」

　白虎はそううなったきり、しばらく、言葉を忘れたように蒼刻を見み据すえていた。

　年下の友人の揺るぎない態度に、胸を打たれたのだろう。そばで聞いていただけの朧月までどきどきした。

「惚ほれ直しますねぇ？」

「！」

　星彩にこっそりと耳打ちされ、否定できずに硬直してしまう。蒼刻たちの死角だったのが幸いだ。

　やがて張さんは、牙を見せずに、口元だけでふっと笑った。人間くさい表情だった。

「儂の半分も生きておらぬくせに、おぬしも生意気を言うようになったのう」

「悪いか。俺はもともと生意気だ」

「斜しやに構えるでない。おぬしが本当は素す直なおでよい子なのは、儂もよく知っておる」

「子って言うな。前言撤回するぞ」

　まるで息むす子このようにあやされた蒼刻は、嫌そうな顔を隠しもしなかったが、それ以上の軽口を叩たたき返すこともなかった。

　照れたように顔をぷいと門のほうに振り向け、十人ほどの見張りの動きをしばらく見ていたかと思うと、いきなり物陰から出ていった。
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「待ってろ」

「え。蒼刻さん──」

　どうする気なんですか？　と問う暇ひまもなかった。答えはすぐにわかった。

　蒼刻は見張りの一人の近くまで駆かけ寄ると、その首のつけ根に鋭く手しゆ刀とうを叩きこんだ。ほかの男たちがぎょっとするのを無視して、腕を振った勢いで、二人目の顎あごに回し蹴げりをお見舞いする。一緒に棍で殴なぐりかかってきた三人目と四人目を、最小限の動きでかわしたかと思ったら、当て身と掌しよう底ていを連続で浴あびせた。

　後は流れ作業にしか見えなかった。

　蒼刻はあっという間に、こちらまで怖くなってしまうくらい淡たん々たんと、見張りを全員昏こん倒とうさせた。

　それでいて「来ていいぞ」と呼びかける本人は、息ひとつ乱していないのが恐おそろしい。

（さすが、未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんさま……）

　あっけにとられるやら圧倒されるやらで、朧月は思わず、星彩や張さんと顔を見合わせてしまった。

「……なんか、すごく手慣れてませんか？　蒼刻さん」

「兄貴に無む駄だにいろいろ仕込まれてるだけだ」

「…………」

　蒼刻の七歳上の兄は、弟がごく小さいうちから、半なかば無理やり戦いの技を叩きこんだ御ご仁じんである。皇こう宮きゆう剣術指し南なん役に推すい挙きよされたほどの遣つかい手てなのだが、やることなすこと破は天てん荒こうでつかみどころがなく、翻ほん弄ろうされどおしの蒼刻は「次に逢ったら殺す」と宣言している。

　そういった事情なので、ほかには一体何を仕込まれてるんですか？　とは訊ききたくても訊けない朧月であった。







　最初の門はあっさり通過できた。高い松の木が目立つ庭から第二の門までにも、何人かの見張りに遭そう遇ぐうしたが、すべて蒼刻が簡単に叩きのめしてくれた。

　夜の闇やみに沈みかけても、昼間とまったく同じように花が咲き乱れている不自然で不気味な庭園に入ると、低い唱しよう和わの声が聞こえてきた。

「ホウホウ……ホウ……」

「ホウホウ……ホウ……」

　昼間にも街中で何度か耳にした、白鷲祭のために唱となえるまじないの声だ。闇の中で聞くと何倍も禍まが々まがしい。

「……何やってるんすかね？」

　この中ではただ一人、声を出しても普通の人には気づかれない星彩が、身構えながらつぶやいた。

　朧月は蒼刻とそっと目を合わせた。無言でうなずき合い、足を速める。

　暗い庭園は足元がなかなか難なん儀ぎで、運動神経がない朧月は何度か転びかけたが、そのたびに蒼刻か張さんが支ささえてくれた。……事が始まる前から絶好調に足手まといで、ちょっと帰りたくなる。

　第三の門には見張りはおらず、代わりにみだりに入ってくるなと主張するかのように、道術で用もちいられる印しるしを縫ぬいとった旗が飾られていた。

（この紋様……来らい将軍からいただいた道術の本で、見たことがあるような？）

　道術とひと口に言っても、その内容は多た岐きにわたる。

　内ない丹たん法ほうに外がい丹たん法ほう、風水、奇き門もん遁とん甲こう、隠おん形ぎよう法ほう、巫ふ蠱こ──

　禁きん呪じゆである召しよう鬼き法ほうなども含めたら、人の身ですべてを学ぶのは無理だとすら思える。

　旗の紋様がどの術に由来するものなのか、朧月はとっさには思い出せなかった。自分の頭の出来にしょんぼりする。

　門は内側から鍵かぎがかけられていたが、繰り返し雨を浴びて木がひずんだのか、合わせ目に結構な隙すき間まが生じていた。

　そこからのぞくと、本殿である黄色い瑠る璃り瓦がわらが葺ふかれた道廟が見えた。

　道廟の前の開けた場所──季節外れの桜の花びらが降り積もった前庭には、白しろ装しよう束ぞくの人々が集まっている。皆でそろいの鳥仮面をつけた姿には、幽鬼よりも不気味で陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きがあった。

「──静かなれ、静かなれ」

　その声を合図に、梟ふくろうのささやきじみた唱和がぴたりとやんだ。

　声の主ぬしは、人の輪の中心にいる小柄な老人──昏星を実質的に支配する祭さい主しゆである。

　無数の篝かがり火びと鳥仮面の人々が囲む、地面より少し高く作られた臨時の祭さい壇だんは、大きな角かど卓たくといった具合の形だ。

　祭壇の中央に立つ祭主は、何かを称たたえるように両手をゆっくりと上げ下げすると、道廟のほうを振り返った。

　どこか媚こびるような響きを含んだ、恭うやうやしい口く調ちようで言う。

「それでは、本年の儀式を始めさせていただきます。──道士さま」
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　ここは董とう奉ほう真しん君くんという伝説の道士を祀まつる廟びようなので、今はいない彼に呼びかけたのかと、普段なら思えたかもしれない。

　だが今、道士さまという呼びかけで朧ろう月げつがとっさに思い浮かべたのは張ちよう宝ほうだ。

（道廟の中にいるの……？）

　朧月たちがのぞき見をしているのは、道廟の真横といってもいいような位置にある門だったので、祭主が呼びかけた相手──道廟の中はまるで見えない。正面の入り口だけは開かれているようだが、廟内に灯りは用意されていなかった。

　が。

「今年の『小鳥』は、十分な数を用意できたのか」

　廟内から悠然と聞こえてきたのは、たしかに張宝の声だった。

　祭主が頭こうべを垂たれる。配下らしき屈くつ強きような男たちと、鳥仮面の人々もそれにならう。

「はい。此こ度たびは旅人が例年よりも少なく、選定に難儀しました」

「そろそろ、この地で旅人が消えることが噂うわさになっているのかもしれぬな」

　朧月の背筋が震ふるえた。祭主の声よりも老ろう獪かいそうに聞こえる声は、二は十た歳ちそこそこの見た目にはそぐわない、張宝の特徴的なそれだ。

　しかし気のせいか、朧月に絡からむときとは違って、どこか平へい坦たんな声にも聞こえる。

　儀式か祭主か、はたまた目の前で用意されているすべてに興味が持てない、とでもいうかのように。

「やはりあやつが──黄こう巾きん賊ぞくが、黒幕か」

　張ちようさんが嫌けん悪お感かんを隠せない表情でつぶやく。

「あの祭主ってやつは、道術に長たけてるわけじゃなさそうだしな。──朧月」

　蒼そう刻こくに小声で、だが鋭く呼ばれ、すでに腰が引けていた朧月はつい、肩をびくつかせた。

　視線でうながされるまま、儀式の場となった前庭の一角を見る。

（──抱ほう琴きん！）

　心臓が、肋ろつ骨こつを突き破るのではないかと思うほど強く跳はねた。

　桜の花びらが褥しとねのように敷き詰められた地面に、白い木箱が五つ置かれている。

　その中の一つだけ蓋ふたが開いており、藁わらを敷き詰めた上に、小さな身体からだがおさまっていた。

　鳥仮面の人々とは異なる紅こう白はくの衣い裳しようを着こんだ抱琴は、目を閉じて両手を胸の上で組んでいる。

「死んではいませんよね……？」

「胸が上下してるから、眠ってるだけだろう。ただ、眠り薬くらいは盛られてるかもな」

　怯える朧月に、蒼刻は荒事慣れしたふうな乾いた口調で言う。

　星せい彩さいが、ぞっとしないという表情でささやいた。

「ていうか……あの箱って、まさか棺ひつぎじゃないっすよね？」

　抱琴が眠っている箱と平行に並べられた四つの木箱は、抱琴のものより大きく、成人男性でも横たわれそうだ。

（棺……にしか見えないのは、わたしの思考があれなのかしら）

　仲間たちをうかがうと、そんな想像に囚とらわれたのは朧月だけではないようだと確認できた。蒼刻と張さんも、星彩の言葉を否定せずに難しい顔をしている。

　寒々しい心地ここちに襲おそわれた朧月は、唇くちびるを結び、緊張で冷たくなった手を袖そでの陰に隠した。

　彼女の不安に気づいたのか、ただいつもそうしているから無意識の仕草だったのか。蒼刻が朧月の頭をさらりと撫なぜてきた。彼の手を感じて初めて、朧月は乾いた陸おかから川に放りこまれた魚のように、ほうっと息を吐く。

「祭主よ」

　道廟の闇の中から、張宝が声を発した。

「ひとつ訊く。その幼い娘は、如い何かな理由で此度の『器うつわ』となったのだ？」

「こちらの、旅籠の娘のことでございますか」

　祭主は戸惑っているようだ。そのような質問をされることは、滅めつ多たにないか初めてなのかもしれない。

　器。どういう意味だろう？

　先ほどの「小鳥」といい、何かの暗号か。

　当惑した朧月が抱琴と道廟を交互に見ていると、蒼刻が忌々しげに顔をしかめた。舌打ちしかねない表か情おである。

「あの野郎、こっちの存在に気づいてるようだな」

「え」

　いきなり真冬の川に頭まで沈められた心地になる。緊張が倍増し、舌したがもつれかけた。

「あ……もしかして、気がついた上で、あえてわたしたちに聞かせるつもりで、あのような質問をしているのでしょうか」

「俺はそう思う。なんのつもりかは知らんが、あの悪趣味な野郎のことだからな」

　蒼刻はわずかに目をすがめる。以前、亡なくなった友人を殭屍キヨンシーにして弄もてあそばれた過去を思い出したのかもしれない。

　朧月は、嫌な味のする唾つばをのみ下した。

　──嫌がらせか、あるいはもっと凶きよう悪あくな棘とげでこちらの心を抉えぐるための演出なのか。

　祭主が、脇に控えていた鳥仮面の男二人に指示する。頭を垂れた男たちは程なくして、白装束の女性を連れてきた。

　亜あ麻ま色いろの髪を後ろで小さくまとめ、若くはないが身ぎれいにしている姿には見覚えがあった。

　鳥仮面のせいで顔は見えないがわかる。旅籠の女将おかみ、つまり抱琴の母親だ。

　女将は緊張に首をすくめ、祭壇のそばに膝ひざをついた。

「そなたの娘の事情を、道士さまが深く知りたいとの仰おおせだ」

「──汝の娘はまだ死してはおらぬし、そこにいる祭主と違って、瀕ひん死しというわけでもなかろう。今宵の儀にて、小鳥を必要としたのは何なに故ゆえだ？」

　祭主に続けて、張宝が闇の中から問いかける。

「は、はい」

　女将は深くうつむき、蛇へびににらまれた蛙かえるのように小さくなりながら答えた。

「わたくしども夫婦は、十五年も前に、同じ抱琴と名づけた最初の娘を、川の事故で亡くしております。……ここにいる抱琴は、それから何年もかかって、ようやく授さずかった子です。最初の娘と同じ名をつけたのは、わたくしのわがままでした。死んだ最初の子の分まで、この子には長生きしてほしいと願ったのです」

　──抱琴は、死者ではなかったのか。

　痛ましい告白に胸を穿うがたれる一方で、ほっとする部分もあった。

　事故の件は、花はな守もりと呼ばれる男性から聞いていたが、当初はあの可か愛わいらしい抱琴はすでに死んでいて、張宝が得意とする召鬼法で無理やり現世につなぎ止められた殭屍キヨンシーの類たぐいではないかと想像してしまったのだ。

（抱琴は、ちゃんと生きてる子だったのか）

　まだ油断は許されないのに、懸け念ねんしていたことがひとつ解放されて、朧月がこっそり息を吐いたときだ。

「ですが抱琴は……生まれつき、身体の弱い子なのです。季節の変わり目に生死の淵ふちを彷徨さまよったことが、何度もあります。街の医い生せいさまには、このままでは二十歳まで生きられないだろうと言われました」

　ひどく慎重に言葉を選びながら、女将の震える声は涙の中に溶とけていきそうになる。

　朧月も膝から崩れ落ちそうになった。抱琴が、二十歳まで生きられない？

「ですからわたくしども夫婦は……この儀式で、抱琴の寿命を──」

「もうよい」

　やわらかな響ひびきの声で、張宝がさえぎる。

「汝の親としての愛情はよくわかった。娘むすめ御ごが末永く生きることを、我われも願おう」

　慰い撫ぶするような口調は、何人もの生と死を弄んできた異端の道士であることを忘れそうなほど穏やかだった。

　なんとも言えぬ沈黙がしばし流れ、何かを思い出したかのように祭主が口を挟む。

「時に女将よ。この娘のための小鳥は、まだ来ておらぬとの報告があったが」

「わ──わたくしの主人が、じきに連れてくるはずです。どうかどうか、お待ちください」

「旅人であったな？」

「はい……ご夫婦で、子宝祈き願がんのために訪れたということでした」

　蒼白な顔の女将は、すがるように必死で、そして息苦しそうに答える。

　鳥仮面のせいで表情は見えないが、彼女が死にそうなほど罪悪感を抱いだいていることは、離れた場所にいる朧月たちにも強く伝わってきた。

　連れてくるはずの旅人とは、新婚夫婦に偽ぎ装そうしていた朧月と蒼刻のことだ。

　旅籠の主人が彼らに眠り薬を盛ったのを阻そ止しして、ここに来たのである。

　女将を裏切っているかのような心苦しさから目をそらすように、朧月は口を開いた。

「小鳥と器とは……なんのことでしょう」

「白鷲祭ってのをやるくらいだから、その関係には違いないだろうが」

　蒼刻はひどく中途半端に言葉を切り、つないだ手の先にいる朧月を流し見た。

　物言いたげな視線で、朧月も理解する。星彩と張さんを振り向くと、やはり無言でうなずかれた。

　──「小鳥」とは祭主をはじめとする昏星の住人たちだけに通じる符ふ牒ちようで、儀式の贄にえを表すのではないか。

　女将は、抱琴の寿命を延ばすようなことを言っていた。そして朧月たちが「小鳥」。

　さらに付け加えれば、この城市が神のように崇める董奉真君といういにしえの道士は、気まぐれに鳥の姿で舞い降りては、人々の願いを聞いたそうだ。

　今目の前で始まろうとしているのは、他者の命を対価として、城市の住人に長寿を与える儀式なのではないか。

　そんな想像が脳のう裡りに浮かび、胸が悪くなる。

「では──」

　朧月たちを押し包んだ重苦しい沈黙は、張宝の謡うたうような声で破られた。

「祭主よ。まずは汝の小鳥を連れてくるがよい。今年も、汝の望みを叶かなえてやろう」

「感謝の極きわみ」

　祭主のしわ深い顔に喜き色しよくが広がる。

　恍こう惚こつとした笑顔だが、山や羊ぎのように白い眉の下の瞳は、人ならざる残ざん忍にんさと邪じや悪あくさで翳かげっていた。その落差に、背中に冷や汗がにじむ。普段は好こう々こう爺やといった風ふ情ぜいなのに、今の顔は、金のために掠りやく奪だつを繰り返す匪ひ賊ぞくのそれと大して変わらない。

　祭主が道服のたっぷりとした袖そでで、羽ばたくように身ぶり手ぶりをすると、満開の桜の木の陰から、配下の男たちが現れた。

　男たちは二人がかりで、白く塗られた大きな板を運んできた。板を見つめた朧月は、途中でそれに気づき、ぎょっとした。

　板の上には、旅装の若い男が横たわっていたのだ。猿さる轡ぐつわをかまされた上、両手両足を白い布で固こ縛ばくされた状態で、ぐったりとしている。意識はないが、一応生きてはいるようだ。

　容よう易いに想像がついた。朧月たちと同じように、薬を盛られた旅人だろう。

　青い瞳に冷たい光をよぎらせた蒼刻が、刀の柄に手をかける。

「朧月。おまえは張さんとここにいろ」

「蒼刻さん」

「わかってる。何かあったら俺の名を呼べ。必ずだぞ」

　助けに行くのか、などと問うまでもない。蒼刻は国軍に所属する武官だ。神しん華か国の民を助けるのは、彼にとっては息をするのと同じくらい自然なことである。

　もちろん朧月も、あの旅人が贄にされようとしているのはわかる。ただ、こちらの存在にすでに気づいている張宝のことが気がかりだった。

（あの旅の方で、わたしたちを釣つり出すつもりでは……）

　そして何か、たちの悪い罠わなを仕掛けているのではないか。

　とにかく根が暗いのと、張宝に対する苦手意識のせいで、嫌な想像が頭の中をぐるぐると回り、胸をふさがれる。

　顔を曇くもらせる朧月を置いて、蒼刻が門もん扉ぴをこじ開けようとした矢先に、少し離れた場所で大きく爆発音がとどろいた。

　朧月は抑えきれずに「ひゃあ」と間ま抜ぬけな声をもらしてしまったが、轟ごう音おんがかき消してくれたので、前庭にいる人々には気づかれずに済んだ。

「──そこまでだ！」

　凄すごみのある声が、陰鬱だが厳おごそかではあった空気を完全に吹き飛ばす。

　祭主と男たちは、あまりに突然のことに、ぽかんと口を開けて固まっていた。鳥仮面の人々も同じだ。

　やはり驚きで固まった朧月たちは、桜並木を通って現れた人影に釘くぎづけになる。

　夜風に乱される栗くり色いろの長い髪。普段とはまるで違う、炎ほのおを宿したように光る双そう眸ぼう。

　神華国一位の道士にして護ご花か七しち将しよう軍ぐんの一人、来らい煌こう言げんだった。
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　刀に手をかけた姿勢のまま半はん眼がんになった蒼そう刻こくが、あきれたようにつぶやいた。

「正門から突入してきたのか。戦いだと俺以上に無茶苦茶するな、あの人は」

「あ」

　蒼刻のまなざしを追えば、たしかに煌こう言げんの後方で、正門から続く道が半はん壊かいしている。

　得意の道術で見張りを蹴散らし、門を爆破しながら進んできたのか。

（たしかに蒼刻さんより強引……かも）

　煌言は、平へい素そは天てん真しん爛らん漫まんで、頭に花を飾るのが大好きな乙女おとめ趣味なのだが、

「な、何者だ!?」

「其その鬼の非あらずして之これを祭るは諂へつらいなり、義を見て為なさざるは勇ゆう無なきなり、という言葉も知らんのか？　馬ば鹿かどもめ！　黄こう巾きん賊ぞくの手て管くだに骨抜きにされて、人の道を踏ふみ外すとは、なんたる愚ぐ行こう!!　董とう奉ほう真しん君くんが空の高みで嘆なげいているぞ！」

　……戦いのときは、人格が変わる。

　服をはだけ、長い髪を振り乱した修しゆ羅らと化す。

　胴どう間ま声ごえを張り上げて乱入してきた青年武将に、前庭にいた人々は完全に吞まれていた。

　いきなり上から目線で怒ど鳴なりつけられた祭主が、大きく顔を引きつらせて叫ぶ。

「ぶ、無礼者ッ！　儀式の邪魔をするとは、なんたる不届き者──」

「無礼は貴様だ、老害め！　それに私には邪魔をする資格がある！」

「なに？」

「私は神しん華か国は護ご花か七しち将しよう軍ぐん、来らい煌言である！　貴様らの悪あしき業ごうを暴き、無む辜この旅人の命を救いに来た!!　──棺に両足突っこんだ腐くされ爺ジジイは、とりあえず黙だまって立ってろ。残りの者は、そこでガタガタと震えながら命いのち乞ごいの準備をしているがいい！」

　ほとんど暴言に近いことを吠ほえて、前庭の人々を絶ぜつ句くさせると、煌言は花びらを蹴散らして道廟の前に立った。

「黄巾賊の張ちよう宝ほうだな？」

「そう怒鳴らずとも聞こえておるわ。ご機き嫌げんうるわしゅう、来将軍」

「最高の見物席を独占するとは、いいご身分だ。貴様らは、この城市をいつから食い物にしていたんだ？　黄巾賊」

「久方ぶりというのに、あいさつもなしか。護花七将軍さまとは無ぶ粋すいな生きものよ」

「知ったことか。──他者の生命いのちを贄として、死者をこの世に呼び戻すか、一人の人間の寿命を引き延ばす。人間最古の禁きん呪じゆでありながら、古来より手を出す者の途と絶だえぬ外げ法ほうだな。本来、道術の目指す不老不死とはそういうものではないというのに。貴様らの所業、私は護花七将軍としても道士の一人としても誠まことに許しがたい！」

「ほう」

　修羅状態の煌言に凄まれても、張宝はまだ道廟の中から姿を現そうとしない。不気味なほどの余裕だ。

「護花七将軍さまって……こ、国軍の？」

　護花七将軍という肩書に、鳥仮面の人々は完全に浮き足立っている。

　しかし、祭主だけは違った。

「ば、馬鹿な！　こんな奇き矯きような男が、護花七将軍のはずがないであろう！　皆の者、この不届き者を引っ捕らえ──いや、殺せ！　殺すのだ!!　儀式の邪魔をする者は、たとえ何者であっても許すな」

　わなわなと震えながら、祭主が血走った目で叫ぶ。ほとんど恐きよう慌こう状態に近い。

　得え物ものを持った男たちが、戸惑いながらも煌言に迫せまろうとする。

「！」

　今度こそ、蒼刻の刀が閃ひらめいた。残像を闇に刻みつける神しん速そくの太た刀ち筋すじで、分厚い木と金属でできた門をいくつもの破片に分断する。

「わ──」

　砂すな埃ぼこりが上がり、朧月はあわてて張さんとともに後あと退ずさりした。

　崩れ落ちた門の残ざん骸がいを跳び越えて、蒼刻が目指すのは、武装した男たちの前。煌言に突きつけられようとしていた槍やりの穂先を軒のき並なみ斬きり飛ばすと、その勢いのまま、ぎょっとした顔になった男たちの後ろに回りこむ。

　男たちは、蒼刻の疾しつ風ぷうのごとき動きを、まともに目で追うことすらできなかった。

　あっけないほど簡単に、峰みね打うちや蹴りで地面に薙なぎ倒されていく。

（蒼刻さん──強い）

　彼が刀を振るう姿は何度も見てきたはずなのに、場違いに見み惚とれそうになる。

　屈強な配下が次々に打ち倒されていく様さまに、祭主は声もなく震えて立ち尽つくしていた。
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　蒼刻が救援に来るのを予想していたのか、男たちのほうを振り向きすらしていなかった煌言が、微ほほ笑えんで言う。

「援えん護ご感謝する、游ゆう撃げき校こう尉い劉りゆう蒼刻」

「奇き襲しゆうはいいですけど、味方まで仰ぎよう天てんさせてどうするんですか来将軍」

「敵を欺あざむくにはまず味方から、というではないか！」

　呵か々かと笑い飛ばし、煌言は道廟に向き直った。指に挟んだ霊れい符ふをちらつかせながら、厳しい口調で言い放つ。

「早く出てこい、黄巾賊。でないと道廟ごと爆破してしまうぞ」

「勇いさましいことよ」

　対する張宝は、ふふ、と闇の中でひそやかに嗤わらった。挑発するような笑い方だった。

「しかし、そこの母親が憐あわれとは思わぬのかな？」

「なに？」

「可か哀わい想そうになァ。夫婦そろって人殺しをする決意までして、大事な娘を救わんと努めてきたのに、いやはや、護花七将軍さまは残ざん酷こくなことをなさる。この儀式が最後の希望の糸であったのに……冷たい、冷たい」

「──あ……ああ……」

　うめき声は、抱ほう琴きんの眠る木箱のそばから生じた。女将だ。

　煌言の乱入で驚きながらも、とにかく我わが子を守ろうとしたのだろう。眠る抱琴をかばうように、木箱に覆おおいかぶさった体勢のまま、女将は震えていた。鳥仮面がずれて落ちたのにも気づかぬ様子で、愕がく然ぜんとしている。

　今こ宵よいの儀式が完全に止められたことと、蒼刻がここにいること。──抱琴を生かすための贄を確保できなかったという、二重の絶望に気づいて。

　見ていることしかできない役立たずさに、朧月は鋼はがねの糸で心臓を締め上げられたように胸が痛くなる。

　抱琴は死者ではなかったが、彼女が死に近い場所にいる病弱な少女であることには変わりはないのだ。

（生贄の必要な儀式で、寿命を延ばすなんて……いや、でも──）

　他人を犠牲にしてでも我が子を生き延びさせたいという母親の想いは、理解できないとは言いきれないものがあった。

　朧月だって、抱琴に早死にしてほしくないと思う。

　けれど、朧月が贄となって彼女の延命に協力することはできない。

（わたしは……）

　どうにもならない葛かつ藤とうと無力感に縛しばられ、朧月はその場で棒立ちになった。

　わたしは何ができると思って、足手まといになるのを覚かく悟ごの上でここに来たのか。

　自分の偽ぎ善ぜんを、目の前で断罪された心地だ。唇が震える。

　そのときだ。

「──それは詭き弁べんだな、黄巾賊」

　煌言の自信に満ちた声が、朧月を暗い想いから引っ張り上げた。栗色の双眸が、きらりと強く光る。

「あの愛らしいお嬢じようさんは心の臓の病やまいだと言ったな？　ならば正統な道術で調合した仙せん薬やくを与えれば、完治は難しいかもしれんが治療は可能だ。この儀式のように人じん道どうに外れた行為で罪悪感を抱きながら延命させるよりは、よほどまともではないか」

「！　そ──それは本当ですかッ」

　悲鳴じみた声で訊き返したのは女将だったが、朧月も同じ言葉を口走りかけていた。

　まだ戦意を失っていない祭主とその配下を見据えて、油断なく刀を構かまえたまま、蒼刻が言い添える。

「この来煌言という人は、道士であることに誇ほこりを持っている。噓うそは言わない」

「ああ……」

　安あん堵どしたらしく、その場にへたりこんだ女将は言葉にならない感かん嘆たんをもらす。

　煌言も最初から力一杯みなぎらせていた声をひととき静め、女将をとりなした。

「しかし、ご婦人──あなたが娘さんを救うために、このような儀式に加か担たんせざるを得なかったのは、道術の神しん髄ずいを国中に伝えることができていない、我々道士の手落ちだ。どうか許してほしい」

　一いち縷るの希望を示されて、朧月も張さんたちと顔を見合わせ、深い息をついたときだ。

　──うなじを、言い知れぬ悪お寒かんが走った。

　理由などわからないが、朧月はほとんど直感だけで、真横を振り返った。

　張宝が、すぐそばに立っていた。
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「ひ……ッ!?」

「感動の見世物よの。ここで立ち聞きするだけでは物足りなくはないか？　冥めい界かい公こう主しゆ」

　闇にも負けぬ漆しつ黒こくの髪が、目の前で揺れる。忽こつ然ぜんと現れた宿敵の姿に、朧ろう月げつはすぐにはまともな声を出せなかった。

　その間に張ちようさんが、朧月を助けに入ろうと構えた。しかし張ちよう宝ほうはふさふさの毛並みに冷静そうな一いち瞥べつはくれたものの、脅きよう威いは毛ほども感じていない様子だ。

　朧月の傍かたわらから張宝をにらみつけて、星せい彩さいが鋭く問う。

「黄こう巾きん賊ぞく──どうしてここにッ」

「おや。汝らは、我の特技を忘れているようだな」

　張宝は袖口から扇おうぎをたずさえた手を出し、ひらりと振って見せる。

　朧月はそれで思い至いたった。

「……剪せん紙し成せい兵へい術じゆつ」

「ふふ。まじめにお勉強はしているのかな？　朧おぼろなる月の姫君」

　剪紙成兵術とは文字どおり、紙をいろいろな形に剪きって自分の手て駒ごまにする道術だ。

　並の道士では、紙で作った人形がひとりでに歩く程度の玩具しか作れないが、張宝は己おのれの代役をさせるほどの紙人形を駆く使しできる。

　道廟の中でずっと受け答えしていたのは、張宝本人ではなく紙人形だったのか。

　そうと気づいた次の瞬間、蒼そう刻こくたちの身が心配になった。前庭にはまだ、完全に無力な抱ほう琴きんや旅人たちもいるのだ。

「姫から離れよ！」「朧月ちゃんッ」

　張さんと星彩が、ほぼ同時に叫んだ。

　はっとして、反射的に飛びのく──というより、ほとんどのけぞって転びそうになりながら数歩後退する。冷えた空気がぶわりと動き、朧月と張宝の間に割りこむようにして、張さんの大きな身体が跳ちよう躍やくした。

　月光で淡あわい銀色を帯おびる毛並みに、墨すみ黒ぐろの縞しま模も様ようが美しく映はえる、白虎の広い背中。

　その背にかばわれた朧月が、星彩とともに前庭のほうに逃げようとするのを見ながら、張宝がつぶやく。

「張ちよう梁りよう」

　まるでそれが呪文であったかのように、張宝の前に、どこからともなく黒い影が舞い降りてきた。

　影は、張宝に飛びかかろうとしていた白虎の顎あごを、鞘さやに入ったままの剣で押し留とどめる。

　全身これ黒ずくめの男。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうというほどの体格ではないのに、その腕わん力りよくは張さんと拮きつ抗こうしていた。

（この人も、やっぱりいたんだ……！）

　張梁。張宝の弟で、黄巾賊の暗部を担になう凶きよう手しゆだ。

　血も凍こおるような行為ですら、瞬まばたきひとつせずに成し遂とげる、張宝の懐ふところ刀がたな。

　張梁は黒ずくめの腰の周りに、大小さまざまな匕ひ首しゆや剣を用意していた。これからどこぞに押しこんで皆殺しをしに行くかのような物々しさだ。

　それでいて張梁その人の顔にはなんの感情も浮かんでおらず、考えがさっぱり読めないのが恐おそろしい。

「これを殺すのか。二の兄あに者じや」

　兄と同じ琥こ珀はく色いろの目で敵を見下ろして、張梁が言う。

　邪魔な石をどかそうか、という程度の日常会話をしているのかと錯覚するほど、無造作な口調だ。

「ふ。殺すも生かすも、汝の好みでよいぞ。あれを使ってやっても愉ゆ快かいであろう。唯ただひとつ──我の邪魔だけはさせるな」

「承知」

　優雅に命じた兄に答え、張梁は白虎と微妙な間合いをとりながら、にらみ合う。

　膠こう着ちやく状態を作られたことに歯は嚙がみしながら、張さんが低くうなった。

「星彩、我が姫よ。朧月どのを連れて、蒼刻のところへ──！」

「──我が、そうさせると思うのか？」

　哄こう笑しようするような声。

　朧月が青ざめ、傍らから離れようとしない星彩に「逃げて」と叫ぶより早く、近づいてきた張宝の指先が揺らめく。

「うぁ……!?」

　何をされたのか。何かの呪のろいなのか。星彩が急に、身体からだを半分に折って悶もん絶ぜつした。

　どうしたのか、と問うこともできなかった。華やかな撫子色の髪を乱して、瀕死の蜻かげ蛉ろうのように地に崩れ落ちた友人の姿に、朧月は全身の血が氷水と置き換わったかのように錯覚する。

　すでに一度死んで幽鬼になった星彩だが、だからと言って何をされても平気なわけではない。特にこの、死と骸を玩おも具ちやとする道士が相手ならば。

「せ──星彩！　どうしたのッ」

　地面に膝をつき、うつぶせに倒れた星彩の肩を揺さぶろうとしても、幽鬼だから手がすり抜けていってしまう。心配しないでくださいよぅ、という弱々しい声が胸を抉った。

　凄まじいもどかしさに苦悩する朧月の頭上に、ふと影が落ちる。

　月明かりを背にした、張宝だった。

「案ずるな。召鬼法の『制せい鬼き』で動きを封じたまで。汝が逃げ出したりしなければ、大事なお友達を、まあ消滅まではさせぬよ」

　微み塵じんも安心できぬ言葉だ。

　とっさに星彩を背にかばったら、二の腕をつかまれた。

　瘦やせた腕からは予想もつかない力で引きずり上げられ、無理やり立たされる。

「蒼刻さ──ッ……」

　身も世もなく助けを求めようとした口元は、鼻から下を鷲わしづかみにする勢いでふさがれてしまった。嚙みつく暇すら与えられず、門のそばの壁に背中を押しつけられ、圧あつ迫ぱく感かんで咳せきこみそうになる。

　悔くやし涙でにじむ視界の中心で、張宝が舌なめずりさえしそうな笑みでささやく。

「汝がなかなか舞台に上がってこないせいで、焦じれてしまったぞ。──汝こそが、今宵の主役だったというのに」
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　朧ろう月げつは思わず、しゃにむに振り回していた手足を止めた。まるで睦むつ言ごとのように甘く告げられた不吉な言葉に、数拍遅れで、身体の芯しんから震え上がる。

　恐怖と衝撃と疑念の入り交じった心地で琥珀色の瞳を凝ぎよう視ししていると、口元をふさぐ手がゆっくりと離れていった。

「しゅ……主役？」

　涙の止まった朧月は、こわごわと繰り返す。

「そうとも。我にとっては、この城市も儀式もどうでもよい。たしかに黄こう巾きん賊ぞくはこの昏こん星せいに甦よみがえりと延命の妖術を提供して、引き換えにいろいろと要求しておったが、その程度はいくらでも代わりがきく。──唯一無二の汝こそが、我の血を滾たぎらせる」

　まるで他ひ人と事ごとのようにのたまい、張ちよう宝ほうは妖よう艶えんに嗤わらう。

　嗤う。

「老おいさらばえた祭主が見苦しく命を延ばしたがるのも、母親の悲ひ哀あいも、我にとっては塵ごみよ。芥あくたよ。心の底からどうでもよい。あまりに下らなくて不愉快だ。普通に生きて寿命で死ぬだけの話だというのに、あれほど死を恐れる意味も、嘆なげく意味もわからぬわ」

　祭主の延命。

　旅人を贄として自分の寿命を引き延ばす。それは朧月とて許せない。擁よう護ごなどしない。

　けれども、抱琴と彼女の両親のことは聞き流せなかった。

「な……なんてことを──」

「汝は何も知らぬから、きれい事で怒りを抱けるのよ。ただ単に寿命で死ぬことすらできぬ人々がこの国にいることなど、想像したことすらあるまい？」

　かっと憤りかけた朧月の熱は、張宝の不思議なほどに実感のこもったつぶやきに吸いとられてしまった。

　二人の間の沈黙に、前庭での騒がしい声や物音が虚うつろに響く。

　戸惑いを持て余し、朧月は何度も瞬しばたたいてしまった。

　人の皮をかぶった魔物としか思えなかった相手に、初めて人間味を感じたと言ってもいい。

「さて。──汝はその力の神しん髄ずいに、見当くらいはついているのか？」

　だが、悩む時間は与えられなかった。張宝の視線がじわりと熱を帯びる。

「まだわからぬのか？　皇宮でも睡すい蓮れん古こ城じようでも龍りゆう珠じゆでも気づくきっかけは与えておいたというのに、汝は残念な子よのう」

　あらゆる意味で反論できず、朧月はぐっと唇を嚙む。

　──だが、答えがなんであれ、張宝から教えられたいとは思わなかった。

　朧月の今の希望は、星せい彩さいを助け、張ちようさんとも合流し、蒼そう刻こくたちの元に向かうこと。

　こんな男の陶とう酔すいしたような語りになど、付き合っていられるか。

　反抗的な想いを支えにして、精一杯身をよじろうとしたとき、熱い酸のような言葉が頭上から浴びせられた。

「双そう界かいの瞳とは、実は『死』を操る力の証あかしだ」

　──死を、操る？

　聞くだに恐ろしげだが、具体的にどのようなものなのか想像しづらい。朧月の目が泳ぐのを、張宝はじっと見つめている。

「意味がわからぬ、という顔だな」

　逃げられるものなら一刻も早く逃げ出したいのに、朧月は針はりで縫い止められた蝶ちようのように動けぬまま、張宝の声に聞き入ってしまった。声に甘い毒が含まれていると言われても納得しそうなほど、奇妙に魅惑的なささやきに。

「死した人間の魂こん魄ぱくである幽鬼を見、彼らに安らぎを与え、この世に留まる力を与える。だがその一方で、幽鬼を意のままに操り、悪しき想念に支配された幽鬼を祓はらい、冥界に送り出すこともできる……ここまではわかるな？」

「…………」

　そこまでは朧月にも心当たりのある内容だったので、とり乱さずに受け止められる。

　すべての始まり、皇宮で起きたこと。睡蓮古城や龍珠で冥府に送った幽鬼のこと──

　今までに経験して疑問を残していたことすべてが、納得できる。

　張宝の指が、朧月のまぶたにふれた。

「だがその程度の異能は、汝の力のほんの一部分に過ぎぬ。汝の力の神髄を月に喩たとえるとすれば、月光のようなもの。無論、月光にもそれなりの存在感はあるが、さりとて月の本質ではない。この喩えも理解できるな？」

「…………」

　朧月は首を横にも縦にも振らなかったが、それは結局、理解できたという返事の代わりでしかなかった。

「冥界公主。汝はな──時には人を死から遠ざけて命を助け、時には人を死にいざない、抵抗なく死に至らしめることができるのだ。いかな将軍も戦士も凶手も道士も、汝の秘めた『死』の力には敵かなわぬのよ。どうだ、すばらしかろう？」

　張宝の薄笑いが、陶とう酔すいしたような表情へと溶けていく。

　凄まじく妖艶だが恐ろしい表情から目が離せぬまま、朧月は告げられた言葉を、頭の中で反はん芻すうした。

　もしそれが事実ならば──とんでもない。正気を保たもてる自信が、微み塵じんもない。

（この人がわたしのことを以前から冥界公主と呼ぶのは……だから？）

　死を操るから。いくらでも死を巻き起こせる異能の持ち主だから。

　信じられない。

　……信じたくない。

　朧月の唇は震えた。歯の根が合わないほど、全身が震えだしていた。

　逃げたかったはずなのに、その場から一歩も動けない。不用意に動いたら、自分の中で何かが決壊して、どういう行動に出るかわからない気がしたのだ。悲鳴を上げながら壊れてしまうかもしれない。やみくもにこの場から逃げ出してしまうかもしれない。

（兄さま……）

　すがるように思い描えがいたのは、冷静を絵に描いたような異母兄あに。

（蒼刻さん）

　次いで、背にした壁の向こうで戦っているはずの青年武将。未だ倒れたままの友人と、凶手と向き合っている白虎。

　深い呼吸をひたすら繰り返した後に、朧月はゆるやかに首を振った。

「な──何を証拠に、わたしにそんな」

「神しん華か国の歴史上、何度か、汝と同じ異能を持った娘が生まれたことがある。その娘たちは並外れた異能をも備えていたのだ。──その顔だと、どうやら初耳のようだな？」

「ッ……」

「その娘たちがどのように異能と付き合い、生しよう涯がいを過ごしたか、知りたくはないか？」

　額に額をこすりつけられ、甘くやさしい声が雨のように降りそそがれる。

「我は知っているぞ。皇宮の史し官かんはおろか、今きん上じよう帝ていですら知らないことまでな。汝になら教えてやろう」

　不安と緊張でからからに乾いた喉を、こわばった吐息が抜けていく。

　知りたいという気持ちはある。我ながら情なさけないほどに強く、知りたいと思ってしまっている。

　だって朧月は、生まれてからこの方、一度も、自分と同じように生まれつき幽鬼が見える人の話を聞いたことがないのだ。

　双界の瞳の影響を受けた周りの人が幽鬼を見られるようになったり、蒼刻が死の呪いの後遺症で幽鬼の声が聞けるようになったりと、後天的にそうなった例しか見ていない。

　──でも。

　背後のざらつく石壁について身体を支える手には、今やほとんど力が入っていない。

　朧月は意識して腹に力をこめ、その手を必死で振り上げた。

　ぱしん、という乾いた小さな音が響く。

「け、……結構です。あなたに教えてほしいことなんてありません。……無関係の人やわたしの友達をいたぶる人の話なんて、何も聞きたくない」

　よけるのは簡単なはずなのに朧月に頰ほおを打たれてみせた張宝は、薄く笑うだけで何も言わない。

　冷めた顔つきのまま、朧月を眺めている。

　時間が凍りついたような沈黙の後に、張宝がその薄い唇を再び開こうとしたとき。

「──朧月！」

　青年の声が、朧月を現実に引き戻し、肌はだを蝕むしばんでいた異様な寒気を吹き飛ばした。

　張宝が名な残ごり惜おしそうに朧月から飛び退のいた。彼女の視界の端に、銀髪の青年の姿が飛びこんでくる。

　一瞬前までその琥珀色の瞳があった場所を、白はく刃じんの鋭い一いつ閃せんが薙ぎ払った。

　小さく舌打ちしながら、蒼刻は当然のように朧月を背にかばって立つ。

（蒼刻さん……！）

　……彼の邪魔をしてはいけないと理性が警告するが、朧月は手を伸ばして彼にふれたいという衝動を抑えきれなかった。必死に自制した結果、上着の袖にちょんと指先でふれるだけに留められたが、それでも腰砕けになりそうなほど安心感をもらった。まるで薬やく湯とうのようだ。

「蒼刻さん……」

　無事だったのか。煌言はどうしたのか。抱琴は。儀式は。

　張宝の強しいる異質な圧迫感から解放されたことで、ようやくそちらに意識が向く。

　けれども、何から訊けばいいのかと迷っていると──

「──貴様、この城市で何をした？」

　その眼光と同じくらい鋭い声で、蒼刻が問うた。手には抜き身の刀。

　純粋な敵意と殺意のみを凍らせたような、腰が抜けそうなほど冷たい声だったが、張宝は平然と肩をすくめてみせる。

「忘れたか？　白はく鷲しゆう祭さいが始まると言ったではないか。祭り、非日常よ。祭りにはお愉しみが付き物であろ」

「あんなものを愉しめるのは貴様だけだ」

「それは残念」

　蒼刻から視線を離さずに、張宝が、声だけを朧月へと向ける。

「冥界公主よ。汝がその力の神髄を目覚めさせさえすれば、瞬まばたきひとつの間に片付くことぞ。どうする？」

「神髄……」

　死を操るという力。

　その力で解決できる事態。お愉しみ。幽鬼のいない城市──

　嫌な予感で心臓が波打ったとき、強まる夜風にまぎれて、低いうめき声が聞こえた。

　はっとして振り返り、張さんの白銀の毛並みにおおわれた身体を見つける。

「！　そ──蒼刻さん」

　白虎が苦く悶もんするように前まえ肢あしで頭を抱えた格好で、地面にうずくまっていた。

　目立ったけがはないが、息をするのも苦しいといった様子に、却かえって恐ろしい想像をかき立てられる。

「張さんに何をした？」

「兄者に言われたとおりのことを」

　匕首を握る手をだらりと下げた張ちよう梁りようは、蒼刻に無表情に切り返す。今まで白虎と渡り合っていたはずなのに、けがはおろか疲れの色すら見えない。

　感情に起伏のない弟の分まで嗤うかのように、張宝は口元を三日月の形に裂いた。

「我は何も奪わせてはおらぬよ。あの白虎がいつのまにか置き忘れていたものを、届けただけのこと」

　蒼刻が、すっと体勢を低くした。と見えた直後には、彼の姿は残像になっていた。一瞬で間合いを詰め、黄巾賊の兄弟に斬りかかる。

　張宝は何もしなかったが、張梁がただちに反応した。兄の腰を抱えて地面を蹴る。張宝の黒髪が、目くらましの煙のように広がり──

　二人の姿は、ふっつりと闇に溶けて消えた。

「!?　……逃げた？」

「そうじゃないだろう。俺たちがどうする気か、様子見ってところだな」

　蒼刻は深追いはしなかった。すぐに朧月の手を引く。

「詳しい説明は後だ。──いったん退くぞ。俺たちは、この城市の敵になった」
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　白虎はどうにか自力で身を起こしていたが、星せい彩さいはまだ地面に倒れこんだままだった。

　駆け寄ると、泣きそうな顔をした朧ろう月げつを逆に慰めるように、無理に微笑もうとするのがやりきれない。

「すいませんねえ……。お腹なかに楔でも打たれたみたいに、力が入らなくって」

「張ちよう宝ほうの術……よね？」

「たぶん。……でもあたしは幽鬼だから、普通の人には見えないですし、このまま」

「少し、我慢して」

　軽かろやかな声で切ないことを言おうとする友人を、朧月はかぶりを振ってさえぎった。

　──わたしが、幽鬼を意のままに操れるというのなら。

　びっくり顔をしている星彩を、朧月は翡翠の瞳でひたと見据え、彼女の腰帯の上あたりに手をかざした。けがを気遣うかのように。

　こういうとき道術では本来、どんな呪じゆを暗あん誦しようするのかはわからないが、

「星彩」

　張宝の召鬼法など振り払い、立ち上がってほしいという意思をこめた声で呼びかけた。それを何度も繰り返す。名前は、どんな呪よりも強くその人の身体と心に働きかけることができるのではないか、という期待をこめて。

　祈りをこめて繰り返すうちに、翡翠色の瞳の奥が熱を持ちはじめる。

「ッ……ん？」

　ほとんど我が流りゆうの方法で双界の瞳の力を引き出そうと集中しつづけていると、ふいに星彩が気の抜けたような声をもらした。びっくり顔で、お腹を押さえながら身を起こす。

「──なんか、急に楽になりましたよ？　朧月ちゃんすごい。今の、道術っすか？」

「うん……まあ、そんな感じかも」

　朧月はあいまいに答えた。自分でもまだ整理しきれていないから、説明がしづらい。

　正直、名前を繰り返しただけでここまで思いどおりに──星彩に、妖術を振り切るほどの力を与えられるとは、予想以上だった。回復して微笑む星彩を、まともに見られない。自分が怖い。

「あたしが妖術で悶もん絶ぜつしてる間に、何があったんすか」

　呪縛を解かれた星彩は、普段どおりのはっきりとした声を聞かせてくれるが、やはり消しよう耗もうした様子が隠せていないのが痛々しい。

　しかし蒼そう刻こく曰いわく、今はゆっくり休んでくれとは言えない状況らしいのだ。

　蒼刻は口早に言った。

「皇こう都との事件の二の舞だ。張宝の野郎、大量の殭屍キヨンシーを用意してた。城市の門を壊して街中に押し寄せてきたから、住人が混乱している」

　たくましい四し肢しを踏ん張って立ち上がると、張ちようさんは厳いかめしい顔つきで口を開いた。

「儂は我が姫とともに逃げよう。蒼刻、おぬしらは別の路みちから先に行け」

「！　おい──」

「我々はまだ本調子ではないし、儂はこの図ずう体たいでは目立ちすぎる。おぬしらと行って足手まといになるよりも、来らい煌こう言げんを探して、隠形の術で姿を消してもらったほうが、撤退するにはよいじゃろうて」

　蒼刻は渋い顔をした。

「来将軍の場所はわかるのか？」

「儂の耳は、虎の耳よ。前庭で起こったことは概おおむね聞こえていた。問題ない」

　白虎は自信ありげにうなずいてみせると、それから、どこか後ろめたそうに言った。

「……無事にまた逢えたら、おぬしに話さねばならぬことがある。武運を祈るぞ蒼刻」
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　結局、前庭がどうなったのか確認すらできずに、道廟を抜け出すはめになった。

　城市はすでに、嵐あらしが居座っているかのような混乱状態だった。真夜中だというのにあちこちで怒号や悲鳴が湧き起こり、どこから逃げてきたのか、家財を背負った人々もいる。城市の一角からは火の手まで上がっていた。まるきり戦いくさの真っ最中のようだ。

　──何があったのか。

「い、一体どういうことなんですか？　抱ほう琴きんは……来らい将軍たちは──」

「結論だけ言うと無事だ」

　逃走経路を選びながら、蒼そう刻こくは簡潔に答える。

「張ちよう宝ほうをふん捕まえるのに道廟に踏みこんだら、それが罠わなだったらしい。中には紙人形しかなくて、代わりにあの野郎が道廟に集めていた殭屍キヨンシーが出てきた」

「なッ──」

「おまけに、あの祭主と側近の連中までが殭屍キヨンシー化した」

「……え？　あの人がッ？」

　朧ろう月げつは立ち止まりそうになる。

　たしかに嫌な気配のする人たちだったが、死者や殭屍キヨンシーではないと思っていたのに。

「生きている人が、いきなり殭屍キヨンシーになってしまうものなのですか」

「来将軍の推測だと、あの祭主を筆頭に、道廟の関係者のほとんどは小鳥を──旅人を贄にして、自分の寿命を延ばしてたらしい。そのときに使われた『尸し解かい仙せんもどきの妖術』とやらが暴走したそうだ」

　祭主以下、死を無理やり避けて現世にしがみついていた生者もどきが皆、殭屍キヨンシーへと堕おとされたのか。

　想像するだに地獄絵図である。

「でも……それは、もしかすると──」

「ああ。張宝のやつが、好きなときに術が暴走するように、事前に仕掛けておいた可能性がある」

　やはりそうかと、朧月は遠い目になった。

「俺はそいつらを斃たおして、来将軍に抱琴や旅人たちの身柄を預けてからおまえのところに来たわけだが──どうやら街中にも、同じように妖術が暴走して殭屍キヨンシーになったやつだの、張宝があらかじめ用意しておいたとおぼしき骸むくろの軍勢だのが出現してるらしい」

「なぜそこまでわかったんですか？」

「情報屋だ。ついさっき前庭に駆けつけてきて、教えてくれた」

「だから、この城市自体が敵ということに──ひゃあッ」

　蒼刻の左腕が朧月の腰に回り、そのまま荷物のように肩の上に担かつぎ上げられる。実際お荷物なのだが。

「そ──蒼刻さん、わたし一応、自分で歩けます」

「おまえのトロくて転倒率八割の走りに付き合ってられるか。俺が運んだほうが早い」

「……でも、お邪魔ですよね？　わたしも張ちようさんと一緒に逃げたほうが」

「今の張さんには、おまえまで護る余裕はない。──それに、飼い主の俺が珍獣のおまえを置いていけると思うのか」

　後半は、今までの緊迫感に満ちた硬質な声音よりも、少しだけ響きがやわらかかった。

　冥界公主という呼び名とそれにふさわしい異能のことを知り、押し潰されそうになっていた朧月にとって、飼い主と珍獣という平和でいつもどおりの肩書は、ことのほかうれしいものだった。

　思わず、蒼刻の肩にぎゅっとしがみついてしまう。離さないでと言う代わりのように。

　張宝のからめ捕るような甘かん言げんにはすくんだけれど、蒼刻のぶっきらぼうなやさしさは、ひたすら心地よかった。

（死を操る異能があるかもしれない、というのは……）

　朧月の力が本当にそういうものかどうかは、まだ証明されていない。

　しかし星せい彩さいを呪から解き放ったときの、自分の中で何かがふくれ上がるような感覚はくっきりと思い出せる。

（今は……少なくとも、今ここではよそう）

　朧月は何度か首を振った。自分の悩みにかまけている場合ではない。

　数ある戦の局面の中でも、撤退戦はもっとも難しい戦いだと言われる。普通は軍団を、逃げる組とそのしんがりを護る楯たてに分けて、連れん携けいしながら逃げないといけないが、うまく息が合わなかったりするらしい。

「──どけッ！」

　だが、逃げる組と楯がまったく一緒ならば話は別──のようだ。

　時に凄まじい気合の声をほとばしらせながら、行く手の路地から出てきたり建物の中から飛び出してくる殭屍キヨンシーを、蒼刻は右手の刀のみで斬り伏せていく。ひと振りで一人を打ち倒し、返す刀で二人目を地面にへばりつかせる。

「市門のところで集合の約束だ。もう少し──」

　蒼刻の言葉がふいに途絶える。朧月ははっとして行く手を見た。

　夜なのに、篝かがり火びがあるだけで不ね寝ず番ばんの門兵のいない市門が灯とう影えいに浮かび上がっている。

　閉ざされた市門の前には、黒い影がたたずんでいた。

「ここまで突破してきたか。さすがは未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんだな」

　──張ちよう梁りよう。

　先ほどまで使っていた匕首よりも刀身の長い短刀を、両手にそれぞれ握っている。明確に戦いの意思を見せた。そういう雰囲気だ。

「兄者は殭屍キヨンシーどもに、おまえを殺して冥界公主だけを連れてくるよう指令を出していたのだが」

「あんな雑ざ魚こを百や二百用意されたところで、俺は痛くもかゆくもないぞ。こいつを奪いたいなら正面から勝負しに来い」

「わかった。──ならば、俺が相手だ」

　淡々と言い放ち張梁が一歩、近づいてきた。

「隠れてろ！」

　落っことすような勢いで地面に置かれた朧月は、さらに、突き飛ばされるようにして道の端に追いやられた。

　ぎりぎりで転倒をこらえた朧月が、市門の前から振り返ったときには、蒼刻は張梁と斬り結んでいた。金属音が続けざまに響き、闇に火花が舞い落ちる。

（うわあ……）

　最初は周囲が暗いのと動作がどちらも素早いのとで、何が起こっているのかすらよくわからない状態だったが、次第に目が慣れてきた。

　黒ずくめの凶手と銀髪の武官は、互いに間合いを計りながら、一進一退の攻防を重ねている。力量に大きな差がないようで、このままだと延々と小こ競ぜり合いを繰り返すはめになりそうな気がした。

　そのときだった。

「！　ひ、ひぇえ……ッ」

　城市の住人らしい。細く狭い路地から急に飛び出してきた十歳ほどの子供が、蒼刻のやや後方に現れた。

　親とはぐれたのか。恐怖に震えながら後退りしようとする。

　蒼刻は反射的にか、張梁の攻撃に子供が巻きこまれぬよう、立つ位置を変えた。

　しかし、武官らしいその行動に感心する暇いとまはなかった。

「──劉りゆう蒼刻」

　張梁の平坦な声が、不気味なほどにはっきりと聞こえた。

「その慈じ悲ひで、自らを追いこまなければいいな」

　蒼刻の名を呼んだか呼ばないかというときに、張梁の両手が数度閃ひらめいた。

　時間差をつけて投とう擲てきされた何本もの小刀が、次元の違う戦いを遠巻きに見ていた子供へと突き進む。

（なんてことを──）

　予想を上回る凶手の冷酷さに、朧月は青ざめた。一本でも当たれば致ち命めい傷しようだろう。子供は当然凍りついている。朧月もとっさに駆けだそうとするが、もちろん彼女の鈍どん足そくなんぞで間に合うはずがない。

　一瞬後の凄惨な状況が脳のう裡りにいくつも浮かび上がって、絶望的な心地に襲われたとき、視界の隅で蒼刻が動いた。

　矢のように突き進む小刀を、神しん速そくで振るわれた刀が叩き落とす。

　が、十本以上にもなる上に、時間差で飛ぶそれらを、すべてははじき返せない。

　朧月の悲鳴は声にならなかった。

　蒼刻はなんと、どちらかといえば細身の刀身でははじけなかった分を、自分の腕や脚を使ってはたき落としたのだ。腕や臑すねが容よう赦しやなく切り裂かれ、虚こ空くうに紅あかい花が咲く。中の一本は彼の左肩に突き立った。

　いちどきに何カ所も傷を負い、さすがに蒼刻の動きが止まりかける。

　彼は血に濡れた左肩に手をやると、ぐさっと突き刺さった小刀を思い切って抜いた。

　その目の前に、張梁が詰めてくる。

　飛び退こうとするが間に合わず、匕首で脇腹を裂かれ、拳や蹴りによる追い打ちにさらされる。最後にみぞおちを膝で抉えぐられ、蒼刻は近くの建物の壁まで吹き飛ばされた。

「武官の鑑かがみだな」

　張梁が無表情につぶやく。だが兄のように皮肉や嘲あざけりをこめた声ではなく、迷いのない蒼刻に単純に感心したように聞こえた。

　隙をさらしてでも子供を救うのまでは計算の内でも、まさか身を挺ていして小刀を受けるとは思わなかったようだ。

「そ……蒼刻さん──」

「来るな」

　石の壁で背中をこするようにしながら立ち上がる蒼刻の声は、凪なぎの海のように落ち着いていた。苦痛の色はにじむが、弱々しさはかけらもない。

「血が出ただけだ。はらわたや脳のう漿しようが飛び散ったんじゃねえんだから落ち着け」

「そんな無茶苦茶な……！」

　もしかすると武官としては常識なのかもしれないが、普通の人間以下の朧月に、そのような神経の太さを求められても無理だ。

　だがたしかに、満まん身しん創そう痍いにもかかわらず、青く燃える瞳はひとかけらも闘志を失っていない。彼の意地を信じたくなる。

「見事だ」

　ため息じみた声で告げ、張梁が目を細めた。

　そして数秒前まで感心していたのが噓だったかのように冷淡に、無表情に、蒼刻を間合いに捉とらえる。正確無比に襲いかかってきた短刀を、蒼刻はとっさに上体をひねってかわそうとするが、傷の痛みのせいか、ほんの一瞬、動きが止まってしまった。

　そこを張梁は見逃さなかった。横ざまの蹴りが蒼刻のけがをした脇腹を抉り、次いで繰くり出された拳は短刀を逆手に握っている。

　みぞおちに短刀の柄を叩きこまれ、蒼刻がぐらりとよろめいた。右手に持っていた刀は、張梁が交差させた短刀に挟まれへし折られる。

　傷ついた部分から大量の血の花びらをあふれさせ、蒼刻がぐらりとよろめく。

　張梁のてのひらがその顎あぎとに叩きこまれると、彼は再び壁まで吹き飛ばされ、ずるずると崩れ落ちた。
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「や……あ、ああ……」

　目の前の惨さん劇げきに、あえぐように震える声が言葉にならない。

　ぼろぼろに傷ついた蒼そう刻こくを目まの当たりにして、朧ろう月げつはほとんど我を失いかけていた。

　張ちよう梁りようがいるのも無視して駆け寄り、倒れた蒼刻を抱いて支えようとする。

　先ほど、張ちよう宝ほうに「力の神髄」を教えられたときの絶望感の比ではない。

　程なくして後方に現れた道士の気配に、朧月は蒼刻の上体を精一杯の力で抱きしめたまま、首だけで振り返った。

　そこには、先ほどの子供の傍らに立つ張宝がいた。

　彼が揺らめかせた手の下で、子供の姿は消え、白くぺらりとしたものが風に舞う。

　──紙人形。

　悪趣味極きわまる罠に嵌はめられたことを思い知らされ、愕がく然ぜんとする。

「冥界公主よ。取引をせぬか」

　蕩とろけるようにやさしげに嘯うそぶいた張宝を、朧月は不審げに見つめ返した。

「汝が我とともに来るのならば、これ以上は何もせずに退いてやろ」

「……え」

「汝の恋しい男も、汝を護る幽鬼も、汝の慕したう賢かしこき虎も、汝の小さな友達も、汝を慈いつくしむ将軍どのも──汝が傷つけたくない者たちをすべて、生かしたままにしてやろう。汝が一人で、我とともに来ると言うのなら」

　どうする？　と、冷たい琥珀色の瞳がこちらを射抜く。

　長らく逡しゆん巡じゆんした後で、こわばった息を胸の中から絞しぼり出すようにして朧月は言った。

「……行きません」

「──ほう？」

　張宝にとって、それは意外な答えだったらしい。絶えず薄笑いを浮かべている顔に、めずらしく驚きの色がかすめた。

「だって……ここでわたしが、あなたの言いなりになったりしたら──そ……それこそ、蒼刻さんの戦いが無駄になってしまいます」

　小刻みに震えつづける手をもう片方の手で押し包む。けれど震えはおさまってくれない。

「だ──だから、絶対にあなたの元になんて行きません。──でも……蒼刻さんたちを殺させたりもしません」

　わたしは弱い。

　胡乱で脆弱で粗忽で弱腰で陰気で愚鈍で阿呆で田舎者の引きこもりだ。

　だが、たとえどんなに弱くても、譲ってはいけないことがあるのではないか。

　わたしの命は、わたし一人のものではない。そう思うのだ。

「汝はずいぶんと欲張りになったのだな」

　張宝が口元をゆがめた。

「皇都で初めて逢おうたときは、巣から引きずり出されて震えることしかできぬ雛ひなであったのに。かねてより汝のそうした脆もろさを砕くだいて愛めでたいと思っていたが、今の汝を飼い慣らすのも一いつ興きようよの」

　蒼刻に珍獣だ飼い主だと言われるときとは、まるで違う。嫌悪感に肌が粟あわ立だつ。

「か……飼い慣らされたりしません。あなたになんか」

「劉りゆう蒼刻なら、よいと？」

　日常の中で、知り合いのだれかに訊かれたなら、気恥ずかしくてとても首を縦に振ることなどできない質問だった。

　だが朧月は、ゆっくりとだが明確にうなずいてみせた。張宝が目を細める。

「汝を支えるものは恋心かと思ったが、意外とそうではないのかもしれぬな」

　──恋心ではない？

　不意打ちめいた言葉に奇妙に深く胸を穿うがたれ、呼吸を引きつらせた次の瞬間、目の前に張宝の手があった。

　まずい、と本能的に察して顔をそむけようとしたが間に合わない。

「ッ！　……ぁ……」

　脳をじかに鷲づかみで揺さぶられたような眩暈めまいと衝撃に襲われる。

　何かの術をかけられたのだと直感するが、抗あらがいようがない。

　嫌だ。だめだ。必死でそう思うのに、鍛きたえてなどいない貧弱な身体はすぐに脱力し、地面に倒れていく。

　蒼刻から引きはがされて、張宝の腕に抱き上げられていったときには、朧月はもはや指一本動かせなくなっていた。

（蒼刻さん──兄さま……星せい彩さい、張ちようさん……）

　助けを求めるように、無事を願うように、大事な人たちの名を呼ぶ。

　憎い男の腕に爪を立てることすらできないまま、朧月の意識は闇の色に塗り潰された。







「汝は弱くて強いな。よい。……とてもよい」

　気を失い、地面に倒れこみそうになった少女を支え、張宝はそのまま抱き上げた。

　瘦せていて、着衣の上からでも腕の細さがわかるほどなのに、朧月を抱える動作に危うさはない。彼女の額ひたいに、頰ほおずりなどする余裕さえある。

「夫婦者は互いに似ると言うが……汝らも、天と地ほどもかけ離れているようで、意外と似たところが多いな。お人よしで身を滅ぼすところなど、鏡写しのようにそっくりだ。憐あわれで惨みじめで、泣けるほどになァ」

　形ばかりの同情するような表情を浮かべてみせた張宝は、すぐにそれを、吐き気をもよおすほど残酷な愉ゆ悦えつの笑みに変えた。

「──だが、そういう二人を引き裂くのは、とてもとても愉しい」

　刹那。

　人間のものとは思えない叫び声が、張宝の背後でほとばしった。

　手負いの狼おおかみが最後の意地で敵に喰くらいつくときのような、恐ろしい声だ。

　張梁がめずらしく、驚いたように目をわずかに見開いて、倒れていたはずの青年武将を振り返る。張宝も見た。ほどけた銀髪を血で汚した青年が、張梁に散々傷つけられたはずの足でゆっくりと立ち上がり、折れた刀を握りしめるのを。

　ほとんど幽鬼のようだが、青く燃える瞳だけは、闘志を微塵も失っていない。
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「──……かえせ」

　掠かすれきった声でうなり、蒼刻が斬りかかってくる。

　張宝は何もしなかった。張梁がとっさに飛び出し、突き出した匕首で、蒼刻の折れた刃やいばを受けた。

　黒髪の陰で見え隠れする常に無感動な瞳には、はっきりとした驚きよう愕がくと、憐れみの色さえうかがえた。心を凍らせたはずの凶手には、およそふさわしくない目だ。

　表情だけを見れば、張梁の負けだった。しかし蒼刻の傷ついた身体は直後に、張梁の情け容よう赦しやない肘打ちをこめかみにまともに喰らって、地面に崩れ落ちた。

　今度こそ完全に気絶した青年武将を見下ろして、張梁はしばらく何も言わなかった。

「手こずったか？」

「──不意打ちだったから、少しは」

　気まずげに答えた張梁に、張宝はいかにもうれしそうに目を細めてみせた。

「よくやった、張梁。さすがは我が弟よ」
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　すべてのものが死に絶えたような静けさが、夜明けの城市に汚お泥でいのように澱よどむ。

　張ちよう梁りようは無表情に、地面に崩れ落ちた銀髪の武官を見下ろした。

　あれだけ傷を負わせ、今や完全に意識を失っているにもかかわらず、その手は未だに張梁の服の裾をつかんでいた。

　──執しゆう念ねん。

　そうとしか言いようがない。

　張梁は身をかがめると、蒼そう刻こくの指をそっと引きはがしていった。爪つめ痕あとすらつけないように慎重に動かされる張梁の指先は、先ほどまで本気の殺し合いをしていた相手に対するものとは思えないほど気遣わしげで、どこかぎこちない。

　そうして倒れた青年武官から離れると、張梁はようやく口を開いた。

「殺しておくか」

「黄こう巾きん賊ぞく随ずい一いちの凶手である汝が、すぐに手を下さず、我にわざわざ許可を求めるか。めずらしきことよ」

　訊ねた相手に、くくっと嗤われてしまう。

「汝が殺したくないと思うのなら、捨て置け。骸はよい殭屍キヨンシーの素材になるやもしれぬし、それを冥界公主に見せたときの反応を見てみたい気もするが……このように面倒な男は、我の趣味ではない」

「…………」

「なに。生かしておいたところで、我と汝が殺される程度のこと。好きにせい」

　ふふ、と笑う張ちよう宝ほうの、やさしげな言葉の裏に隠された冷酷さに、張梁はすぐに気づくことができた。

　──我が劉りゆう蒼刻に殺されても構わないのなら、好きにするがいい。

　──汝の大切な兄が、殺されてもよいのなら。

　そう言っているのだ。

　この、人間の皮の下に、悪あつ鬼きよりも恐ろしい本性を秘めた男は。

「今宵の汝はよく働いてくれた。今は手がふさがっておるが、我らの巣に戻った暁あかつきには、いい子いい子と撫でてやろ。愛する兄に褒ほめられるのは、汝もうれしかろう？　たまには笑ってみせたらどうだ」

「…………」

「汝の本当の兄は、もうこの世にはおらぬからなァ。せめて我が汝を愛めでてやらねばな」

「…………」

　猫がするように肩に額をこすりつけられ、張梁の瞳に一瞬、炎がよぎる。

　炎の名は殺意。

　今までに何度、張宝に──否いな、この兄の姿をしたモノに抱いたか知れぬ感情。

　だが結局、張梁はその手の刃を、張宝には向けられない。

　たとえ中身がなんであれ、その身体がかつて何もかもを犠牲にしても救おうとした最愛の家族のものである限り、張梁にほかに選べる道はなかった。

　瞑めい目もくするように目を伏せると、張梁は空くう虚きよな心地で言った。

「もう、この城市は用済みだろう？　帰ろう二の兄者。──我らが愛しき地獄へ」
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　なつかしく、慕したわしく、そして壁でもなんでも無性に殴なぐりつけたくなる声が聞こえた。

「お～い蒼そう刻こく。偉い大だいなる兄上さまを放っておいて寝てる場合か？　逢うの久しぶりだし、殴なぐり合いでもしようぜ」

　殺意をみなぎらせて目をこじ開けると、予想どおりの男が傍かたわらにあぐらをかいていた。

　劉りゆう家の長ちよう子し。七歳上の兄。今はどこにいるとも知れぬ風ふう来らい坊ぼう。

　──劉戴たい青せい。

　頭にきつく巻いた布の下で光る青い瞳を、蒼刻は鋭するどい目でにらみつけた。

「くたばれ」

「開口一番、過激だな。ぼろぼろにされた後とは思えん。おまえはやっぱり、俺様が見込んだとおりの戦士だ」

「帰れ」

「俺様とおまえの帰る家は一緒のはずなんだがな？　弟よ」

　刀は失ったので、蒼刻は一瞬で起き上がると拳こぶしを繰くり出した。戴青には軽く上体を傾けただけでかわされるが、それは計算の内。反対側の手でその胸むな倉ぐらを捕らえて、頭ず突つきを叩たたきこもうとしたところで、相手から反撃が来た。

　死角から突き出された戴青の手に胸倉をつかまれた直後に、天地が引っくり返り、地面に押さえこまれた。……屈くつ辱じよく極きわまりない。

　頭上で牙を剝くみたいに戴青が笑った。

「傷もふさがってないのによしな。俺様はいずれおまえを倒すなら、本気でやり合いたいんだ。今のおまえじゃ興きよう醒ざめだね。──つうかあれだ、おまえだって俺様に反抗するのに体力使ってる場合じゃねえだろ？」

　この兄ににんまりしながら正論を言われるほど腹の立つことは、そうそうない。

　嚙かみつきそうな目をした弟の頭を、戴青は無む造ぞう作さに撫なで回す。

「俺様が陰から見守っててやるから、奪い返してきな。あの天然公こう主しゆさまが絡からんだおまえは本当に全開になるだろう？　そいつを見るのが俺様は楽しみだ。あの小さいお姫さまのほっぺたもつつき回したいが」

「……おい。あんた、以前朧ろう月げつに逢あったときに何をした？」

「妬やくなよ。そっけない面つらして独占欲が強いのは、意外と劉家の伝統らしいけどな。親おや父じどのから、夫婦のなれそめを聞いたことはあるか？　溶とけない砂糖の塊かたまりを胃にぶちこまれた気分になるぜ」

「知ってるよ。あんたがいない分、俺と弟があてられてるんだよあの万年新婚夫婦には」

「やっぱりか。変わってねえなぁ。この俺様が敵前逃亡するのは親父どの以外にないぜ」

「まさかそんな理由で五年以上も家出してんのかよ」

「冗じよう談だんだ。俺様だってこう見えても、いろいろ考えて行動してるんだよ。おまえもいずれわかる」

「いずれじゃなくて、今説明しろ──っておい、どこ行くんだよ、馬ば鹿か兄貴」

「俺様は俺様の戦場へ。おまえはおまえの戦場へ。そういうことさ」

「詩人ぶられても意味不明だ、っていうか、いつもいつも自分の言いたいことだけ言って消えるのはやめろ。こんなこと本当は首絞しめられたって言いたかないけどな、親父どのやお袋だけじゃなくて、俺だってあんたのことを心ぱ──」

　遠ざかる忌いま々いましい兄の背中に向かって叫ぶ途中で、夢の世界から放り出される。
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「ッ……」

　夢の中で張り上げた怒ど鳴なり声は、幸いにも現実にはほとんど声になっていなかった。

　我われながら嫌いやになるほど弱々しく咳せきこみながら、蒼刻は覚かく醒せいした。

「少年？　──目が醒めたのかい？」

　気き遣づかわしげな声。

　これは情報屋──衛えい万ばん里りの声だ。無理すんなよ、とか言われている。

　本当の目覚めは、死なない程度に真ま綿わたで首を絞められつづけるような息苦しさとともにあった。

　最初に強く感じたのは、喉のどがひどく渇かわいていること。

　ゆっくりと蒼刻は身じろいだ。どうやら毛布の上に寝かされているらしい。

　次ついで、まぶたをこじ開けようと試みただけで、吐き気に襲おそわれた。眼がん帯たいの下にある右目が、ずきずきと熱をもって疼うずいている。夢見のせいだけではなく、とてつもなく気分が悪い。光が目に痛い。おまけに脇腹には、鈍にぶい痛みが巣食っている。

「身体からだは動かせるか？　無理にとは言わんし、むしろ寝ててほしいくらいだが」

「……起きる」

　自分の発した声が、普段に輪をかけてぶっきらぼうに聞こえたのは、喉がからからで、干からびたような響きになっているからだろう。

　この不ふ愉ゆ快かい極きわまりない身体の状態には、覚えがあった。

（一年前──張ちよう宝ほうの野郎に、死の呪じゆ詛そをかけられたときに似てるな）

　戦場で呪詛を受けて、眩暈めまいと吐き気の嵐あらしに閉口しながら、かろうじて陣地に戻ったとたんに意識を失って。その後は来らい煌こう言げんが寝ずに解かい呪じゆと手当てをほどこしてくれたが、まる三日ほぼ昏こん睡すい状態だった。

　しかし今回の目覚めは、そのときよりも精神的にきつい。というか最悪だ。

　脳のう裡りにこびりついている兄の凶暴な笑顔を振り払いながら、上体を起こす。

「朧ろう月げつは──」

　ほとんど無意識で質問しそうになったが、万里が顔をこわばらせるのを見て、すぐに我われに返った。かぶりを振る。

「──いや、俺が一番よくわかってる。張宝に連れて行かれたんだよな」

「少年」

「悪いが、慰なぐさめるのは俺が討うち死にする間際にしてくれ」

「そんだけ生意気が言えるなら、大丈夫か」

　ため息をついた万里は、いつもとは違う笑みを浮かべていた。

　蒼刻のやせ我慢を称たたえているような、あきれ返っているような、複雑な微ほほ笑えみだ。

「武官さまならわかってるだろうけど、少しずつ飲みな」

「ん」

　受けとった簡素な椀わんの中の水を、たっぷりと時間をかけて飲み干し、蒼刻は瞑めい目もくする。

　身体のあちこちに痛みが巣食っているが、そんなことはどうでもいい。あの兄のせいで、痛めつけられるのには慣れている。

　耳に甦よみがえるのは、朧月の泣きだしそうな声。

　──『ここでわたしが、あなたの言いなりになったりしたら──そ……それこそ、蒼刻さんの戦いが無む駄だになってしまいます』

　最後に聞いた言葉は、一いち言ごん一いつ句く違たがわず思い出せる。

　身体を蝕むしばむ容よう赦しやない痛みと脳のう震しん盪とうでほとんど意識を喪うしないかけていたにもかかわらず、感動すら覚えたからだ。

　戦えないどころか、ただ歩いているだけでも自分の足につまずいてコケる娘だ。並みの人間よりも頼りなさすぎる珍ちん獣じゆうのくせに、最後まで心は折れずに、蒼刻と一緒に戦おうとしていた。

　……あんな状況で場違いなことこの上ないが、惚ほれ直したと素直に思った。

　すらっとぼけた引きこもりの珍獣で普段はヘタレだが、この自分がどうしようもなく胸をつかまれるだけはあると。

（朧月）

　今は隣にいない少女をまぶたの裏に描えがき、自分の手を見る。彼女の細い指先を、何度も引っ張ってきた手だ。

（少しだけ、待て）

　深く息をして、今すぐにでも走りだしたい自分をなだめる。

　それから初めて、自分のいる場所を確認した。

　昏こん星せいの城じよう市しの中ではない。というか、建物の中ですらない。

　しなやかな木の骨組みに、羊毛を織って押し固めた布を張りめぐらせた天幕だ。蒼刻が寝て万里がそばに座ったら、それで定員いっぱいという大きさで、入り口付近にある隙すき間まからさしこんだ陽光が床の敷物に明るい線を走らせている。

「張ちようさんは」

「白びやつ虎この旦だん那ななら、別の天幕でまだ寝てるよ。ちぃっとけがしてるからな」

「──昏星から脱出するときに、僕をかばって、殭屍キヨンシーの攻撃をお腹なかに喰くらってしまったんだよ。槍やりで武装したのがいてね」

　ふと飛びこんできたのは煌言の声。

　入り口の布ぬの扉とびらがまくれ上がる。蒼刻はわずかに目を見開いた。

「来将軍──けがを？」

「君ほどじゃないよー」

　栗くり色いろの髪をゆるく束たばね直した青年武将は、腕や額ひたいに包帯を巻いていた。

　自身もあちこち包帯だらけのくせに顔を曇くもらせた蒼刻に、煌言はあまり似合わない皮肉げな笑みを浮かべてみせる。

「止血はしたし、とっておきの丹たん薬やくに治ち癒ゆの霊れい符ふまで使ったからねー。この包帯は、まだ治りかけの部位をうっかり動かさないように固定してるだけさ」

　煌言らしくない、元気の足りない声だと思った。髪に花を挿さしていないせいか、普段よりも荒すさんで見える。

　霊符や丹薬といった治療は、蒼刻にも惜おしみなくほどこされていた。

（脇と肩は、少なくとも表面はふさがったか）

　道術では──少なくとも、煌言の修おさめた正統派の道術においては、治癒の術といっても、たちどころに傷をふさぎ病やまいを快かい癒ゆさせるような神かみ業わざではない。本人の回復力を飛ひ躍やく的てきに高める、と言ったほうが近い。

　煌言は痛ましげな顔つきで、後ろを振り返った。

「彼らがいなかったら、やばかったかもね」

「？」

　まだだれかいたのかと眉まゆをひそめて天幕の外に出てみた蒼刻は、外で焚たき火びを囲む人物を見て、わずかに目を見開いた。
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　天幕がもうけられたのは、昏こん星せいの城じよう市しの周りに広がる荒野の一角だった。

　祭主たちが私欲のために龍りゆう脈みやくを無理やりねじまげていたせいで、灌かん木ぼくくらいしか自生できない乾いた大地と化していたのだが、煌こう言げんがまだ不完全ながらも龍脈を回復させた今は、あちこちに雑草の芽吹きが見られる。

　特に近くに流れる小川に沿ったあたりでは顕けん著ちよで、ここも程なくして瑞みず々みずしい自然の緑におおわれるのだと思わせた。

　自然はたくましい。──抱ほう琴きんも、そうであってくれればと思う。

「花はな守もりのおっさん。あんたが、どうしてここに？」

「少し言いにくいな」

　四よ十そ路じ手前という実年齢より少し老ふけて見える男は、蒼そう刻こくに座るよう促うながしながら、気まずげに顎あご髭ひげをつまんだ。

「君の忠告を無視したようで心苦しいのだが──いや、最初はちゃんと帰りかけていたのだよ？　──旅籠はたごのことが引っかかってね。久しぶりに旦だん那なさんにあいさつでもできないかと思って、夕ゆう餉げをとった後に城市の中心に引き返したんだ」

　すると旅籠では、気を失った主人が倒れていた。何事かと思い、建物中を探したが、蒼刻たちの姿も見当たらない。

　なにやら只ただ事ごとではない気がして、蒼刻たちを探して街中を歩き回っているうちにあの騒ぎに巻きこまれたという。

　火に枯れ木を突っこみながら万ばん里りが言い添えた。

「ずたぼろで倒れてた少年に最初に手当てしてくれたのは、この人なんだぜ」

「ずたぼろって言うな。──でも、助かった。ありがとう」

「なんの、礼を言われるほどのことでもない。こんな私でも人を救うことができると思えるのは喜びだ」

　ほかの人間が口にしたら、きれい事に聞こえそうな言葉。

　だというのに花守の瞳に自じ虐ぎやくの影がちらつくのは、花守の過去──初恋の女性を救えなかったという後悔のためだろう。

　なんとなく見ていられず、けれど視線をそらせない。

「僕は君を手当てした後で、昏星の様子見ついでに、あの抱琴って子とご両親のところにも行ってきたんだけど」

　煌言が加わってきた。

　道どう廟びようで宣言したとおりに、今持っている中で一番効く仙せん薬やくと、風水の流れをよくして病やまいの治ち癒ゆに向いた空間をつくるための霊符を渡してきた。そして、ひれ伏そうとする女将たちから交換に話を聞いてきたと言う。

「昏星の住人は祭さい主しゆに協力して儀式の秘密を守る代わりに、年に何人かずつ、死んだ恋人や家族を甦よみがえらせてもらってたそうだよ」

「その『何人か』はどうやって決まるんですか」

「希望を出した人間の中から、卜ぼく占せんで選んでたんだって。何をどう占っていたのかは眉まゆ唾つばものだし、住人の間でも、祭主に賄わい賂ろを渡せば選ばれる確率が上がる、なんて噂うわさが絶たえなかったらしいよ」

　蒼刻は眉をひそめた。

　伝説の道士・董とう奉ほう真しん君くんを信しん仰こうする道廟を受け継いでおきながら、黄こう巾きん賊ぞくの妖術にすがりついた程度の爺じいさまだ。祭主らしく卜占だなんだと言っておいて、陰で好き勝手していてもおかしくはない。

「そんなことを何年やってたんですか」

「甦りの儀は、ここ数年。ただ黄巾賊への秘密の協力自体は、もっと昔から行われていたってさー。密輸品や仙薬を格安で得るのと引き換えに、偽にせの公文書を手配したり、国軍の追跡から逃げてきた者をこっそり保護したり」

「それじゃ」

　と言いかけて、はたと口をつぐむ。

　昨年、昏星を訪れたのを最後に行方ゆくえ知れずになったという、万里の友人のことが脳のう裡りに浮かんだのだ。

　案内人だったという彼もやはり、儀式で──？

　言葉を濁にごす蒼刻を流し見て、万里はゆるやかにかぶりを振った。

「気ぃ回さんでいいぜ、少年。覚悟はしてた。俺らの同業者は、だれとも知れぬ盗賊にぶっ殺されて身ぐるみはがされて獣けものの餌えさ、なんてこともめずらしくはないからな。──仇かたきがわかっただけ、マシってもんさ」

　さばけた口く調ちようだが、色いろ眼鏡めがねの向こうの黒い瞳には言い知れぬ凄すごみがある。

（仇か）

　琥こ珀はく色いろの瞳が脳裡をちらつくと、腹の底が焼けただれるような心ここ地ちだった。

　暴れだしたくなる自分を抑えつつ、こちらから煌言に問いかけた。

「抱琴は無事だったんですか」

「何も知らずに、元気そうだったよー。──おねえさんはどこ？　って訊きかれたときは、さしもの僕も言葉に詰まったけど」

「……なんて言ってごまかしたんですか」

「実家にいるお兄さんが具合悪くなったっていう手紙があったから、帰ったよって」

「…………」

　湯の入った椀わんを手にした状態で、蒼刻は動きを止める。玄げん静せい心しんのことを忘れていたとは自分も相当おめでたい。

　異母妹いもうとが黄巾賊に連れ去られたと知ったら、静心は激怒した勢いで龍に変身して火でも噴きかねない。主おもには黄巾賊を、次に蒼刻を狙ねらい撃うちにして。どんな罵ば声せいを浴あびせられることか、想像しただけで重度の胃痛持ちになれそうだ。

（問題が山積みだな……）

　黄巾賊に殴り倒されたことで落ちこんでいる暇もない。

　焚火で焼いて岩がん塩えんをふりかけた川魚と芋に遠えん慮りよなくかじりつき、失った体力を取り戻しながら、道廟で別れた後のことも聞いてみた。

「君のほうに張ちよう宝ほうと張ちよう梁りようが集中してたから、こっちの敵は殭屍キヨンシーと、祭主さまを殺したよそ者だと誤解して追っかけてくる人たちだけだったよ」

「殭屍キヨンシーは俺のほうにも出ましたが」

　そこで蒼刻は、隣の席でずっと黙って聞き手になっている花守を見やった。

「花守のおっさん。あんたは城市にいて大丈夫だったのか？」

「殭屍キヨンシーとやらには少し驚いたが、これで撃退した」

　常に携たずさえている棒を掲かかげられて、納なつ得とくする。敵との間に距離をとれて、なおかつ振り回しやすい武器は頼もしい。

　やっぱり遣つかい手てだったのかと、花守のいかつい手をまじまじと見る。

「若い頃は、このあたりの自警組織に参加していたのでね。槍やりは心得がある」

「なるほど」

　国軍が『双そう璧へき』と呼ばれる二人によって立て直される前──今のように戦いの専門家の集団になるまでは、軍では領民に武器を持たせて兵士にするのが常識だった。

　しかしそれだと種まきや収穫といった農業が忙しい季節には兵がなかなか集まらず、おまけに脱走兵が後を絶たないという士気の低さに、しじゅう悩まされていたのだ。

「本当に護まもりたかったものは、護れずに終わったがね」

「…………」

　自じ嘲ちようとともに花守がずらした視線は、焚火でも迷まい子ごの蝶ちようでも風に揺れる草でもなく、もっと遠くを見ている。

　また、初恋の女性のことを思い出しているのだ。

　蒼刻はふと眉をひそめた。

（って来将軍──『彼らがいなかったら』って言ったよな）

　複数形。だれかまだ、新たに来た人間がいたのか？　と今さら思い至いたったときだ。

「……もう起きられるようになったのか、蒼刻」

　驚いたふうな声が、足音とともに近づいてきた。
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　聞き覚えのある声に振り返り、煌こう言げんが「彼ら」と言ったのを納得する。

　蒼そう刻こくはもう一人の人物に向き直ると、膝ひざをつき、頭こうべを垂たれた。ある意味では、こちらのほうが驚いた。

「……そう畏かしこまるな。病やみ上がりなのだろう？」

「ではお言葉に甘えて。──呂りよ将軍は、いつからこちらに？」

「夜明け頃に到着して……昏こん星せいの惨さん状じようを、ひととおり把は握あくしたばかりだ。我が軍の半分は、まだここまで追いついてきていない」

「追いついてるほうの半分はどこに」

「昏星だ」

　護ご花か七しち将しよう軍ぐんの中でも最強と名高い男は、そうとは思えぬ平へい坦たんな口調で答えた。

　あの城市は殭屍キヨンシーの騒ぎに加え、祭主をはじめ道廟関係者が壊かい滅めつ状態だ。一時的に国軍の管理下に置かれたのは、妥だ当とうだ。

「にゃあ」「みゃあ」「にゃあ」

　腰を下ろした不ふ幻げんは、肩や腕と背中に合計三匹もの猫をくっつけていた。

　また拾ってきたのか、というあきれ顔を蒼刻がしてしまったせいか、不幻は腰を下ろしながら、やや言い訳じみた口調になる。

「昏星の騒ぎの中で、混乱してる住人に踏ふみ殺されそうだったのを助けたら、なつかれてしまったのだ」

「これで何匹目ですか」

「……記憶にないが、四桁けた目めかもしれない」

「猫だけで一個師団でも作る気ですか」

　普通に妙みよう齢れいの女性にもてそうなのに、いつも小動物にばかり囲まれている護花七将軍さまは、決まり悪げに頰ほおをかいた。

　酒を勧すすめられ、吞のまなきゃやってられない気分だった蒼刻は手を伸ばしかけるが、杯さかずきを受ける寸前で邪魔が入った。万ばん里りは「やめれって。まだ傷ふさがってないだろ？」とか言いながら横から杯を奪い、自分で美う味まそうに飲み干してしまう。憎らしいほど愉たのしげに。

「いい酒だねえ。五ご臓ぞう六ろつ腑ぷに染みわたる」

「おいこら」

「大昔の武将じゃあるまいし、酒飲みながらけがを治す、なんて無茶はすんなよ少年」

「ったく」

　情報屋を軽くこづき、蒼刻は気を取り直した。

「呂将軍。軍団と一緒に来たと仰おつしやってましたよね」

「……煌言から、昏星がおかしいという連絡を受けていたので、私だけは早めに来てみたのだ。結局、君たちの危機には間に合わなかったが」

「呂将軍が、軍勢とともに行動しておられるということは」

「……おおむね君の想像どおりだ」

　黄こう巾きん賊ぞくとの戦いの準備が始まった、ということか。

　それ自体は以前から、国軍を統率する『双璧』──元げん帥すいと軍師の二人に聞かされていたので、驚きはしても意外ではない。

　黄巾賊とは妖賊、つまり宗教色のある賊ぞく徒とだが、近年は過激さを増している。さすがに一宗派の暴走というには目に余る事態が増えたため、皇こう宮きゆうおよび国軍は速すみやかに黄巾賊討とう伐ばつに本腰を入れることにしたのだ。

　旧体制とは違い今の国軍は、一いつ騎き当とう千せんの精鋭ばかりを集めて戦闘の専門家集団を育てることに熱心だ。旧体制の軍は、雲隠れが得意な黄巾賊には翻ほん弄ろうされてばかりだったが、今回はそうはいかないだろう。

　朧ろう月げつをかどわかされてさえいなければ、蒼刻も不幻たちの下で、戦端が開かれるまで大人おとなしく傷を癒いやしていたはずだ。

（あいつがいれば──絶対安静でも、別にかまわなかったんだが）

　気を抜くとすぐに、思考がそちらに引き戻されてしまう。

　膝ひざ枕まくらをしろとは言わない。黙だまって口づけくらいされておけとも言わない。

　手の届く距離で、あの情なさけない笑顔でたたずんでいてくれるだけで、不思議なほど自分は満たされるのだ。

（絶対に取り返す）

　……本人はいたって大まじめに脳内で思考を展開させているのだが、その実ただの惚のろ気けに過ぎない。だが黙って考えこんでいるせいで、傍はた目めには真剣に策を検討する若き武官にしか見えないのが幸いだった。

「──で。俺らはこれからどうなっちゃうのかね？」

　沈黙を破ったのは、万里だ。

　怖いもの知らずな情報屋も、国軍の頂点に近い武官が三人もいるこの空間には、圧迫感を感じるらしい。いつになく眉まゆ尻じりが下がり、謙けん虚きよそうな物腰をしている。

　包帯の巻かれた腹部を無意識にまさぐりながら、蒼刻は言った。

「あいつが張ちよう宝ほうに連れて行かれたのなら、俺のすることはひとつだ」

「ふむ」

「桃ももまんを持って迎えにいく」

　万里が噴き出し、蒼刻に渡そうとした竹筒を取り落しかけた。水が少しこぼれる。

　いや、万里だけではなかった。焚火を囲む蒼刻以外の全員がむせていた。

　蒼刻は心外そうに眉をひそめた。
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　皆がまともにしゃべれるようになるまで時間がかかった。

「俺は冗じよう談だんを言ったつもりはないんですが」

「本気だから余計にたちが悪いってこともあるんだよー……？」

「……蒼そう刻こく。君の相方はけがでまだ寝てるのだから、ボケはほどほどに」

「相方ってだれですか呂りよ将軍。まさか張ちようさんのことですか、というか俺はボケたつもりはありません」

　煌こう言げんがめずらしく本気で困ったような顔をするし、不ふ幻げんには真顔でよくわからない注意をされるしで、蒼刻はなんとも言えない気分になった。

　さらに万ばん里りが、まるで反抗期の息むす子こを扱いかねる母親のように、気遣いをこってりと盛りこんだ口調で、諭さとすように言いだした。

「俺も、少年に冗談を言える余裕ができたのはうれしいけどさ。それって現実味ないんじゃね？」

「俺は真剣だっつってんだろ。現実でやる気満々の人間に向かってちょっと失礼だぞ」

「でもよ少年、残ざん酷こくなこと言うようだが、どこに連れて行かれたのかもわからないんだろ？」

「わかる」

　気がする。とは続けなかった。

　本当はとても根こん拠きよの弱い反論だったのだが、ここで強きよう弁べんしておかないと押しとどめられてしまいそうだから。

　万里たちは、そんなまさかという半信半疑の顔になった。

　煌言だけは、もしやという表か情おになった。

「その右目に、何か変化があったのかい？　蒼刻くん」

「うまくは言えないですけど──感じるんです」

　蒼刻の、左目とは色の違う右目は、以前、張ちよう宝ほうにかけられた死の呪じゆ詛その後こう遺い症しようだ。

　煌言のおかげで呪詛は解とけたが、今でも右目は新月の夜のように黒く、そして幽ゆう鬼きの声がときどき聞こえる妙な体質になっている。

　それが目覚めて以来、今までにない疼うずき方をしているのだ。

「たぶん、張宝の野郎の力にでも反応してるんじゃないかと思います」

「でも、その感覚頼りに探すってのも心こころ許もとなくね？」

　困ったことに万里がいいツッコミをしてくる。

　不幻がぽつりと言う。

「……じきに、我らが国軍の『双璧』も到着する。予定よりも早いが、黄こう巾きん賊ぞくとの戦端を開くことになると思う」

　霧に煙けむる森を思わせる緑の瞳に、母親に捨てられた仔こ犬いぬを憐あわれむような色が浮かぶ。

　護ご花か七しち将しよう軍ぐんでは最強と謳うたわれる不幻だが、その心根は、もしかしなくても一番やさしいのではないかと思う。

「蒼刻。……君のけがでは、まともに戦うのは無理だ。黒こく烏う州の姫のことは私たちに──」

「うちのくそったれな兄貴には、この程度で戦えなくなるようなヤワな修行はさせられてませんよ」

　無礼とは知りつつも、蒼刻は素直に敬愛している将軍の言葉をさえぎった。

　不幻の声が重苦しさを増す。

「……独断で動けば、護花七将軍への昇進がフイになる可能性もある」

「俺は『絶対に護る』と約束してあいつを連れ出し、あちこちを引きずり回して利用してたんです。──飼かい主の責任ひとつ果たせない男が、万民を護る護花七将軍になんてなれるはずがない。少なくとも俺はそう思います」

　自分の考えが絶対に正しい、とは言わないし言えない。

　だが──

「目の前で、一番大事なものを奪われたんです。それ以上に怖いことなんかない」

　頑かたくなに言い張って立ち上がる蒼刻を、不幻は途と方ほうに暮れたように見ている。

　そこに、拍はく手しゆが響いた。万里だった。

　目が合うと、万里は覚悟を決めた者特有の落ち着いた笑みを浮かべていた。

「その答え、気に入ったぜ。俺は少年に全面的に協力しよう」

「報ほう酬しゆうも身の安全も約束できないぞ」

「構かまわんよ。同じ、恋する男としての同情だ、劉りゆう蒼刻どの」

「何なんだそりゃ」

　普段のように憎にくまれ口を叩き返しても、照れくささは残る。万里に「少年」ではなく、初めてまともに名前を呼ばれた気がした。

　と。

「すまない。ひとつ、よいだろうか」

　国軍関係者と彼らに協力している情報屋の会話には入っていけず、空気のように黙っていた花はな守もりが、遠慮がちに口を挟んだ。

「君の本当の名は、劉蒼刻というのか」

「あ？　──ああ、そっか。あんたには偽ぎ名めいしか名乗ってなかったな」

　青せい嵐らんと名乗って、朧ろう月げつと新婚夫婦のふりをしていたのだ。

　蒼刻が改めて名乗り直し、三大家の劉家だと明かすと、花守は「知らずにとはいえ失礼な発言を」と慇いん懃ぎんに頭を下げようとしたので、すぐに止めた。父親に近い年代の人に、急に畏かしこまられるのは苦手だ。

「そうか。いや、実は──」

　驚きと困惑の余よ韻いんを残した顔つきで、花守は、そばに置いていた大きな荷袋をごそごそと探りだした。

「おととい道案内をした旅人から、君に渡してくれと頼まれたものがある」

「旅人……？」

　嫌な予感しかしないのは、風ふう来らい坊ぼうの兄の夢なんぞを見たせいか。だがすぐに、あれは正まさ夢ゆめに近いものだったのだと思わされる。

　渡されたのは、ぼろ布が巻かれた細長いものだった。布を取っ払うと、夜のような黒くろ塗ぬりの鞘さやが美しい刀だった。

　ためしに柄つかを握にぎってみると、不思議なほど手にしっくりとなじむ。

　かちりと鯉こい口くちを切れば、溶けない氷から削けずりだしたような、ぞっとするほど美しい刀身が現れる。

　張ちよう梁りように折られた愛刀も決して安物ではないが、あれよりもどこか恐ろしい感じに研とぎ澄すまされていて、造りからは想像できないほど軽い。

（普通の鋼はがねじゃないのか？）

　直感だが、そんな気がした。

　花守が言う。

「昏こん星せいに現れる劉蒼刻という人間に渡してほしい。これが必要な事態になるかもしれないから、と言われたのだ。正直なところ胡う散さんくさい気がしてどうしようかと思ったが、彼はひどく無造作に私を信用してくれているようだし──あの深い青い瞳に見み据すえられると、なぜか無視できなかった」

　たしかに普通は、初対面の人間にこんなことを頼まないし、頼めない。

　新しい刀は、刀剣に詳しくない人間が見ても値打ちものだとわかる、拵こしらえも装飾も美しいものだ。

　花守の物問いたげな視線に、蒼刻はぽりぽりと頰ほおをかいた。

「すまん。そいつはきっと俺の兄だ」

「兄ということは──なんだ、彼もあれでいて劉家の御おん曹ぞう司しなのか」

「……そう見えなくてすまん」

　なんとなく重ねて謝あやまってしまった。自分もたいがい貴族らしくないと言われるが、それ以上なのがあの自由人だ。

　あいかわらず何を考えているのか、何を知っているのかもわからない混こん世せい魔王だが、今回は少しだけ感謝してやってもいいなと思う。

　折れた刀の代わりを調達する時間が、おそらく最高の形で省はぶけた。あの兄はどうしようもないが、蒼刻に向いた刀を選ばせたら三千世界で一番だと思う。

　まあ、次に顔を合わせたら、遠慮なくこの刀でボコボコにさせてもらうし、向こうも受けて立つだろうが。

　腰帯に鞘をつけ、適当にはおるだけにしていた上じよう衣いを着こみ直していると、煌言がはっとした様子で腰を浮かせた。二の腕をつかまれる。

「蒼刻くん、これで勝てるみたいな顔されても困るよ」

「来将軍」

　すやすやと寝てしまった猫三匹を抱えた不幻も、ため息まじりに言う。

「……『双璧』は黄巾賊の根城の見当をつけているが、蒼刻、私は君にはそれを教えられないぞ。軍規違反云うん々ぬん以前に、君は傷口を縫ってから一日も経たっていない負ふ傷しよう者しやだ。戦力には入れられない」

「呂将軍」

　上官二人に苦言を、しかも手の付けられない部下として激げき憤ふんされるのではなく、本気で心配そうに口にされてしまうのは、なかなかつらい。なにしろ、自分が十二かそこらのときから付き合いのある二人だ。

　だが心の天てん秤びんは、あの珍獣が載ったほうに傾いたまま動かない。

　国軍に所属する武官としては失格で、懲ちよう罰ばつものなのは承知の上でも、今は、駆かけつけることしか考えられなかった。

「──構いません。これは俺のわがままですから。自分の力と、後はまあ、この情報屋をこき使ってなんとかします」

「お兄さん善意の協力者なのに、こき使われちゃうのかい。参ったな」

　蒼刻に指さされた万里が、肩をすくめて苦笑いした。

　そこへ。

「──儂わしなら、近道に連れて行ってやれるぞ」

　低い美び声せいが耳を打つ。

　びっくりして振り向いた先は、蒼刻が寝ていたのとは別の天幕。負傷した張さんの休息に使われていたものだ。

　肩から腹にかけて包帯を巻いた姿で現れた白虎に、蒼刻は怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「張さん……？　あんた何言って──」

「あの兄弟に妖術をかけられたようでな。堰せきを切ったように思い出したのだよ。──この白虎の身を得る前のことを、な」

　どこか自嘲ぎみにつぶやいて、白虎の大きな頭が上がる。対照的に、心配そうにそばに侍はべる星せい彩さいは伏し目がちだ。

　張さんの視線が、戸惑う生者たちをさっと薙なぐ。

　日頃は叡えい智ちと茶目っ気にあふれる、その薄青い瞳には、暗く沈んだ危うい光がたたえられていた。

「儂の名は、張燕えん博はく。黄巾賊においては張ちよう燕えんとも呼ばれていた──幹部の一人じゃ」
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　小さい頃に戻って、母にあやされながら午睡ひるねをするという夢を見ていた。

　夢の中でも心地よいまどろみに身をゆだねていたから、揺り起こされたのに不満を感じてしまう。もう少しだけ、母の膝の上にいたかったのに。

「起きろ、朧ろう月げつ」

「……へ？」

　蒼そう刻こくの声だ、と思ったときには、ぱっちりと目を開けていた。朧月がはまりこんで眠っていた衣い裳しよう櫃びつの蓋ふたをぐいっと開けて、蒼刻が「早く出てこい」とうながす。

　朧月が仕方なく外に出て、いずまいを正すと、蒼刻は重々しい口調で切り出した。

「実は俺は、おまえの実の兄なんだ」

「……………………はい？」

　衝撃的を通り越して突とつ飛ぴすぎて、すぐには内容が頭に入ってこない。

　蒼刻さんが──わたしの、兄？

　朧月は頰を引きつらせた。

「ま、またご冗談を……わたしは先代黒こく烏う州刺し史しの娘で、三大家の劉りゆう家の方とお付き合いするのは、十五年生きてきても蒼刻さんが初めてだったんですよ？」

「だが事実だ。私も驚いた」

「──兄さま!?」

　いつのまにか朧月の反対隣には、異い母ぼ兄けい・静せい心しんが現れていた。あまり表情に変化のない兄だが、今はこめかみを引きつらせている。蒼刻と縁続きというのが、よほど不本意なのだろう。

　そんな静心をまるで無視して蒼刻が妙に堂々と言った。

「今日からは俺のことも兄と呼べ。静心のことを呼ぶよりも可か愛わいくな」

「可愛く……？」

　無茶ぶりというか、普通にどうすればいいかがわからない。ついでに言わせてもらえば意味もわからない。

「貴き殿でんはどこまで厚かましいのだ」

「もう俺は、あんたと同じ立場だ。あんたに遠慮する理由がない」

　静心の怒気をさらりと受け流し、蒼刻は至って大まじめに語る。

「そうだな、今日は『お兄さま』と呼べ。明日は『兄上さま』、明後日あさつては『お兄ちゃん』、その次は『にーに』だ。いろいろな呼び方の中から、俺が一番ときめいたのを採用する」

「な、なんですかその妙な特訓みたいなのは……」

「特訓に決まってるだろう！　さあ呼べ、蒼刻お兄さまと！」

「ええええええ」

「──そうなると私は、義理の兄が一気に二人も増えてしまうことになるかな？」

　ひょっこり顔を出したのは、なんとこの神しん華か国の太たい子し殿でん下か、天てん祥しようだ。澄んだ金髪に縁ふちどられた美び貌ぼうに、甘い微笑みが浮かぶ。

「蒼刻とは兄妹きようだいなんだよね？　じゃ、君は私の後宮においで。可愛がってあげるから」

「な……内容が、『じゃ』でつながってるようでつながってませんよ!?」

　朧月はたまらず叫ぶ。

　天祥は、無邪気に小首をかしげた。
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「一人じゃ寂さびしい？　なら蒼刻も一緒に入ってもらおうか」

「……たまには、わたしの話をまともに聞いていただけないでしょうか……」

「仕方ない。妹が心配だから俺も後宮に行きます」

「蒼刻さんまで何を!?」

　叫んだが、聞く耳を持ってくれる者はこの場にはいなかった。静心に「粗そ相そうをせぬようにな」と送り出され、皇宮できらきらの衣裳で飾り立てられた朧月は、天祥の可愛がっているパンダともみくちゃになりながら後宮に放りこまれ──







「……ひぃやああああああ──……あ？」

　とてつもなく間抜けな悲鳴を上げながら、朧月はものすごい勢いで飛び起きた。

　周囲は夜明け前のように薄暗い。四方を帳とばりで囲まれた寝台の中だと、遅れて気づく。

（ゆ、夢……？）

　両手を妙なかっこうで上げたまま、しばし固まり、それからゆっくりと膝の上までてのひらを下ろす。

　背骨がばらばらになりそうなほど、深いため息がもれた。

　実にとんでもない展開の夢だった。何がどう混ざったらああなるのか、自分で自分の夢がわからない。寝ていたはずなのに死ぬほど疲れた。

（わたしは蒼刻さんや天祥さまを、一体なんだと思って……ん？）

　そこで違和感に気づき、動きを止める。

（あれ？　というかわたしは、いつ寝たの？　だってたしか昏こん星せいの城市で、道どう廟びように乗りこんでいって──）

　寝ぼけた状態からじわりと脱し、奇妙な焦しよう燥そうにかられながら記憶を探さぐっていたときだ。




「──なかなか愉ゆ快かいな夢を見ていたようだな？　冥めい界かい公主」




　わずかに掠かすれた声が耳に忍びこんだので、一気に覚醒した。

　ひッ、と怯おびえた悲鳴をもらして振り返れば、黒髪の陰で光る琥珀色の瞳とかち合う。

　いつかの夜と同じように、忽こつ然ぜんと現れた張ちよう宝ほうが、寝台の端に腰を下ろしていた。

「う……あ──」

　その瞬間、朧月はすべてを思い出した。冷たい泥のような戦せん慄りつが肌はだをおおう。

「蒼刻さんは……!?」

「我が身のことよりも、まずそれか」

　張宝はくくっと喉のどを鳴らした。嘲あざけるのとあきれるのが半々、といった雰ふん囲い気きだ。

「張ちよう梁りようが、殺したくない様子だったのでな。そうさせてやった」

「え……」

　意外な答えに、朧月は言葉を失った。

　あの無感覚に人を殺せるという凶きよう手しゆが、あんな騙だまし討ちをした上に蒼刻を容赦なく叩きのめした男が──殺したくない？

（どういう……こと？）

　ただ、蒼刻が彼らの手にかかっていなかったのは救いだ。

　どういった気まぐれかは知らないが、張宝は噓はついていないように思われた。

　おぞましい想像になるが、本当は殺したなら殺したとはっきり告げ、さらにどのように殺害したのかを不要なまでに事細かく伝えて、朧月の絶望を吟ぎん味みするほうが、この道士には似合っている。

（蒼刻さん……）

　それから自分の身体を見下ろすと、負傷した蒼刻を抱きしめて血やら砂すな埃ぼこりやらで大変なことになったはずの上衣は、どういった仕掛けなのか元どおりきれいになっていた。が、それ以外に着衣に乱れはない。

　わずかに安あん堵どする。今の緊張感と比べれば、焼け石に水だけれど。

　張宝が目を細めた。

「我らの根城にようこそ、冥界公主。居心地はいかがかな？」

「ね、……根城？」

　黄こう巾きん賊ぞくの根城。その響きだけで意識が遠のきかけた。

「魔ま鬼き城じようという」

「魔と鬼が棲すむ城──とでも？」

「そのあたりは、好きに思い描けばよい」

　張宝はゆっくりと腰を上げると、幾いく重えにもなった帳を押し開いた。

　こわごわ寝台から眺めわたした室内は、そこいらの素そ封ほう家かの邸やしきよりも瀟しよう洒しやに整えられていた。少なくとも朧月の故郷である黒烏州の邸よりは調度品が上等で、なんとなく複雑な心地になる。

（というか──ここは、どこ？　神華国なの？）

　神華国の北部では必需品である、炕かんという暖房器具が設置されていた。厨ちゆう房ぼうなどで生じた熱い煙を通す管くだが壁にある。今は稼か働どうしていないようだが、昏星よりも肌寒い地方に連れてこられたことが、それでわかった

　梅の花をかたどる格こう子し窓まどのほうを見るが、外の景色はうかがえない。

　昼間らしく陽光は降りそそいでいるのに、窓のすぐ外が霧のように煙っているせいだ。

（少なくとも、黒烏州ではなさそう……？）

　愕がく然ぜんとする。

　気を失っている間に、自分はどこまで連れてこられたのか。

　昏星での夜から何日が経ったのかすらわからない状態が、不安に拍はく車しやをかける。

「──わたしを……どうするつもりなの？」

「いろいろとな。愛めでたおしたくもあるが」

　あいまいな返事には、朧月の動揺ぶりをまだ愉しんでいたいという、ある意味ではこの男らしい含みが透けて見える。だが今は、それに反発する気力さえ湧わかない。

「しばらくは、ここで休んでおれ」

「…………」

「双界の瞳の持ち主とはいえ、汝は非力で弱々しい小娘に過ぎぬ。あのような騒動に巻きこまれた後では、まだ疲れが抜けきっていないであろう？」

　表面上はやさしげにも聞こえる言葉を最後に、張宝の姿は煙のようにかき消える。

　だが、舌なめずりするような暗い眼光を向けられた朧月は、張宝の姿が見えなくなった後もしばらく凍りついていた。
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　耳が痛いほどの静けさにしばらく包まれていた。

　やがて腰から下の骨がすべてなくなってしまったかのように、朧ろう月げつは寝台から毛足の長い絨じゆう毯たんの敷かれた床ゆかの上へと、ぐにゃりとへたりこんだ。

　耳の中でうるさいほどに激しく血が脈打っていて、こめかみに亀き裂れつが入ったかのような頭痛がした。

　たしかにまだ疲労は身体を蝕むしばんでおり、だがそのおかげで、気を喪っていたのはそう長い時間ではないのだと見当がつく。

　とすればここは、思ったほど昏こん星せいからは遠くない場所なのだろうか。

（蒼そう刻こくさん……手当してもらえたのかな）

　とりあえずはけがもない自分よりも、悲惨な別れ方をした青年のことで胸の奥が重たくなる。

　身体のあちこちに傷を負って、自分の腕の中でぐったりとしていた青年武官の姿は、血や砂の感触とともに生なま々なましく思い出せる。

　あのまま放置されていたら──と思うと、不安が悪お寒かんとなって全身をおおう。

　だがここで凍りついてしまったら、それこそ嫌な結果を招いてしまいそうな気がした。

　唇くちびるを嚙かみ、何度か首を振る。

（張ちようさんや星せい彩さい、来らい将軍、それに情報屋さんだってあの城市にいたのだから、きっと大丈夫。助けてくれたはず。……絶対に、大丈夫）

　わたしみたいな足手まといがそばにいなくても蒼刻は絶対に助かるはずだと、前向きなのか後ろ向きなのかわからぬことを自分に言い聞かせる。

　しかも、最大の懸け念ねんはもっと別のことだ。

（……蒼刻さんは、わたしを助けに来てくれてしまうはず）

　甘えや傲ごう慢まんな思い上がりで、そう思っているのではない。

　蒼刻はちょっと口は悪いがまじめな武官で、面倒見がよくて、やさしい人だ。見ず知らずの子供を助けるために我が身を投げ出し、そのせいで傷ついても、愚ぐ痴ちさえ言わずに戦いつづけるほどに。

　ならば、彼が朧月を助けに来るのは、太陽が東から昇るのと同じくらい必然的なことではないかと思う。張ちよう宝ほうたち兄弟に卑ひ怯きような真似で深手を負わされ、愛刀を折られたことだって、彼の沽こ券けんに係わることだ。

　だから、たとえ朧月が迷惑をかけたくないと思っていても──絶対に無理はしないでほしいとここで願っていても、蒼刻はきっと彼女を放置できない。

　彼はそういう人だ。

　今までずっと一緒にいたのは、幸せだけれど、時として苦しいことなのだと気づかされる。

　泣きだしそうな自分を宥なだめ、朧月は唇を震ふるわせた。胸元を指で探り、蒼刻にもらった九きゆう華か石せきの首飾りに触れる。

「……だからわたしは、ちゃんと蒼刻さんに助けられないと」

　小さいながらも声に出したのは、何かあればすぐに心が折れてしまいそうな自分自身を奮ふるい立たせるため。

　たしかに自分は引きこもりだが、こんなところに監禁されて喜ぶほど、被ひ虐ぎやく的てきな引きこもりではない。

　引きこもるなら、自分の好きな場所でないと意味がない。引きこもり生活とはある意味では最高のわがままなのだ。

（兄さまが待ってる、黒こく烏う州の邸に帰るんだ）

　──正しく引きこもるために。

　もしここに蒼刻がいれば「いやその理り屈くつはおかしい」とでも即座につっこんでいたはずだが、朧月一人では残念な思考に歯止めがかからない。

　蒼刻にきちんと助けられて、故郷でちゃんと引きこもろう。

　そんな限りなく後ろ向きで前向きな決意を固めて、朧月はゆっくりと立ち上がった。
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　何をすればいいのかもわからないが、ここでじっとして嘆なげき悲しむのは、張ちよう宝ほうを愉しませて、いたぶられる材料を増やすだけのような気がする。それは嫌だった。昏こん星せいでもさんざん弄もてあそばれたのに。

　まずは上衣の隠しを探ってみたが、煌言にもらった手鏡はやはりなかった。

　あれば連絡がとれたかもしれないけれど、さすがに勘かんづかれたのか。無念。

　仕方がないので手始めに、朧ろう月げつは部屋の中を調べてみることにした。日常に近いことをして、心を落ち着かせる目的もある。

　朧月を閉じこめるために適当に用意した部屋だとか客室──根城に客室？　という点は考えずにおいて──のようには見えない。もともと、だれかが普通に暮らしていた部屋のような雰囲気があった。

　その筆頭が、壁の三面を埋め尽くす書棚だ。いろいろな作りの書物が詰まっている。

　歴史書から物語本、薬香草の一覧、武術や医術の専門書まで様々だ。

　この蔵書の持ち主は、幅広い分野に興味を持った知識人らしい。

「……押し花？」

　書棚から数冊の本をつまみ出してみると、そのうちの一つ──紐ひもで綴とじられる頁ページ数の限界に挑戦したかのような分厚い書物の真ん中に、きれいにぺしゃんこになった薄うす紅べに色いろの花を挟んだ紙があった。

　撫なでし子こだ。

　一番の友達である幽鬼を思い出す色合いに、和なごむような、寂しくなるような。

　そういえばと首をめぐらせれば、窓際の白い花か瓶びんには水はなく、咲いた形を残して乾燥させた花が飾られていた。

（花が好きな人だったのかしら）

　花をこんなふうに大事に取っておくなんて。

　あちこち探してみたが、これといって脱出に役立ちそうなものはない。まあ、あの張宝たちが縄なわだの刃物だのといった都つ合ごうのいい道具を忘れておいてくれるなんて期待は、微み塵じんもしていなかったが。

　次ついで、山や羊ぎの乳ちちのような濃い霧のせいで景色すら見えない格子窓に、額をくっつけてみる。

（ここは、三階くらい……？）

　どこか琥珀色がかっても見える霧が立ちこめる真下へと目を凝こらせば、少し遠いが地面の色があるのがわかった。

　窓は開かないし、開いたとしても飛び降りるのは無理だろう。運動神経に恵まれていないどころの騒ぎではない自分では、下へ手たすれば自殺行為だ。

（かといって、扉は──）

「……あれ？」

　重たげな黒の扉に手をかけてみた朧月は、思わず間抜けな声をもらした。意外なことに、鍵はかけられていなかったのだ。おそるおそる廊ろうをうかがったが、見張りらしき人影は、ここから見渡せる範囲にはなかった。

（逃げられるはずがない、とでも思われているのかな）

　または朧月ごときが逃げ出したところで、すぐに捕まえ直す自信があるのか。

　……運動神経が壊滅的だという自覚はあっても、愉快な話ではない。

　どちらにせよ、幽閉されたままではないのは救いに思われた。

　廊下に出ると、ひんやりとした空気に包まれた。

（幽鬼だ）

　昏星には幽鬼がまるでいなかったので、あちこちの暗がりに半なかば透ける男女の姿がある光景が、妙になつかしい。普通の人とは違い、朧月にとっては視界のあちこちに幽鬼の姿がちらつくのが日常であり当然なのだ。

　だが、人見知りなので勇気を振り絞って声をかけてみても、幽鬼たちははだれも反応してくれなかった。皆、ぼんやりとたたずんでいる。

　揺らめき立つ半ば透けた姿は、若い男女が大半だ。たまに四十路くらいの人もいるが、少なくとも老人や子供はいない。

　──これは、黄こう巾きん賊ぞくに所属する人々だったりするのか。

　気になるが、だれも返事をしてくれない。

　首飾りにすがるように指を絡めながら、

（星せい彩さいに逢いたいな）

　あの明るくはっきりした声が聞きたいと切に思ったとき、背後に気配を感じた。

　そして。

「ああ……生きている人だわ。楔くさびなのかしら。それとも、枷かせなのかしら」

　次いでだれかの声が、耳に忍びこんできた。

　春に降る細い雨のように、そよ風に溶けて消えてしまいそうな声。女性の声だ。

（これは……）

　本人は独ひとり言ごとのつもりらしいのが、ひそやかな口調でわかる。朧月は身構えた。

「わたしの声が、あの子に聞こえていればいいのに……。この身はままならないわ」

　朧月は慎重に視線をめぐらせた。

　自分にこの手の声が聞こえたときは、たいてい──

（やっぱり）

　予想どおり、朧月の右斜め後ろあたりに、半ば透ける姿が浮かび上がっていた。

　薄紅色の被衣かずきを頭からかぶった、女性の幽鬼だ。

　被衣からこぼれた長い黒髪が、華きや奢しやな身体に力なくまとわりついている。

　簡素な白の衣裳をまとっており、腰の細さを知らしめるような鮮せん烈れつな紅色の帯が目を惹ひいた。

（この人は、普通に話せるのか）

　なぜだろうとは思ったが、少なくとも怖くはない。

　朧月は思い切って身体ごと、女性へと向き直ってみた。

　静かに目が合う。朧月のそれよりもやや淡あわいが、翡ひ翠すいを思わせる色合いの瞳と。

　女性は、びっくりしたように目をみはった。

「あなた……わたしが見えるの？」

「あ、はい。見えますし、声もちゃんと聞こえ──」

　うなずき、双界の瞳のことを説明しようとしたところで気づく。

　黒髪が揺れて見え隠れした、彼女の初雪のように白い頰には、燃え盛さかる焰ほのおを映したような紅あかい痣あざがあった。

　──花守の忘れられぬ恋人と、同じ特徴。
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　この人は、まさか。朧月は思わず前のめりになった。

「あの……あなたの名は、レイサンというのではありませんか？」

「え」

　確信を持って訊たずねてみると、女性の幽鬼はつかのま言葉を失い、固まった。夜にだけ咲く儚はかない花のように美しい顔が、つかのま表情をなくす。

　ずっと記憶をなくしたまま闇夜を彷徨さまよっていて、朧月の言葉でそれが自分の名だと思い出したかのようだ。

　やがて、椿つばきのように紅く、濡れたように艶つやめいた唇がかすかに震える。

　彼女は、今にも泣きだしそうな顔でささやいた。

「そう。わたしの名は──霊れい珊さん」
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　──『自慢ではないが、私の初恋の人はとても美しい女性だったよ』

　霊れい珊さんは、花はな守もりが少しはにかみながら語っていたとおりの佳か人じんだった。

　そして、可か哀わい想そうなくらい寂さびしげな目をしていた。

「子し龍りゆうは……生きてるの？」

「はい。生きてます」

　子龍というのが、花守の名だったのか。朧ろう月げつがうなずいたのを見ただけで、霊珊は切れ長の美しい瞳からぽろりと涙をこぼした。

　両手でそっと胸元を押さえ、感じ入ったように深い呼吸をゆるやかに繰り返す。

　心が張り裂けて号ごう泣きゆうしてしまいそうだから、懸けん命めいに自分をなだめている。そんなけなげな仕草だった。

　やがて、ほとんど聞こえないくらいの小さな声で言う。

「……元気なの？」

「はい」

　朧月はうなずいた。

「あなたの育てていた龍りゆう爪そう花かの園を守りながら、あなたのことを忘れずに──今も、独ひとりで昏こん星せいの街のそばに住んでいます」

　ふれただけで砕くだけてしまいそうな霊珊の悲ひ哀あいに満ちた瞳に、朧月までつられて、声が涙にのみこまれそうになる。

　恋人の現在の状況を聞くと、霊珊は泣き笑いの表情になった。

「結婚もしていないの？　……もう。まじめすぎるんだから。わたしのことなんて、忘れてくれてよかったのに」

「…………」

「あの人の名はね、王おう子龍というの。かっこいい名前でしょう？」

　霊珊は、まるで信しん仰こうする神様の名前でも口にするかのような一いち途ずさでそう言った。

　惚のろ気けに近い言葉に、朧月は蒼そう刻こくを思い出して胸の疼うずく想いをする。蒼刻さんだってかっこいい名前だ、と心の中でつぶやいて、自分の心を温めてみた。

「すてきなおじさまになってる？」

「知的で、親切な方です。お髭ひげがよくお似合いで」

「やっぱり……。見たかったわ。あの人ってば彫ほりが深くて性格も落ち着いているから、若い頃は歳としよりも老ふけて見られるのが悩みだったのよ。わたしは渋しぶい人のほうが好みよ、ってよく言ってたの」

　最初は、現世を彷徨さまようことにも飽あき飽きしたといった感じの空くう虚きよで灰色の空気が、彼女を取り巻いているように見えた。

　だが恋人のことを語る彼女は、当初の印象よりもずっとあどけなく見える。おそらく朧月と五歳も違わない年頃だろう。

　その年頃で死んだのか？　という生なま々なましい質問は、さすがにできそうにない。

「でも」

　ふと、霊珊の声が沈む。翡翠色の瞳が哀かなしげに翳かげった。

「わたしがしてしまったことを、子龍は許してくれていないでしょうね……」

　朧月もはっとした。

　──そうだ。

　惚気めいた話で忘れかけていたけれど、この佳人と花守・子龍の別れは、凄せい惨さんなものだったのだ。とはいってもこの儚はかなげな佳人が、住んでいた村の人たちをすべて死に追いやったとはとても信じられない。

「許す許さない以前に、あなたがなぜ村の人たちを……ええと……ああなって」

「──わたしがいけないの」

　暗い目。

　無意識にか痣あざのある頰ほおを隠す手が、凍こごえたように震ふるえている。

「わたしはこの痣だから、子龍がいないところでは結構嫌いやがらせをされていてね。でも子龍はいつもわたしに味方してくれたから、別に構かまわなかったのだけれど──いえ、そんなだからいけなかったのね」

「花守──子龍さんのことで、何か……？」

「ええ。子龍は、今でも誠実でかっこいいでしょう？　村の人たちと距離を置いてたわたしは気づけなかったのだけれど……村長の娘さんが、彼のことを好きだったらしくて」

　悲劇の起こった、その日──

　村むら外はずれにある、龍爪花という薬になる花の園を手入れしていた霊珊に、見慣れぬ男の集団が声をかけてきた。

　昏星の住人だが狩かりがしたいので、金を払うから近くの森の道案内をしてほしいということだったが、霊珊は本能的に「これはまずい」と察したそうだ。わざわざ自分のような外れ者に依頼をすること自体が不自然だし、一部の男たちの目の底には、すでに獣じゆう欲よくの火がちらついていたのだ。

　必死で固こ辞じしようとしたが、異常にしつこく迫せまられた。

　取り囲まれそうになったので、霊珊はやむなく村の近くにある森に逃げこんだ。

　子龍以外の村人からは忌いみ女めや凶きよう女じよとして迫はく害がいされているから、村人には救いの手など望めなかったのだ。

　──『逃がすんじゃねえぞ！』

　──『最悪殺してもいいが、事故に見える殺し方にしろよ。でないと……』

　霊珊を追いこみながら彼らがぽろりと口からこぼしたのが、村長の娘の名だった。

　見つけた洞どう穴けつにひそんで男たちの交かわす言葉を聞いていると、村長の娘に小遣いをもらって、霊珊の身を穢けがそうとしたらしい。まったく振り向いてくれない子龍への怒りが、霊珊に飛び火したようだ。

　──思いどおりにされてたまるか。

　そんな身勝手な嫉しつ妬との犠ぎ牲せいになんてなりたくない。肉ま刺めができてずきずきと痛む足を抱えて怯おびえながらも、霊珊は固く決意した。

　程なくして隠れていた場所を気け取どられ、再び森の中をあてどもなく逃げ回るという絶望的な状況を強しいられた霊珊は、ふと木々の向こうにそれを見つけた。

　焚たき火びの煙。

　人がいると思って駆かけつけると、そこには旅装の男がたたずんでいた。

　騒ぎをずっと聞いていたのか、彼は何もかもを見透かしたような目で「助けてあげようか、お嬢じようさん」と言った。

「代だい償しようは、君に危害を加えようとした村の方からいただく。君は何もしなくていい。──普段なら、そんな胡う散さんくさい言葉は絶対に信じたりしなかったのにね。わたし、こう見えて疑り深いから。でもそのときのわたしは、もう逃げる体力も底を尽つきかけてて……軽けい率そつにも、うなずいてしまったの」

　霊珊から言げん質ちをとると、男は妖あやしげな術で風や火を巻き起こして盗賊たちを恐きよう慌こう状態に追いこみ、あっさり撃げき退たいした。

　そして。

　──『ついでに、可か哀わい想そうなお嬢さんを虐しいたげた罰ばつを与えてこよう』

　と言い、風のような足どりで村のほうに行ってしまった。呼び止める暇いとまもなかった。

　嫌な予感に駆り立てられるまま、肉ま刺めの潰つぶれた足と疲労で吐き気がしても走りつづけて村に戻ったときには、家々は火に包まれていた。

　霊珊は悲しいというよりも、ほとんど惑乱していた。どうしてこうなったのか、理由も意味もわからない。

　紙かみ屑くずでも燃やすかのように簡単に、妖術で村人をすべて殺した男は、

　──『我われらは使命のために、常に魂こん魄ぱくを求めているのだよ。お嬢さん』

　──『君のような弱者を虐げることは罪だ。罪人の魂魄ならば、刈かるのに毛ほども心は動かぬよ。塵ごみ掃そう除じと同じことだ』

　罪悪感など微み塵じんもない、一途で高潔にさえ見える瞳で、そう語ったそうだ。

　どこかのだれかを連想させる所業に、朧月は息をのむ。

「もしかして──霊珊さんを助ける代わりに、村の人たちを皆殺しにしたのは……」

「そう。……黄こう巾きん賊ぞく」

　ここでも、その名が出てくるのか。怒りを通り越して吐き気すらしてくる。

「張ちよう宝ほうですか。あの、二は十た歳ちくらいで長い黒髪の、一応は美男子なのですが」

「いいえ」

　朧月にとっては意外なことに、霊珊はかぶりを振った。

「張ちよう角かくと名乗る人だったわ。背が高くて、お髭が立派で……あのときですでに、三十歳は過ぎていたと思う」

　──張角。

　その名も聞いたことはある。たしか張宝・張ちよう梁りようの兄であり、黄巾賊の頂点に立つ道士のはずだ。この頃は張宝の所業に隠れて、影が薄いけれど。

（でも当時三十歳くらいなら、今は五十歳くらいになるはずで……だとすると、張宝や張梁とは、すいぶんと歳が離れてるような）

　もちろん世の中には、親子ほど歳の離れた兄弟もめずらしくないのは知っている。

　が、何かが引っかかる。

（ここが根城なら、張角という人もここに……？）

　抱ほう琴きんの件は未み遂すいで済んだからいいようなものの、黄巾賊の悪質な誘いに騙だまされて人生を狂くるわされた人たちは少なくない。

　許しがたい諸悪の根こん源げんがここにいるのかと思うと、義ぎ憤ふんと恐おそれがないまぜになる。

「……でも、わたしのせいだと思ってるの」

　その一人に違いない霊珊は、苦しげな声を落とした。

「わたしは、普段は努つとめて気にしないようにしていたし、子龍にも、あなたがいればいいって言っていたけれど……本当は、わたしを忌み女や凶女と呼んで、悪いことをみんなわたしのせいにする村の人たちが嫌いで、消えてしまえと呪のろうことすらあったから」

　細い声に、自分を憐あわれむ響きはない。ただ、後悔の色で暗く塗り潰されている。

「だから……わたしのせいよ。そんな気持ちが、あの張角という人には通じてしまったんだわ」

　朧月ははっとする。

　──『わたしが呪ったせいで──みんな、死んでしまったの。ごめんなさい……』

　花守が今も記憶している、霊珊の最後の言葉。彼は霊珊が村人を呪い殺したのだと誤解していた。

「……そんなふうに思わないでください」

　朧月は衝動的にかぶりを振っていた。

「霊珊さんは……呪うといっても、頭の中で思っただけですよね？　あなたは実際には何もしてないのだから、そこまで言わなくても……」

　朧月の胸まで痛くなるほど、彼女のやさしさが伝わってくる。時として弱さと紙かみ一ひと重えとなるその心は、黄巾賊にとっては格かつ好こうの餌え食じきだったのか。そう思うと、許せない。

「……ありがとう」

　廊ろうの端にうずくまるようにして顔を伏せていた霊珊は、年下の朧月に慰なぐさめられていることが恥はずかしくなったようだ。

　頰ほおを少し赤らめ、

「ごめんなさいね、さっきからわたしってば、自分のことばかり話して。幽ゆう鬼きになると、なんだかとても自分語りがしたくなってしまうみたいなの」

「わかる気がします」

　朧月はお義理ではなく、これまでの経験からそう言った。

　朧月が出逢った幽鬼たちは、彼女に姿を見たり話を聞いたりしてもらえるのがわかると、とてもよくしゃべったし、おどろおどろしい容姿が、生前そうだったかのようにだんだんと身ぎれいになっていた。

「でも、今のはわたしもずっと気になっていたことですから……」

「あなたのことも教えて。どうしてここに連れてこられたの？」

「あ……はい」

　朧月はうなずき、自分の素す姓じようから説明しだした。

　こうしていると星彩との時間や幽鬼院での毎日を思い出して、心が落ち着いてくる。

「普段は、邸に引きこもりなの？」

　びっくりしたように目を見開くと、霊珊は純粋にうらやましそうに言った。

「そっか、刺し史しの家柄のお姫さまだものね。あまり外に出たらいけないわよね」

「……え」

「わたしも引きこもって暮らしたかったなぁ。こんな顔をさらしてでも、働かないと食べていけなかったのよね」

　まるで悪気のない言葉が突き刺さり、朧月は土ど下げ座ざしたくなる。すみません異母兄あにに甘やかされてここまで育ちました。というか昏星でのことまで大まかに話したのに、そこに喰くいつかれるとは思わなかった。

「霊珊さん──」

「霊珊、でいいわ。わたしはね、普通にお話しできる友達が欲しかったの」

「では、わたしも呼び捨てで構かまいません。あなたのほうが年上ですし」

　見た目こそ同年代だが、実年齢を考えると母娘おやこも同然の開きだ。身分の差などあってないようなものだし、こちらが恐きよう縮しゆくしてしまう。

　霊珊は小さくうなずいた。

「それなら──朧月。あなたに逢あわせたい人がいるの。わたしを信じて、何があってもついてきてくれる？」

「え。はあ、まあ、この城の中にいるのでしたら……どういう方なんですか？」

「わたしの口からは説明しづらいけど──たぶんあなたにも関係があるし、あなたがここから逃げる助けになる人じゃないかと思うの」

　霊珊が言うその「人」のことを、朧月はきっと幽鬼だろうと解釈してうなずいた。

　だが、違った。
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　さらさらと揺れる黒髪と白しろ装しよう束ぞくに包まれた、小さな背中を追いかけて、朧ろう月げつは魔ま鬼き城じようの中を歩き回る。あいかわらず幽鬼はいるが、人影はない。

　内部はやけに迷宮じみた造りになっていて、階段や廊や扉とびらをいくつも渡らないと一階にたどりつけないようになっていた。

　おまけに玄関らしき扉は、鍵かぎに加えて道術による封印がほどこされているようで、朧月ごときが体当たりをしても、びくともしない。なるほど、これなら部屋に鍵をかける必要はないわけだ。

　どこもかしこも殺さつ風ぷう景けいだが、柱の並ぶ廊に囲まれた中庭だけは目の保養だった。昏こん星せいの道どう廟びようにも咲いていた、白い龍爪花が群生している花園だ。

　ただの花園なのに奇妙に禍まが々まがしく見えるのは、まるでほかの花や雑草は根ね絶だやしにしたかのように、白い龍爪花しか咲いていないせいだろう。

　それに、花だけだ。これほど満開の花の絨じゆう毯たんなのに、蝶ちようや蜂はちの姿は見当たらない。

　なんとはなしに不自然なものを感じつつ、霊れい珊さんについていくと、さらに下へと下りる階段があった。

「地下……ですか」

「そのようなものよ。たぶん……朧月なら入れると思うんだけど」

「……？」

　朧月は首をかしげた。人によっては入れたり入れなかったりする地下室なのだろうか。

　魔鬼城などという名の建物だし、あの張ちよう宝ほうたちの根城だ。身の毛もよだつ仕掛けや、人じん智ちの及ばぬ何かが一個や百個あってもおかしくはない。

　朧月をこの檻おりの中で放し飼がい状態（と言うのも我われながらなんだが）にした以上、いきなり死ぬような仕掛けはないと思いたいが……。

「ここよ。ここから入るの」

　考え事の最中に声をかけられたので、危うく階きざはしを踏ふみ外はずしそうになった。

「……穴あな？」

　霊珊が示したのは、壁に開いた穴だった。

　階段を下りた先には、灰色をしたなめらかな石壁しかなかった。そこに、人が通れそうな大きな穴が開いている。穴の周囲には紅べに色いろの顔がん料りようで、道術由来のものとおぼしき紋もん様ようがびっしりと描かれていた。

　奥に小さな光が見えるので、どこかにつながっているのは確実だが、ちょっとどころでなく腰が引ける。この先に空間があって、人がいる？　想像できない。

「入って──帰ってこられますか？　これ」

「あなたは大丈夫だと思うの。……でも、やっぱり、怖い？」

「はあ、さすがに……」

「わたしが先に行ってみせるから、ついてきて。ね？」

「…………」

　腰が引けて、返事もできない自分が情なさけない。

　霊珊は「大丈夫よ」とわずかに微ほほ笑えむと、すべるように穴の中に入っていった。

　慣れた仕草だ。おそらく何度も行き来しているのだろう。

　朧月は目を閉じ、深呼吸をした。胸元の首飾りに指を絡める。

　余計なことは何もせずに、部屋の隅で縮ちぢこまって助けを待つのが、自分にはお似合いだし最善だろう。胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりが出しゃばって、なんになる。何ができる。

（……わたしは昏星でも、結局何もできなかった）

　半泣きになりながら、右う往おう左さ往おうしていただけ。

　だが、このまま張ちよう宝ほうのてのひらの上で、ただ彼に強しいられることに耐えているのは嫌だ。霊珊を信じて、何か行動してみたい。

「い……いってきまーす……！」

　だれにともなくそう告げて思い切り、朧月も不思議な穴へと飛びこんでいった。

　虎こ穴けつに入らずんば虎こ児じを得ず。張さんではない虎とらがいたら困るが、行くだけ行ってみよう。







　横に長い穴だと思っていたのに、穴をくぐるとすぐに、どこかの空間に出た。

「──天てんさん！　天さんったら、どこに行ったのかしら」

　まぶしい。霊珊がだれかを呼ぶ声がする。

　穴から出る際に転びそうになりながら立ち上がり、朧月は茫ぼう然ぜんとあたりを見回した。

「ここは……」

　城内とは違った意味で殺風景な場所だった。

　乾いた空気。昏星の周りに広がっていた荒野を思わせる、砂色の地面。ところどころに朧月の身の丈たけの倍はある高さの岩の塊かたまりや、異様な風ふう体ていの樹木が根を下ろしている。

　不毛ではないが、生き物が棲すめるようには思えない場所だ。見渡す限り色がなく、ずっと見ていると目が焦こげるような心ここ地ちになる。

「……外？」

「ではないの」

　横合いからいきなり霊珊の声が聞こえたのでのけぞった。

「外ではないんですか？」

「ええ。黄こう巾きん賊ぞくたちが何百年もかけて作った空間だと聞いたことがあるわ。──彼らに気づかれてしまう前に、あなたを、ここに幽ゆう閉へいされている人に逢わせたかったの」

　道理で、頭上を振り仰あおいでも太陽が見当たらないはずだ。

　想像していたよりも怖い場所に出てしまった気がするが、裏を返せば、ここで何があってもすぐに張宝に気づかれるということか。

「そういえば……霊珊はどうして、普通に話せるんですか？　ほかの幽鬼の皆さんは、声をかけても応こたえてくれなかったのですが」

「……たぶん、わたしが一番最後の『枷かせ』だからだと思う。わたしが『枷』になったときは、その前の『枷』だった人はまだ話ができたけど、その人も次第に植物のように話も何もできなくなってしまったから」

　枷。

　不吉そうな単語の意味は謎なぞだが、霊珊の緑の瞳が沼の底のように翳かげり、怯おびえの色さえ見せているので、訊きき返すのがためらわれる。昏星での「小鳥」の符ふ牒ちようのように、何か恐ろしいものの暗示のように思われた。

「そういえば……魔鬼城は、地図でいうとどのあたりなのか、わかりますか？　黒こく烏う州の北だとか南だとか」

「神しん華か国の西側には、山さん岳がく地帯が連なっているでしょう？　その中のどこかだと思うわ。わたしはたしか、そんな感じの『秘密の抜け道』を通ってここにきたわ」

「あなたは村を出た後……どうして幽鬼になって、ここにいるんですか？」

「それは──」

　思いきって訊たずねてみると、霊珊はつかのま言いよどんだ。思い出すのもつらいのだと、暗い横顔から察せられる。

「子し龍りゆうに別れを告げた後のわたしは……あの張ちよう角かくという人の手で、『枷』になったの」

「……枷──とは、なんのことですか？」

　今度こそ訊き返したとき、頰ほおに凍りかけの泥どろを押しつけられたかのような、異様な視線を感じた。

　振り向くと、少し離れた樹の陰に、黒い靄もやのようなモノがわだかまっていた。輪りん郭かくがわかりづらいが、十体はいる。

「去りなさい。彼女には指一本ふれさせません」

　儚いばかりに見えた霊珊が、朧月を護るように凜りんと立つ。その姿が星せい彩さいに重なった。

　黒い影たちは清せい廉れんなまなざしに射い抜ぬかれて、一瞬怯ひるんだように動きを止める。

　その隙に朧月は、口早に問いかけた。

「あれは……幽鬼ですか？」

「ええ。でも、長い年月を経て、生者をうらやみ呪う気持ちだけが残ってしまったの」

　悪あつ鬼きか。

　皇宮でも似たようなモノを見たことがある。ならば、双そう界かいの瞳でなんとかできるか。

　──『双界の瞳とは、実は『死』を操る力の証あかしだ』

　張宝の言葉を思い出すと気が滅め入いるが、今は使えるものは親でも使わなくてはいけない状況である。朧月はその翡ひ翠すいの瞳で、悪鬼たちをひたと見み据すえ──

　いきなり悲鳴が上がった。

　およそ人間が出すような声ではないそれに驚いていると、悪鬼たちがのたうち、次々とはじき飛ばされていった。

　どうやら悪鬼たちの背後から、何者かが攻撃を加えているようだ。

　しかも素す手でで。ということに気づいたのは、悪鬼が追い払われてからのことだ。

「──天さん！」

　霊珊がほっとした様子で、先ほども口にしていた呼び方をする。

（武官の方……？）

　朧月は茫ぼう然ぜんとして、悪鬼の群れを拳こぶしや蹴けりで薙なぎ払った、とんでもない男を見上げた。

　首が痛くなるほど背が高い。以前出逢った護ご花か七しち将しよう軍ぐん、呂りよ不ふ幻げんに引けをとらぬ体格を、元は何色だったのかもわからないほど灰色がかった軍装と厚手の外がい套とうで包んでおり、石柱のような威圧感があった。

　うなじにかからない程度にざっくりと切られた、短い金きん髪ぱつ。

　瞳の青は、刀に使われる蒼い鋼はがねの色を思わせる色合いだ。硬質で、強い。けれど目元には疲れが見える。

「霊珊、何か──……」

　こちらに近づいてきた男は、そう言いかけて、動きを止めた。朧月と目が合うと、強い戸惑いの色を双そう眸ぼうに浮かべる。

　金髪碧へき眼がんのめずらしい容姿に、かの太たい子し殿でん下かを思い出していると、男がゆっくりと口を開いた。低く深みのある声が落ちてくる。

「君は──生きているのか」

「え」

　けがはないか？　と案じているのではなく、朧月が幽鬼や悪鬼ではないことに、心の底から驚いている様子だ。

　朧月がぎこちなくうなずくと、男はほとんど倒れこむような勢いで地面に膝ひざをつき、彼女の顔をのぞきこんできた。不ぶ躾しつけなほど強い視線が浴あびせられる。

（う）

　知らない人にいきなり近い距離に迫られた朧月は、人見知りの本能で、とっさに後あと退ずさりしてしまう。

　離れていこうとする彼女を見て、男は悲しそうに顔をゆがめる。そして。

「ッ……!?」

　たくましい腕で朧月を捕らえ、痛いほど強く抱きしめた。

　朧月の悲鳴は、顔のほとんどが男の胸むな板いたに埋まってしまったせいで声にならなかった。

　突然のことに卒そつ倒とうしそうになっている彼女には気づかぬ様子で、男が深く息をつく。

「……ひとだ」

　安あん堵どの声。あるいは永ながい間、骨と砂しか見えない荒野を彷徨さまよった果はてに、ようやく水場を見つけた旅人のような声だ。

　思い詰めた様子に、朧月は逃げたいけれど逃げられなくなる。

　さらに、男の肩越しに目が合った霊珊から、身ぶり手ぶりで「お願いだから、しばらくそうさせてあげて」と頼まれてしまったので、がんばって耐えた。

　しばらく彼女を抱いた後で、男はゆっくりと身を離した。気まずげに膝を伸ばし、何度か咳せき払ばらいをすると、静かに頭を下げた。

「すまない。ここで敵以外の生者に逢ったのは六年ぶりなので、感激のあまり失礼な真ま似ねをしてしまった。許してくれるか」

「敵……？」

「黄巾賊の幹部たちだ。もっとも彼奴きやつらも、最近はほとんど私の前に現れないが」

「あの……ここに、六年もの間ずっと？」

　男は黙ってうなずいた。

　生者にふれることもできず、この空虚な地獄めいた空間に六年。壮絶さに眩暈めまいがしそうだが、それ以上に何かが頭の片隅に引っかかった。

　六年前から、ここにいる。金髪碧眼の容姿。たくましい身体つき。

　それらの特徴から思い出したのは、睡すい蓮れん古こ城じようで、天てん祥しようが寂しげに語っていた人のことだ。

「華か天てん狼ろう……さま？」

　その名を朧月が口にすると、ぎくりという音が聞こえそうなほど顔をこわばらせて男が固まった。

　暗い雰ふん囲い気きと入れ替わりに、なんとも言えない沈黙が流れる。

「あの……」

「いや違う。全然違う。そんな人は知らない」

　朧月のもの問いたげな声こわ音ねに、男ははっとしたように首を振った。何度も、不必要なくらい念入りに。

「私はだな──あ、そうだ、昔からよく太子の華天狼に似ているな！　と仲間から言われていた者だ。だから私は太子とはまったく関係ないのだ。勘かん違ちがいしてはいけないぞ」

（……えー）

　ものすごい早口かつ棒読みで、露ろ骨こつに言い訳じみた感じが痛々しいほどだった。

（あ、そうだ、って）

　そんなことを口にしてしまっている時点で、たった今思いついた噓うそですとバラしているも同然な気がするが、指摘するのが忍びない。

（しかも、皇族でもない方が、太子殿下を太子だなんて呼び捨てにしないのでは……）

　なんだかとてもまじめそうな人だし、彼の後ろで、またも霊珊が「つっこまないであげて」と身ぶり手ぶりで一生懸命に言ってくるので、押しの弱い朧月は、とりあえず流される道を選んでしまった。
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（ともかく。──この方は間違いなく、華天狼さまだ）

　本人は死んでも気づいてほしくないようだが、そうだ。

　天祥の同どう母ぼ兄けい。

　黄巾賊との戦いのさなかに行方知れずになった、かつての太子殿下。

　なぜ彼がそうと認めたがらないのかは謎だし、思ってもみない出逢いだが、話の通じそうな相手がいたのは心底ありがたい。

　まだ少年といっても通りそうな天祥とはまるで異なり、天狼はまるっきり大人の男性なので、向き合うのには緊張が強かったが、今は人見知りをしている場合ではない。

　男っぽい顎あごの線などを見つめながら、朧月はとりあえず仕切り直してみた。

「ええと……では、華天狼さまのそっくりさん？」

「その呼び方はいかがなものだろう。そうだな──私のことは光こう輝きとでも呼んでくれ」

　天てん狼ろう星せいとは、狼おおかみの光り輝く目という意味である。

　朧月は遠い目をしたくなった。

（バレバレな偽ぎ名めいです、天狼さま……）

　先ほどまで、霊珊は「天てんさん」と呼んでいたが、それは彼女にはうっかり本名を名乗りかけたせいなのかもしれない。その様子がありありと想像できる。

　このままだと、心の中でつっこむのに疲れそうだ。

　いっそ口に出してしまいたい。したらしたで大変なのは、わかりきっていても。

　朧月も名乗り、大まかに事情を話すと、腕組みをした天狼はしみじみとうなずいた。

「劉りゆう蒼そう刻こく──劉家の二男か。兄と同様に武術に秀ひいでていたな」

（天狼さま、皇宮に関係ないあまり知らないという設定がさっそくボロボロ瓦が解かいしておりますよ……！）

　物言いも自然と、三大家よりも格上である皇家の方にしかありえない尊そん貴きな色をただよわせている天狼だ。

　朧月のように鈍どん感かんな人間にさえバレバレなのだから、この方は徹底的に噓に向いていない御ご仁じんなのだろう。霊珊はもはや傍らで笑いをこらえている。やはり彼女も、天狼の本当の身分は察しているようだ。

「おとう──ごほん、たしか天祥さまが、劉蒼刻を気に入っていたな」

「はい。今も仲よくお付き合いしておられます」

　普通に仲よしか？　と言われると若じやつ干かん違う気もするが、友情は間違いなくある。

　天狼はちょっと目をすがめた。

「──君は、劉蒼刻の知り合いなのか」

　飼かい主ぬしさまと珍ちん獣じゆうみたいなものです。

　といきなり言っても怪け訝げんに思われてしまいそうなので、朧月は小さくうなずいた。

「はい。よくしていただいております。……たぶん今は、わたしを助けに来てしまっていると思います」

　今でも申し訳ないと思っている。無理はしてほしくない、という想いも変わりない。

　だが、霊珊と華天狼の二人に出逢って、少し気持ちが変化した。花はな守もりと天祥に、彼らを早く逢わせてあげたい。そのために自分もここで精一杯がんばるから、蒼刻にも助けてほしいと思ってしまうのだ。兄と並んで、朧月が一番頼れる人に。

「君は劉蒼刻を慕したっているのか」

「ッ……は、はい」

　直球で問われると、なぜか少し照れくさい。

　頰を赤くしてうつむく朧月をじっと見つめ、天狼はしみじみと言った。

「そうか。君のように可愛らしい姫君に慕われる劉蒼刻は幸せ者だな。……羨ましいよ」

　どきりとし、朧月は頰に血がのぼるのを感じた。

　雰囲気があまり似ていないとはいえ、やはりこの人は天祥と兄弟だ。今は荒んだ印象が強いのに、笑顔には人たらしの破壊力が備わっている。

　ただ、天祥がその魅力を意識して使っているのに対し、天狼は完全に無意識でそうした表情をしているようだ。逆にたちが悪い、と言われるような人かもしれない。

「ひとつ頼みがあるのだが」

「なんでしょう」

「──もう一度だけ、抱きしめさせてくれないか」

　朧月は固まった。しかし天狼はどこまでも真顔である。

「もう六年も人肌にふれていないのだ。先ほどは勢いでしてしまったが、君はとても抱き心地がよかった」

　素すで何をおっしゃるのか、このお方は。朧月はあわあわと両手をやみくもに揺らがせる。

　蒼刻に何度かそうされたことがあるとはいえ、彼の場合はほとんどが不意打ちに近いものだった。こんなふうに真顔で正面から抱きしめていいかと訊かれると、ちょっとどうしていいかわからない。

　すると天狼は、少し寂しそうに言った。

「劉蒼刻ではないとだめか」

「ええ!?　い、いえ、そういうわけでは……」

　ない、とも、ある、とも言いづらい問題である。

　ないと言えば殿方にふれられても何も気にしないという鈍感すぎる人間のようで事実ではない。あると言ってしまうのは、蒼刻に対して特別な想いがあると告白しているも同然であり、それもまた過激すぎて思考が停止してしまう。

　視界の端では、霊珊が「今はそうさせてあげて」と恐縮したような顔で身ぶり手ぶりをしている。

　長年孤独に苛さいなまれてきた天狼のことを案じる彼女に頼まれると、ますます断れない。

　おそらく彼女は、天狼の望みを叶かなえてあげられないのをつらく思っていたのだろうし。

「……す、少しでしたら」

　朧月はかろうじてそう言った。

　小さくなっていると、天狼が最初よりは慎重に、けれど強く、朧月を抱き寄せた。

　息が苦しくて、天狼の体温で身体が熱くなる。

　けれど、緊張が解けない。

　蒼刻に抱きしめられたときは、もうどうにでもしてほしいような気持ちで彼に身をあずけることができたのに、天狼にはそれができない。

　なぜなのだろうと考えているうちに、耳元でため息のような声が聞こえた。

「ありがとう」

　約束どおり、天狼は彼女を解放してくれた。

　その笑みには先ほどよりも無理がなくなり、彼の荒んだ心に潤うるおいが与えられたのだなと思わせる。

　天狼が癒やされ、落ち着いてくれたことはうれしい。

　けれど、蒼刻を裏切っているかのような、もやもやした心地に囚とらわれる。

　そのときだ。

「ほう──汝なんじらは、我のおらぬところではずいぶんと愛らしい表情をするのだなァ」

　背中に浴びせられた揶や揄ゆするような声が、和んでいた空気を一瞬で凍いてつかせた。
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　森の深い緑におおわれた山さん麓ろくに近づくと、にわかに雲行きが怪あやしくなってきた。

　風はびょうびょうと強く、運ばれてきた灰色の濃のう厚こうな雲が、ただでさえ薄暗い午後の空の下に垂たれこめる。それでも構かまわずけもの道に踏みこむと、近くに沼地でもあったのか、冷たい霧きりが壁のように行く手に立ちこめた。

　これ以上近寄るな、と警告されている気分になる。もう手遅れだが。

「──少年！　右手に川があるらしいから、そこで休きゆう憩けいにしようぜ」

　蒼そう刻こくは眉まゆをひそめて、後方を振り返った。

「俺はまだ歩けるぞ」

「いやいやいや、少年が達たつ者しやなのは結構だがね、こちらには四よ十そ路じもいるんだから」

　この視界の悪さでも色いろ眼め鏡がねをまだ外はずしていない万ばん里りがそう言うと、彼の後方から、ぼそりと抗議の声が上がった。

「……私はこれでも三み十そ路じなのだが」

「え。あ、ごめんな花はな守もりさん」

「儂わしは享きよう年ねん六十五歳じゃ」

「白びやつ虎この旦だん那なはややこしくなるから、年齢の話はやめといてくれや。──って、だから少年、そこで止まって昼の休憩をしようって！」

　逸はやる気を抑えられず直進あるのみの蒼刻を引きずり戻して、万里は小川のそばにさっさと焚たき火びの用意をする。

　とはいえ、のんきに魚さかな釣つりなどはしない。湯を沸かし、持ってきた干ほし肉をあぶり、木の実を集める程度の休息である。

　猫ねこ舌じたなのか、ふうふうと息を吹きかけまくって湯を飲みながら、万里は芝居がかった仕草で首を振る。

「まさかこの俺がつっこみ担当になるとはね……。報ほう酬しゆうはいらないが、こっちは時間制で給金をもらっときたくなるわ」

「つっこみなら、俺はいつもタダでやってるぞ」

「少年のそれは宿命だから。俺は少年がつっこみを放ほう棄きしてるから、仕方なく引き受けてるだけの日ひ雇やとい労働ですよ」

「勝手に宿命づけんな」

　言い返しながらも、蒼刻はなんとなく気づいたことがあった。

　もともと情報屋のくせに無む駄だに愛あい想そがよく、裏も表もありませんよといった雰ふん囲い気きでしゃべりまくる男だが、ここ最近──より正確に言えば、渋しぶい顔の二将軍を振り切って昏こん星せいを旅立って以来、軽口を叩たたく量が増えている。

　おそらく、朧ろう月げつを奪われて精神的に切せつ羽ぱ詰つまっている蒼刻の心を、少しでも楽にさせようと思ってのことなのだろう。

　星せい彩さいがいない今、──州しゆう都との玄げん静せい心しんへの伝言を頼んで置いてきたのだ──万里の明るさはある意味救いだ。

　巻きこんだ上に気遣いまでされるのは、なんとも面おも映はゆい。

　とはいえ正面切って礼を言うのも何かが違うと思ったから、蒼刻はせいぜい明るく言ってみせた。

「俺はあのとぼけた珍ちん獣じゆうと逢あうまで、つっこみは控えることにしてる」

「おもしろい願がんかけだな」

「一刻も早く取り戻したいからな」

　うなずく。

「というかこれ以上離れてると、俺の中であいつの美び化かが進みすぎてとんでもないことになるから早く顔が見たい」

「……少年？　いきなり何言っちゃってんのかな？」

「目を閉じてあの珍獣を思い出そうとするたびに、なぜか天てん女によのように可か憐れんな乙女おとめが翡ひ翠すい色いろの瞳をうるませて俺を見上げてくるんだが、どうしたらいい。本物のあいつは狸たぬき顔がおのヘタレだとわかってるのにこの様ざまだ」

「少年……お兄さん、君が重じゆう症しようすぎてどこからつっこんだらいいかわからんよ」

「俺だって自分につっこみたいわ！　どうにかしろよもう！」

「それ一般的には逆ギレっていうんだぜ？」

　まったり寝そべって毛づくろいをしていた白虎が、「情報屋どのもつっこみが板についてきたのう」とのたまう。

　こめかみを揉もむ万里が、実に恨うらめしそうな半はん眼がんになった。

「つうか白虎の旦那もそんな、ほのぼの笑って見てないでくれよ。蒼刻はあんたの大事な友達だろう？」

「儂は病やみ上がりじゃからのう」

「さっきまで元気に全力疾しつ走そうしてたじゃん」

　混乱する昏星の城じよう市しから花守が借りてきてくれた馬での旅路にも、しっかり並へい走そうしてきた張ちようさんである。

　蒼刻のことを「おぬしは頑がん丈じようじゃのう」などと言うが、脇腹を何ヵ所も槍やりで突かれたというのに、この白虎も大たい概がいだ。

「まあまあ、万里どの。恋しい相手と次にいつ逢えるかわからぬ状況で妄もう想そう癖へきがひどくなってしまうのは、男のたしなみだ」

　まともなようでいて何かが違う言い方でとりなしたのは、花守だ。

　万里はなんとも言えない顔をした。

「花守さん……あんたも意外ととぼけてるねえ」

「そうかな。恋人には、顔に似合わずそんなところが愛いとおしいと言われたものだが」

「惚のろ気けに結びつけるのも勘かん弁べんしてくれ。俺もあの人を思い出して寂さびしくなるわ」

「俺や花守のおっさんだけこんな気分になるのは嫌いやだから、あんたもなれ」

「無茶振りせんでくれい」

　万里が嫌そうな顔になった。

　三十路だ四十路だと言いながら、疲労の色も見せずに湯を飲んでいる花守に、蒼刻は今さらながら問いかけてしまう。

「というか花守のおっさん。──あんた、本気でこのまま黄こう巾きん賊ぞくのところまでついてくるつもりなのか？」

　俺に別に義理も何もないだろう、という意を言げん外がいにこめている。

　花守は困ったような笑みを見せた。

「だめかな」

「だめだなんて思ってない。ここまで早く来られたのは、あんたと張さんのおかげだ。腕が立つことも体力があることも知ってる。でも、理由がないじゃないか」

「理由と改まられると困るな。言ってしまえば、ただの野や次じ馬うま根こん性じようだ」

「野次馬？」

　蒼刻は眉をひそめた。庵いおりを結んだ仙せん人にんのような彼には似合わない単語だ。

「私が二十年前、一番大切な人に手をさしのべることもできぬまま、永遠の別れになってしまったことは話しただろう？」

「！　おい──」

「私は君が、君の恋人を助けるところが見たい。その手助けをしたい。──私が間に合わなかった分まで、な」

　悟さとりきったように穏おだやかな瞳が、逆に痛々しい。

　しかし花守の恋人が、すでに死んでいるとしたら──

（あいつの『双そう界かいの瞳』で、どうにかならないのか？）

　朧ろう月げつ。幽ゆう鬼きが見える瞳。

　花守の恋人がどこにいるのかもわからないのに夢物語だが、そんなふうに期待したくなるのは、自分も朧月に逢いたいせいか。

　花守がゆっくりと顔を上げた。湿しめっぽさを切り捨てた声で告げる。

「一いち蓮れん托たく生しようの身の上なのに、いつまでも花守と呼ばせるのも何か違うな。──私の本当の名は、王おう子し龍りゆうだ」

　蒼刻はうなずき、花守がさしのべた手を握にぎった。

　自分よりもひと回り大きくて乾いたてのひらに、しばらく逢っていない父親を思い出す。

　簡単な手紙を二将軍に託たくしてきたとはいえ、無事に帰れなければ親不孝者だ。

「改めてよろしく。王子龍」

　そういえば誤解を解といていなかった気がしたので、自分と朧月は実は夫婦ではないのだと告げると、子龍は今までで一番驚いた顔をした。

「あれほど仲なか睦むつまじくしておいて、今はこうして命がけで助けに行っているのに、婚約者どころか恋人ですらないのか」

「……まあ、な」

「年寄りじみたことを言うようだが、最近の若い人たちの恋愛の作さ法ほうは、そういうややこしいものなのかい」

「真ま顔がおでやめてくれ。まあ……俺たちにも、いろいろと事情があるんだよ」

　そう答える以外に、模も範はん解かい答とうがあったら教えてほしいところだ。

　傍かたわらでにやにや笑っている白虎が少し憎にくたらしかったので、髭ひげを引っ張ってやった。

　そして、ため息をつく。

　──拷ごう問もんのようにつらいとは言わない。

　むしろ人に恵まれたおかげで、思ったよりも落ちこまずに済んでいる旅路だが、やはり何かが足りない。ふとした瞬間に空くう虚きよで寒々しい心ここ地ちに襲おそわれる。三人の前では、おくびにも出さないし、笑いかけることさえできるけれど、やはり寂しい。

（いつから俺は──こんなにあいつが大事になったんだろうな）

　この胸に空あいた穴あなを埋うめられる唯一の少女の姿を思い浮かべながら、蒼刻は腰の刀を確かめた。早く助けに行きたい。

　早く逢って──いろいろと言いたいし、してやりたいことがあるのだ。
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　窓の外の濃こい霧は、砂色の牢ろう獄ごくに行ったときよりも薄らいでいた。

　城外の様子がうかがえないかと目を引かれ、足が止まりかけると、

「止まるな。部屋に戻れ」

　無感動な声が、針はりのように背中をつついた。張ちよう梁りようだ。

　黒衣の凶きよう手しゆに、一定の距離を保たもって後ろから同行されるというのは、とんでもなく心臓に悪い。しかし疑問もあった。

「どうして張ちよう宝ほうではなくて、あなたなんですか」

「兄あに者じやがいいのか」

「よくはない……ですけど──」

　砂色の牢獄から朧ろう月げつを引きずり出した後、あの魔ま性しようの道士は、穴の外で待っていた弟に朧月を押しつけると、煙のように姿を消してしまったのだ。

　てっきり言いつけを破った咎とがで嬲なぶられるのではと戦々恐きよう々きようとしていた朧月は、ほっとするよりも、逆に警戒してしまっていた。

　張梁は淡たん々たんと言った。

「兄者も、さすがに昏こん星せいでは消しよう耗もうした。今は休息と力の補ほ充じゆうが必要だ」

「あの人でも疲れるの……？」

「中身はともかく、身体からだは普通の人間よりも弱い。補強しても限界がある。おまえたちの前では、絶対にそのようなそぶりは見せなくてもな」

　──中身？

　引っかかる表現に、朧月はまた立ち止まりそうになったが、そのときには最初にいた扉とびらの前だった。

　霊れい珊さんと天てん狼ろうから引き離されて、改めて軟なん禁きん状態。

　ふり出しに戻った、とは思いたくなかった。

　引き離された二人の安あん否ぴは心配だが、一人で耐える気でいた敵陣の中で、味方となってもらえそうな人を見つけられただけでも収しゆう穫かくだ。しかも、どちらも朧月の出逢ってきた人と縁がある。

（あの手鏡が取り上げられていなければ、もっとよかったのに……）

　唇くちびるを嚙かんでいると、扉の閉まる音が聞こえた。

　なんとなく振り返ると、室内にまだ黒衣の青年がいて、胆きもがさあっと冷えた。

「見張りだ」

　冷たく乾いた声でそれだけ言って、張梁は扉のそばに軽く背をもたせかける。

「おまえが窓から飛び降りたり首をくくったりしないように」

「そんなことはしません」

　自分で勝手に絶望して命を捨てるなんて、蒼そう刻こくに対する最悪の裏切りだ。何をされても絶対に、それだけはできない。

　張梁は静かに朧月を見み据すえた。

「弱いけれど強い。兄者の言っていたとおりか」

「…………」

「では、聞け。興味がなければ聞き流しても構わんが」

　え？　と朧月は瞬またたいた。

　何が始まるのか、さっぱり想像がつかない。というか、この凶手とこれほど会話が成立するとは思ってもいなかった。

　張梁は軽く腕組みをすると、少し考えてから口を開いた。

「その前に、おまえの疑問を解いてやったほうがいいのか」

「はい？」

「わからないことだらけだ、という顔だ」

　だめでもともと。そんな心地で質問を口にする。

「さっきの、穴の向こうの砂色の空間は──」

「檻おりだ。一族の掟おきてに反した者を入れる。あの華か天てん狼ろうは違うが」

　張梁の返事は、簡潔すぎるが早いことは早かった。本当に、朧月の疑問に答えてくれる気があるらしい。

　なんのつもりかは知らないが、彼の気が変わる前に情報を集めるに越したことはない。

　知らない人、しかも敵と呼べる人間との会話だなんて悪夢のようだが。

「やっぱりあの方は天狼さまなんですね……。でも、どうして殺されずに幽閉を？」

「当時の『張ちよう角かく』の気まぐれだ。我ら一族の苦しみの原因ともいえる黄こう帝ていの末まつ裔えいを、やすやすと死なせるのも惜しいとな」

「当時の……？」

「俺たち兄弟の父だ」

「え……？」

　無感動な目が、内容が整理できなくて呆ほうけている朧月を見た。

「不思議に思ったことはないか？　俺たちの『張宝』や『張梁』といった名を。古くさいにも程がある名づけ方だと、思ったことはないか」

「……なくはないです、けど」

　今の名づけ方とは違うなとは、かねてより思っていた。

　けれど、妖術まで操る宗教的な集団のことだから、何か古い慣かん習しゆうを守っているのだろうと決めつけていた。

「張角、張宝、張梁というのは、実は名ではない。我ら一族に課せられた、役の名前だ」

　──「張角」は、封印を維い持じするための儀式を主しゆ催さいし、一族を束ねる。

　──「張宝」は、「張角」を補佐し、その世代の楔くさびにもなる。

　──「張梁」は、一族の掟を破り、宿命から逃れようとする者を処分する。

　今の張角・張宝・張梁は、初代と同じように三人が兄弟だけれど、長い歴史の中では、そうではないことのほうが多かったそうだ。

　卜ぼく占せんによって次代の三人が選ばれるので、姉妹であったり、叔お父じや甥おいにまでまたがった三人が選ばれたりもした。

「では……あなたたちには、本当の名前があるのですか？」

「俺と、二の兄者にはある」

「張角という人には、ない？」

　確かめるようにつぶやいたが、これには張梁は沈黙した。

　答えたくないのだろうか。表情がほとんど動かない男なので、内心で何を考えているのかがさっぱり読めない。

　朧月はそっと、虚うつろにさえ見える琥こ珀はく色いろの瞳を見上げた。

「『楔』とは、なんですか」

「この地に眠るものを封じつづけるための贄だ」

「まさか──『枷かせ』も？」

「そうだ。ただし楔は一族の者から選ばれて数十年に一度しか捧ささげられないが、枷はこの地に眠るものが不吉な動きをしたときに、外から連れてきたよそ者を急いで贄に仕立てて、急場しのぎの封印をほどこすために使われる」

　張梁の声がどこまでも平へい坦たんなのが、そろそろ怖くなってくる。使われる、だなんて。まるで道具扱いだ。

　霊珊の言葉が、耳の底に甦よみがえった。

　──『張角という人の手で、〝枷〟になったの』

　無理やり攫さらわれて枷にされたのか、それとも村を滅ほろぼした罪悪感に耐えきれずに、言われるがままに枷になったのか。いずれにせよ、おぞましい話だ。

　もしや、と朧月は寒々しい予感に囚とらわれる。

　この城の中に彷徨さまよう幽鬼たちは、皆、その楔や枷の役目を背負って死んでいった人々の魂たましいなのではないか。

　自分が今いる建物が、巨大な墓ぼ標ひようのように思われてきた。寒さむ気けがする。

「そこまでして──何を封じつづけるというのですか」

「黄こう魔ま」

「黄魔……？」

　初めて聞く言葉に眉をひそめるが、張梁はお構いなしに話を続けた。

「伝説の黄帝のことは知っているな？　彼は乱れに乱れた神しん華か国を平らにするために、各地で善行と戦いを繰り返した。疫えき病びようを祓はらい、怪あやしげな道士は処罰し、当時はまだ至るところに跋ばつ扈こしていた魔物を討ち、匪ひ賊ぞくを根ね絶だやしにし、賄わい賂ろで肥こえ太った領主や役人を断罪し、侵略してきた諸外国を撃げき滅めつし、刃は向むかう者はすべて滅ぼした」

　──善行と、戦い。

　それら輝かしき勝利を収めるために、黄帝はどれほどの血を流したのか。敵も味方も。

「その黄帝が唯一滅ぼしきれなかったのが、この地に封じられたモノだ」

「それが……黄魔？」

　張梁はうなずいた。琥珀色の瞳に絶望という名の闇をたたえて。

「人の絶望や悲ひ哀あいを喰くらって力をつける魔物だ。黄帝は当時最高の道士たちとともに何度も戦ったが、結局は勝てず、地下深くに封印することしかできなかった。その封印を維い持じするために黄帝が選んだのが──俺たちの先祖だ」

「！」

「以来、この山の中にひそかに住む俺たちの一族から、九百九十九人の楔を捧ささげて封印を保ってきた。枷のほうは数えきれん」

　朧月は言葉もなかった。

　あまりに途と方ほうもなく凄せい惨さんな話に、全身が総毛だったまま、腰を抜かすことすらできずに棒立ちになっている。

　人の絶望や悲哀を喰らう魔物を封じるための儀式に、贄が必要となる。

　……ひどい皮肉と矛む盾じゆんだ。

　けれど黄帝は、幾いく千せん万まんを救うために千人の命を代だい償しようにするという、為い政せい者しやとしては正しい選択をせざるを得なかったのだろう。

「でも、今の『張宝』は……贄になんてなりそうに見えませんけど……？」

　むしろ贄の儀式を主催する「張角」だと言われたほうが、納なつ得とくがいく。

　すると張梁は、まるで違うことを言いだした。

「この部屋は、おまえが今の張宝と呼ぶ、俺の兄者の部屋だった」

「ここが？　……では、あの押し花も？」

「押し花？」

　張梁が初めて大きめの反応をした。不意を突かれたように顔を上げ、どこか無防備にこちらを凝ぎよう視しする。

　朧月はびっくりして、のけぞりながら言った。

「え、ええ……。あの書棚の本に挟まってました。撫なでし子この花が」

「…………」

　何か大事なものだったのかと気を揉もみながら答えるが、張梁は黙りこみ、あいづちすら打とうとはしない。ただ、気のせいか、寂しそうな瞳に見えた。

　やがて張梁はゆっくりと首を振ると、

「あれは全部、二の兄者の蔵書だ。生まれつき身体が弱く、この部屋を出たことがほとんどない人で、読書と花を愛めでるのが数少ない楽しみだった。それでも道術をそれなりに修おさめていた」

「……は？　でも今は──」

　悪い意味で活動的すぎる。それなりで済む範はん疇ちゆうの道士ではない。

　落差に戸惑うあまり、悪質な冗談めいた言葉が浮かんでしまい、朧月はあわてて口元を手でふさいだ。

　そんな彼女を、張梁は冷ややかに見下ろしている。

「あれは身体は二の兄者のものだが、中身は黄魔だ」

「え」

「俺は二の兄者を楔にしたくなかった。だから封じられている黄魔と接触して取引をしようとした。兄者ではなく俺を楔として喰らい、兄者が外に出られるように」

「……願い事をきいてくれるような存在なのですか？」

「黄帝の時代には、そういうこともあったそうだ。黄魔も、元は人の願いにより生まれた魔性だ。──だが」

　黄魔は張梁をあざ笑うかのように、彼の想いを裏切り、張宝の身体を奪った。そういうことか。

「俺の唯一の望みは絶たれた。もう、何もかもがどうでもいい」

　冷たく乾いた琥珀色の石。生ある者は住めない毒の沼のような瞳。彼の瞳をそう感じたこともあった。

　けれど今は、少しだけ印象が違う。

　きっと、すべての感情を焼き切っていないと、この人はまともに呼吸もできないのだ。

　二番目の兄は病弱で、いずれ贄となる定め。長兄はその定めを全まつとうさせる役目。

　あげくの果てに、兄の一人は魔性に身体をのっとられ、各地で非道なふるまいを繰り返している。

　まともな心を持っていたら、とても耐えられない。

　憐あわれと、思えなくはない。これまでの所業を振り返ると、特に蒼刻にした仕打ちを思えば、純粋に同情するのはとても無理だけれど。

　張梁は、元の冷たく乾いた口調に戻って告げた。

「寝台の下」

「？」

「おまえの手鏡がある」

　朧月は息をのんだ。

　身をひるがえそうとしている張梁に、思わず訊きいてしまう。

「み、見張りはいいんですか？」

「おまえに我が身を儚はかなんで死ぬつもりがないのはわかった。それよりも兄者が気になる」

「──中身が黄魔でも……？」

「なぜ、さっさと殺さなかったのかと言いたげだな」

　ぎくりとして、肩がこわばった。

　そこまで攻撃的なことは考えていなかったが、兄の姿を借りた魔物になぜああも忠実に従っているのかとは思った。

「それでも身体は、俺が唯一護りたかった人のものだ。兄者は昔から散々病やまいに悩まされてきた。俺はそれを間近で見てきた。そんな人の身体を刃やいばで引き裂くことなど、俺にはできない。殺せない」

　淡々とした声なのに、言葉が矢となって耳や胸を突き刺してくるような重苦しさをはらんで、空気を灰色に染め上げる。

　知らぬ間に息をつめていた朧月は、張梁の兄への深い愛着に圧倒されていた。この凶手に、これほどの想いがあったなんて。

　そして。

「……あなたはまだ、あきらめきれていないのでは？」

　兄の命を。もしかしたら還かえってきてくれるかもしれないと思うから、今の張宝に従い、その身体を護っているのではと。

　そう、ぽろりと言った後で青ざめた。長年絶望感にさらされてきた張梁の神経を逆さか撫なでしそうだということに、言った後で気づいたのだ。

　だが黒衣の凶手は、勝手にすくみ上がっている朧月を一いち瞥べつしただけで、何も言わずに扉に手をかける。

　だがそこで、急に時が止まったかのように動きを止めた。つかのま沈黙が落ちる。

「俺は弱い」

　朧月は耳を疑った。

「俺は弱い。おそらく、おまえよりも」

　彼女の戸惑いを察したようで、張梁は無表情に繰り返した。

　朧月に聞かせるためというよりも、結局は兄のために何もできなかった自分自身を切り刻きざむために言葉を発しているかのような雰ふん囲い気きだった。

「戦いを挑いどむ前に負けて、あきらめて、ここまで流されてきた」

「…………」

「おまえの恋しい男は、俺と兄者に徹底的に叩きのめされても、最後まで戦意を失わなかった。そのせいかもしれないな。俺は見てみたくなった。この真実を知った上で、おまえたちがどこまで戦えるのか」

　こちらを振り返った琥珀色の瞳には、試すような色も、期待する輝きもなかった。

　ただ、どうせおまえたちも黄魔に負けるだろうという、絶望と諦てい念ねんが巣食っていた。

　……扉が開き、再び閉まる。

　張梁の姿が消えると、朧月は操り糸が切れたように浅せん緑りよく色しよくの絨じゆう毯たんの上にへたりこんだ。

　身体にまったく力が入らない。

　張梁との対たい峙じで、過度の緊張にさらされていたことに、今さら気づく。それすら気づかないほど硬くなっていたのだ。

（……頭が痛い）

　一気にいろいろな真実を教えられて、その重みで身動きがとれなくなったような感覚だ。

　ただ、依然としてわからないこともある。

　今の張宝──黄魔は、わたしをなぜ連れてきたのだろう。

　楔や枷は、もはや必要ないどころか、黄魔たちにとっては邪魔でしかないはずだ。

　彼が執着しているのは、おそらく──

（冥めい界かい公こう主しゆの力……？）

　死を操る力。

　否いな。そんなものが、黄帝が唯一斃たおせなかったという魔性にとってなんの意味があるのか。

（……わ、わたし一人じゃ解決できないかも）

　自分の脳みその出来に見切りをつけるのは、わりと早かった。朧月はそそくさと寝台に近づき、その下をのぞいた。

　目当ての手鏡は、無む造ぞう作さに投げこまれていた。

　無む頓とん着ちやくなところが男の人っぽいような気もして、張梁に少しだけ人間味を感じつつ、手鏡を拾い上げる。

　煌言にもらったものだ。一見ただの女性の持ち物のようだが、これでも立派な道術の結けつ晶しようだ。

　たしか同じ手鏡を持っている人となら、離れた場所にいても連絡がとれるという。

（使えるのかな）

　というのも疑問だが、ほいと渡されてほいほい使ってしまって大丈夫なのか、という心配もある。罠わなを仕掛けられていたら洒しや落れにならない。

　しかし、あそこまで教えてくれた張梁のことは、ある程度は信用できる気もした。

　けれど、今まで本当は兄ではないと知りつつ、張宝に従っていた事実もある。

　何もかも危うい状況。

　だが、自分のことはともかく、霊珊や天狼たちを助けに行きたいのだ。蒼刻が来るのを待つだけでは、なんとも頼りない。

「たしか、この鏡を持っている人に何か伝えるには……」

　来将軍から教えてもらったとおり、指先で鏡の表面に、道教で使われる呪じゆを描えがいてみた。

　一度目は反応しない。

　じわりと冷や汗をかきながら、二度、三度と同じことを繰り返していると、十回目くらいで反応があった。

『おや──』

　声が先に聞こえた。

　水に波は紋もんが広がるようにして鏡の表面が揺らぎ、金色の髪先が映る。

『もしかして、君と初めてつながったのは私ということかな？　──朧月』

　ここが魔ま鬼き城じようだということを忘れてしまいそうなほど、優雅で甘い声が聞こえた。

　朧月は目をむいた。

「て、……天てん祥しようさま!?」
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　張ちようさんの案内で山道を進んでいくと、次第に植物が減り、とうとう細い道の両側に切り立った岩山がそびえているような嫌な場所に入った。嫌といっても雰囲気の問題ではなく、敵に奇き襲しゆうをかけられると防戦一方になりやすい不利な地形が、武官として好きになれないのだ。

　さながら砂色の巌いわでできた身体を持つ鰐わにが、うっすらと開けている口の中に入っていくような場所だ。

　そうは言っても、ゆるやかな登り道を行く蒼そう刻こくの目に、あいかわらず迷いはない。

　油断なくあたりに注意力を向けながら、蒼刻はふと思い出す。

「いろいろ考えてたんだが」

「なんじゃ？　やっと自重して引き返す気にでもなったのか、蒼刻」

「違ちげぇよ張さん。──おい、衛えい万ばん里り」

　蒼刻は、黒髪の情報屋を振り返った。自称〈恋する情報屋〉を。

「万が一ってこともありそうだから訊く。あんたの片恋の相手って、もしかして皇宮におわす湘しよう雲うんさまだったりするのか？」

「…………」

　さすがに万里は、素直な朧ろう月げつのように見てすぐにわかる反応はしなかった。

　だが不意打ちはきいたようで、彼の眉がぴくりと跳はね上がったのを、蒼刻は見逃さなかった。
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　しばしにらみ合いのような状態になったが、万里は蒼刻と違って、こういう面であまり意地を張らない性分らしい。灰青色の空に視線を投げながら、決まり悪そうにぼやく。

「惚ほれてちゃ悪いかい」

「悪いことはないが。本気か？」

「そう言われると思ったんだよ。元用心棒の情報屋ごときにゃ、高たか嶺ねの花すぎるからな」

「いや、そういう意味じゃなくて、今でも本気で惚れてるって言葉に偽いつわりはないのかと訊きたかったんだが」

「…………」

　万里は答えなかった。だが、否定しないということは、肯こう定ていしたのと同じだろう。

　この飄ひよう々ひようとした男が、照れて笑うことも軽口ではぐらかすこともせず、寂しそうな目をしていた。

（どうにかできないもんかな）

　花守の初恋の件もそうだが、万里の想いもなんとなく他ひ人と事ごとには思えないのだ。できることなら、何かしてやりたい。

　考え顔の蒼刻の真横に並びながら、張さんがおもむろにため息をついた。

「まったく。おぬしは、それ以外に気にすることはないのか」

「？　なんのことだ」

「儂が覚悟して白状した生前のことを、さらっと流しおってからに」

　本来の虎とらにはあまり表情がないはずだが、張さんが憑ひよう依いする白虎はなかなか複雑な表情をする。

　このときも、感激するような、怒ったような、あきれたような、なんとも言えぬ顔つきで蒼刻を見ていた。

「あんたの過去がどうこうって話は、昏こん星せいでもう済ませたじゃないか」

「あれはあくまでも仮定の話じゃろう。儂は本当にアレだったというのに、ほいほい案内されてついてきていいのか」

「あんたは今さら俺を裏切るほど矜きよう持じのない男じゃないだろ。星せい彩さいだって気にしないって笑ってたんだから、俺がそうできない理由がない」

「……まあ、我わが姫も鷹おう揚ようというか」

　はにかむように目をそらされると、微妙に惚気られている気分になる。

　張さん──本名は、張ちよう燕えん博はく。

　張ちよう宝ほうたちほどではないが、黄こう巾きん賊ぞくでは長老と呼ばれ、重要な立ち位置だった。しかし、魔性と化した張宝のいたずらに悲劇をまき散らすやり方が許容できずに止めようとしたところ、殺されてしまい、魂こん魄ぱくを白虎に植えつけてから他の山に捨てられたらしい。

「なんだってそんな遠回しなことを？」

「おそらく見せしめじゃろう。あやつの意向にそむけば、死ぬだけではなく、卑いやしいけだものに変えられてしまうと」

　毛虫よりかはマシだ、などと張さんは達たつ観かんしているが、よく考えなくても処刑の方法としてはえげつない。進言してくれた配下を殺すこと自体が納得できないし、死を引き延ばして苦しめる方法には嫌けん悪お感かんしか湧わかない。

　だが──張さんがこうなっていたおかげで、道中、黄巾賊の内部についていろいろと知ることはできた。

　──張宝の正体。

　──迫せまる黄巾賊の根城で起こっているであろうこと。

「待て」

　話しているせいで若じやつ干かん歩みが遅れていた蒼刻たちよりも先を行っていた子し龍りゆうが、短く声を発して立ち止まった。

　皆でさっと手近な岩陰に身をひそめて、ゆるかやな坂道の先を見る。

　目を凝こらすと八はつ卦けの紋様などを印しるした黄色い旗が、弱い風に揺れているのがわかる。その旗の根元で蠢うごめいているのは、黒衣の殭屍キヨンシーだ。三百はいそうだ。

　──昏星の城市には幽鬼がいなかったが、それはほとんどが張宝によってこの骸の軍勢に転生させられていたからだということを、蒼刻たちは知らない。

「防衛線じゃの」

「みんな斃すか突破するかしないと、先には進めなさそうだな」

「どうするんだね？」

　突破しようにも、敵の数が多すぎないか。考え顔の子龍は、そう言いたいようだ。

　蒼刻は腕組みした。

「行く手が敵だらけなら、目的地に向かって突撃するしかないな」

「いやいやいや」

　頭痛でもするのか、万里が額ひたいを指先で押さえながら割りこんできた。

「なんでゴリ押しなんだい。ここはいったん退却して別の道を、って言葉はないのかい？　未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんさま」

「やつらは弓矢を持ってない。刀や槍やりだけだ。しかも今まで遭あった連中を見るに、特別な訓練を受けたわけでもないし、死から甦って痛覚がないという点以外に注意すべきところもない。道はこのとおり狭いから、一度に相手する数は意外と少なくて済む」

　俺が退く理由がないと言い切ると、万里は天を仰あおいだ。

「……お兄さんもし生きて帰れたら、劉りゆう家はとんでもない戦闘一族だって情報を国中に流すわー。三大家の中じゃ穏おん健けん派はかと思ってたのに、びっくりだぜ」

「別に劉家はそんな野や蛮ばんじゃないぞ。ただ、ご先祖さまは兵力が少なくて苦労した時代があったらしくて、その頃の教訓から『敵が二倍いたら二倍強くなれ、勝ったときは根ね絶だやしにせよ』って言い継がれてるだけで」

「怖こえぇよ」

　漫才のような押し問答が聞こえていないかのように、張さんが深刻そうにうめいた。

「すまぬ。……はめられたのかもしれぬ」

「なに？」

「張宝どもめ、儂を苦悩させ、おぬしらを怯えさせるためだけに儂の記憶を取り戻させたのかと思ったが──おぬしらが儂の案内で追ってくることを計算の上で、あの骸の軍勢に待ち伏せしていたとしたらどうだ？」

　ありえなくはない話に、三人とも思わず黙りこむ。

　張さんは張ちよう梁りようとの戦いの際、兄から預かっていたとおぼしき奇妙な霊れい符ふを身体に押し当てられたとたん、頭ず蓋がいが割れるような頭痛とともに記憶を取り戻したという。

　薄笑いで朧月をいたぶり、骸や命を気まぐれに弄もてあそぶ張宝のことだから、白虎の言うように、嫌がらせ目的だという印象を受けていた。

　が、たしかに、結果的には朧月を助けに行く蒼刻の助けになっている。

　もっと深読みするべきだったのか。

　嵌められたのかと思えば苦々しい心地だが、蒼刻はすぐに気を取り直した。

「要するにあいつらを薙ぎ倒せば済むことだろ」

「結論早はえぇ！　少年そんな結論ゴリ押ししかない性格だっけ!?」

「可愛い奥方──いや、あのお嬢じようさんがいないせいで気が立っているのでは？」

「やめろおっさん」

　子龍にびしりと指摘しておいてから、蒼刻は腰に手をあてて胸をそらした。

「うちの気まぐれ兄貴が、こういう状況のときの戦い方は嫌ってほど教えてきやがったことがある。大丈夫だ」

　万里がなんとも言えない顔をする。

「少年はたしか、長ちよう兄けいが嫌いなんだよな？」

「だれから聞いた──って、まあ予想はつくが」

　煌こう言げんの笑顔と、不ふ幻げんの無表情が頭に浮かぶ。彼らはあの混こん世せい魔王と直接面識もある。

「たしかに大嫌いだし、くたばれ迷惑者と本気で思ってるが、間違ったことを教えられたとは思ってない」

「ちなみにどんなことを教えられたんだい？」

　あきれ半分、感心半分の万里に問われ、蒼刻はちょっと考えた。

「相手が十倍の数いるなら、こっちは十倍の力と速さで叩き斬れば勝てる、とか」

「はっきり言って正気の沙さ汰たじゃないぜ少年」

「変態じゃな」

「だが、ある意味お兄さんとはそっくりなのだな」

「万里はともかく、張さんと子龍さんまで何言いだすんだよ」

　どれもこれも反論したいが、一番聞き流せないのは子龍のしみじみとした感想だった。あんな風ふう来らい坊ぼうにそっくりでたまるか。

「だいたい俺だって、なんの用意もないのに突然突撃って言ってるわけじゃないぞ。──これがある」

　と言って蒼刻が懐ふところから取り出したのは、数枚の霊符。

「出発前に来らい将軍からもぎとってきた」

「おぬしという子は……。上官からカツアゲしてきたのか」

「人聞きが悪いぞ、張さん。治ち癒ゆの霊符をくれたから、ついでに、道術の素養のない馬ば鹿かでも使える霊符はないかと訊いてみただけだ」

　あきれ顔の白虎と情報屋をよそに、子龍があくまでも泰たい然ぜんと質問する。この男も大概肝きもが据わっている。

「これらの霊符には、どういった効果があるのかな？」

「この二枚には炎ほのおを生み出す効果があって、こっちの一枚には地面を一時的にへこませて落とし穴を作る」

「おいおいおい、それが素人しろうとに使えてもいいんかい」

　予想以上に過激な攻撃力があったのか、万里が至いたってまともに引いた。

「普段なら絶対に、仲間内の道士以外には渡さないらしいが、無理を頼んだ」

「交換条件に、おぬしの姫に頰ほおずりさせてほしいとでも言われたか」

「それは断った」

「って、ほんとに提案されたんかい」

　万里のつっこみからはそろそろ気力が尽つきかけている。

　とにかく遠回りは断る──朧月にたどりつくまでの時間を短くしたい蒼刻は、一切を無視して言った。

「これをあんたたちが持っていてくれ」

「って、少年はどうするよ？」

「俺は別の役を果はたす。そのことを含めて、策をこれから説明するから聞いてくれ」
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　小さな鏡越しとはいえ、久しぶりに逢う天てん祥しようの美び貌ぼうはやはりため息ものだ。鏡の表面から金色の淡あわい光がこぼれてくるのでは、とさえ思う。隅っこにときどき映りこんでくるパンダのおもしろい格好でも、ぶち壊しにならない優雅さがすごい。

『来らい将軍に頼まれてね。彼と交代交代で、君に連絡がとれないか試みていたんだよ』

「え……それじゃ──」

『うん。彼から君の事情は聞いてる。──大変なことになったね。すまない』

「な、何なに故ゆえに天祥さまが頭を下げるのですか？」

『君を最初に外に引きずり出したのは、皇宮の事件。つまり、私や皇帝陛へい下かがきっかけだろう？　その後も私たちが君の異能を利用したから、黄こう巾きん賊ぞくに目をつけられる結果になってしまったと言えるじゃないか』

「……そんな。そのようなこと」

　理路整然と説明されて、朧ろう月げつはたじろいだ。

　張ちよう宝ほうめとは思いこそすれ、国軍や皇宮のせいで、なんて不満を持ったことはないのに。

「でも、みんな人助けのためでしたし……むしろ逆に、わたしがお礼を言わなくてはいけないと思います」

『ん？』

「外に出なくてはいけなくなったから、蒼そう刻こくさんと出逢えました。ほかにも、やさしい方たちたくさん──」

『ふうん。蒼刻は別格で、私はその他大勢のやさしい人の一人なの？　つまらないな』

「え。……え？」

『冗じよう談だんだよ。こんなときに不ふ謹きん慎しんだったね、ごめん』

　戯ざれ言ごとめかしていたが、目が笑っていなかった気がして落ち着かなくなる。

　朧月は気を取り直すと、思い切って言った。

「天祥さま。──わたしは、天てん狼ろうさまに逢いました」

　鏡の向こうで天祥が固まる。

　朧月がここで起こったことをのたのたと説明すると、天祥は泣きだす寸前で氷ひよう結けつしたような顔をした。常に澄すましている彼にしては崩れた表情だが、それだけ取り繕つくろっていられないのだと思うと、胸がじわりと疼うずく。

『そう……か。死んだはずがないと信じつづけていたけど、そんなことになっていたのか』

「はい。……強いお方だと思いました。あのような場所に六年間も閉じこめられているのに」

　よくぞ狂わなかったものだと、感かん嘆たんする。

　そして、絶対にここから助け出し、天祥と再会させてあげたいと思う。

『──教えてくれて、ありがとう』

　天祥の表情から、甘さや微ほほ笑えみの気配が消えた。

　媚こびもはぐらかしもしない凜りんとした表情と理知的な物言いは、彼をまるで別人のように怜れい悧りに見せる。朧月は思わず、兄の面おも影かげを重ねてしまった。

『まずは君の身の安全を確保しないとだね。張宝の目的が何であれ、君をそこには置いておけない。蒼刻が君を助けに向かった日から数えると──』

「蒼刻さんは……やはり、わたしを助けに？」

『迎えに行ったよ。うれしい？』

「え」

『迷惑をかけて申し訳ないとか蒼刻のけがのほうが心配だとか、そういうのは取り払って考えてみて。うれしくはないかい？』

「……はい。──うれしいです」

　朧月は小さくうなずいた。

　蒼刻のけがのこと。力の神しん髄ずいのこと。ここは危険だということ──

　そうした想いの膜まくをはがしてしまえば、浅ましい心の奥で、蒼刻が来てくれることに救いと喜びを感じていることは否定できない。

『ならよし。でも──事は、黄巾賊を潰せば済む話でもなくなってしまったね』

　考えをまとめるように言葉を選びながら、ふと、天祥の瞳に複雑な翳かげりが落ちる。朧月も思わず口をつぐんだ。

　──黄こう魔ま。

　黄巾賊と呼ばれる人々に、この地で魔物を封じるように命じたのは、彼の先祖にあたる黄こう帝ていだ。

　本来なら国を魔物の惨さん禍かから護まもるために、犠牲を払いつづけている一族は──枷など一部のやり方には大きな問題があるとしても──尊敬か応援か理解か、とにかく、今のように国軍の敵扱い一辺倒ではない受け止められ方をされているべきであったのに、どこで狂ったのだろう。

　いつから彼らは、歴史の狭はざ間まに埋もれて、だれにも省かえりみられることない悲劇の一族になってしまったのか。

　やりきれない想いで胸が重たくなる。

（もし、わたしにこの地でできることがあるとすれば──）

　朧月の物思いは、天祥のため息でかき消された。

『──蒼刻と合流できなければ、その城から逃げおおせても意味がないからね。逃げる頃合いは慎重に見計らおう。それまでは、君は食事なり休憩なりして体力を温存していたほうがいいかな』

　仕切り直すように言われる。が、朧月は控えめに希望を口にしてみた。

「……でも、蒼刻さんが来るまでに、せめて部屋の外には出たいのです」

『朧月？』

「霊珊と天狼さまの安否がわかりません。天狼さまはともかく、霊珊は、解放されたらすぐにでもここに来られるのに……」

　おまえが心配してどうにかなる問題か？　と言われると困るが、この場所で彼らを手助けできるのは朧月だけだというのも事実だ。

『ありがとう』

「……はい？」

『本当は私がすぐそこに駆かけつけて、兄上を探したいくらいだったんだ。君にそう言ってもらえると救われた気分だよ』

　天祥の笑顔がまぶしくて、朧月は鏡をぽろっと落としそうになる。

　普段は羽根でくすぐるような揶揄や、はぐらかす言動が多いだけに、真正面から感謝されるとじたばたしたくなる。

「そ──それじゃ、行きましょうか？」

『うん、一緒にがんばろう。ちょっと距離は離れてるけど、逢い引きみたいだし』

　こけた。
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『双そう璧へき』の軍師のほうに聞いた話では、戦場は、九つの種類に区分できるという。

　その区分に従えば、この岩の裂け目のような狭い路みちは「囲い地ち」──敵はわずかな兵力でこちらを迎え撃うつことができるという、本来こちらには圧倒的に不利な場だ。

　用心すべき崖がけの上に、伏ふく兵へいや罠わなの仕掛けられた様子はない。

（行くか）

　深呼吸をひとつ。

　薄暗くなりはじめた空気の中、蒼そう刻こくは抜き身の刀を手に走りだした。

「────！」

　黒衣に簡素な鎧よろいを身につけ、顔のほとんどを呪じゆの書かれた布でおおい隠した異い様ような風ふう体ていの軍勢が、こちらに気づいてざわめきだす。

　蒼刻は大きく跳ちよう躍やくして彼らの槍やり衾ぶすまをかわすと、着地点にいた不運な殭屍キヨンシーの顔面を踏ふみつけながら刀を振るい、それだけで数体を斬きり捨てた。こちらに倒れこんできた一体の首根っこをつかんで投げ飛ばし、背後から襲おそいかかってきた刃やいばの嵐あらしを身代わりに受けてもらう。

　居場所は、敵陣の真っただ中。

　殭屍キヨンシーは血が出ないのが幸いだった。鎧よろいの継つぎ目に容よう赦しやなく刀を叩たたきこんでも、返り血を浴あびることはない。

　──朧ろう月げつにはとても見せられないな、と思う。

　相手が骸むくろに無理やり命をつなぎとめた存在だとしても、人の姿をしたものに、こんな無む慈じ悲ひな戦い方をするなんて。

「ギァ！」「アァアアアアアアア」「ギギィ！」

　死んだとはいえ人間の身体からだであったものから発せられたとは思えない、ぞっとするほど耳みみ障ざわりな声が上がる。心臓にやすりをかけるような奇き声せいだ。

　周りの影があらかた動かなくなったところで、蒼刻は真横に突っこんだ。振り上げた刀の切っ先で首が飛び腕が舞い骸が動かないものへと還かえる。

　折り重なった骸を踏み越えて、間かん断だんなく戦いつづけても、刀の切れ味はにぶらない。

（いい刀だ）

　凄せい惨さんな状況にもかかわらず、頭に浮かぶのは朧月のことだったり刀のことだったりすることに、我われながら怖おぞ気けが立つ。

　情報屋の言うとおり、今の自分は兄のように頭の螺ね子じが飛んでいるのかもしれない。

　醒さめた心ここ地ちで思いながら隊列をかなり突き崩した後で、蒼刻はいきなり回れ右をして、戦闘からの離脱を図った。

　──数が多すぎて斃たおせないから逃げる、そんな雰ふん囲い気きで。

　並の兵士よりも思考能力の低い殭屍キヨンシーたちは、蒼刻のそんな誘いにたやすく乗って、槍や刀を手に追つい撃げきをかけてきた。撤退戦は戦いの局面の中でももっとも難しい。後ろから背中をつつかれないよう、ときどきは攻撃をあしらいながら、来た道を戻る。

　──必死で逃げるフリをする。

　──戦いを挑いどんだことを後悔しているフリをする。

　蒼刻は走った。殭屍キヨンシーを引き離しすぎない速度を保つのは、意外と面倒くさい。

　あの場所が近い。いや、まだだ。もう少し、もっと深追いしてこい、こっちだ──

「──今じゃ！」

　白びやつ虎この吠ほえ声がとどろいた。

　言げん下か、まずは地面が抉えぐられたようにへこみ、黒衣の軍勢をその中に陥おとしいれる。次々に落とし穴にはまってどよめく殭屍キヨンシーたちの頭上に、万ばん里りと子し龍りゆうが使った霊れい符ふの炎ほのおが雪崩なだれのように降りそそいだ。鋸のこぎりの刃で鼓こ膜まくを引っかかれるような強烈な悲ひ鳴めいや怒ど号ごうが上がる。

　すわ火山の噴ふん火かかと思うほどの勢いで紅あかい炎が燃え上がり、程なくして殭屍キヨンシーたちは消し炭ずみと化した。

「来らい将軍の霊符怖こえー」

「あの人が自分で使ったら、もっとすごいぞ」

「少年も怖こえー、だったけどな。なにあの鬼き神じんみたいな働きっぷり。あれで全ぜん滅めつさせるんじゃないかと思ったぜ」

　万里にあきれ半分、感心半分に言われてしまった。

　囮おとり役やくが敵陣の真っただ中に突っこんで、しばらく戦い、「不利になったから撤退する」と見せかけて離脱。

　敵を罠わなの仕掛けられた位置まで誘引したら、伏ふく兵へいが総攻撃。

　──と説明は簡単だが、実際は囮役には死の危険が付きまとうし、敵を引きつけるには演技力が必要だしで、達成するのが難しい戦術だ。

　子龍が感心したように言う。

「君は完全に武闘派かと思っていたが、兵法も学んでたのか」

「ひととおりはな。でも普段は、国軍には俺なんかよりずっと優すぐれた軍師がいるから、俺は作戦にあまり口出しはしない。これも今回は囮が俺ひとりだから簡単だが、軍団でやろうとすると急に難易度が跳ね上がるしな」

　多人数で実行するにあたって、絶妙な連れん携けいや兵士の練度の高さなどの必要な条件をそろえるのは、並大抵ではないのだ。

　そうして骸を乗り越えてさらに進むと、切り立った崖がけに挟まれたような道がふっつりと途と絶だえて、砂色の岩壁が目の前に立ちはだかった。

　もちろん行き止まりではなく、万里や子龍が頭をぶつけるかぶつけないかギリギリの高さの穴が開いている。長い洞どう窟くつのようだ。

　白虎がふいに立ち止まった。

「どうした張ちようさん」

「──儂わしの記憶では、この洞窟には、昔は毒の花粉を持つ花がびっしり生はえておったのじゃよ。そのせいで中には毒を帯おびた空気が沈ちん殿でんし、一族の者のほとんどは、ここを抜けて外に出ることができなかった」

「出られるやつもいたのか」

「中には、毒に耐たい性せいのある体質の者もいてな。そうした中からその世代の『張ちよう梁りよう』が選ばれていたのじゃ。あとは、特殊な仙薬で一時的に耐性をつけるしかない」

　毒がまだ残ざん留りゆうしていないか警けい戒かいしつつ、洞窟じみた穴の内側を探さぐってみると、蔦つた性せいの植物が枯かれた痕こん跡せきがわずかに見つかった。

　どういった花だったのかは想像もつかないが、壁へき面めんをびっしりとおおう花から毒の花粉が舞い落ちる様を想像すると顔がゆがむ。

「って張さん、もしその花がまだあったらどうするつもりだったんだ」

「いや、毒の花があったのは、儂が死ぬ少し前までじゃ。そう──張ちよう宝ほうがああなったのと同じ頃に、花が急に枯れてのう。だがそれを一族の者に教えることは禁じられた」

　子龍が眉まゆをひそめた。

「一族の者を、外に逃がさないため──か？」

「そのとおりじゃ。宿命を嫌って出ていきたがる者はおったからのう」

　哀しげにつぶやく白虎を、万里は気遣わしげに見やる。

「まだ毒の花粉残ってたりしないのかい？　白虎の旦だん那な」

「花が枯れた直後はさすがに危険だったが、今は大丈夫じゃ」

「──なら、行くぞ」

　なんとなく白銀の毛並みを撫ぜて、蒼刻は言った。





[image: ]






　──魔ま鬼き城じよう。

　一階へ降りていくと、窓の外に澱よどんでいた濃い霧が、先ほどまでより薄くなっていることに気づいた。近づいてみると、城の前は少し開けた場所で、枯れた色の芝しば生ふの上に白い龍りゆう爪そう花かが群れて咲いているのが見えた。

（でも、人はいない……）

　黄こう巾きん賊ぞく。張ちよう梁りようから聞いた限りでは、「一族の者」がいるはずなのに。

（城から離れたら、家でもあるのかな）

　砂色の世界への穴あなを探すのには苦労した。

　しかも、ようやく探し当てたと思ったら穴はふさがれていた。穴の周りに描えがかれた紅あかい紋もん様ようは半なかば消えかかっている。

「入り口を、別のところに移されてしまったのでしょうか……」

『かもしれないね』

　朧ろう月げつが腰帯に挟んだ鏡から城内を眺ながめる天てん祥しようは、寂さびしそうな声になる。

　兄に逢あいたかったという想いが素直に透けて見えるのは、常に微ほほ笑えみではぐらかすこの人にしてはめずらしい。

『でも、六年もここで耐えていたんだ。あの人が簡単に死ぬはずはないと思う』

（霊れい珊さんも……大丈夫かな）

　天てん狼ろうと一緒にいてほしいと思う。どうもあの二人は顔見知り以上の絆きずながあるように思う。

（まさか恋人だったり……いやいやいや）

　生者と死者という障害以前に、霊珊は今でも子し龍りゆうを愛しているのが、そちら方面にはさっぱり疎うとい朧月にもわかったのだ。ありえない。

　天祥にうながされて玄関に向かってみると、やはり扉とびらは開かないままだった。

　しかし。

『朧月──この扉、道術で封じられているね。扉の隅に描かれた紋様をよく見せ……そう、いいよ、そこ。……うんうん、それじゃ朧月、私の言うとおりにやってみせて』

　言われるがままに呪のろいめいたものを指先で描いたり、妙な言葉を唱となえたりしていると、扉の封印が急に解とけて消えた。

「天祥さま……来らい将軍みたいな道術の天才ですか？」

『ううん？　単なる暇ひま人じんだよ』

　如何いかんとも返事をしづらいお言葉である。

『ただ、その張ちよう宝ほうとやらの身体からだに居座っている黄こう魔まは、召しよう鬼き法ほうや尸し解かい仙せんみたいな死者に関する禁術には長たけているのかもしれないが、こういう結界みたいなものにはそこまで長じていないのかもしれない。皇こう都との結界を来将軍が補修してるのを見たことがあるけれど、この数十倍は難解な紋様を使っていた』

「来将軍ってすごいんですね……」

『まあ単に張宝が、君が解けるはずないと思って、そんなに手のこんだ結界にしなかった可能性もあるよ？』

　ともかく城外に出てみることにした。普段なら頼まれても玄関から外に出るなんて行為はしたくない朧月だが、今回ばかりはその逆だ。黄魔の手の内から出て行きたい。

　扉をぐっと押し開き──

　ほの甘い花の香りに埃ほこりっぽさが入り混じった独特の空気を浴あびて、まずむせ返りそうになった。

　城の前は一面の花畑だ。真っ白な龍爪花が、強い風にも折れずに咲き誇ほこっている。

　遠くを見渡せば、奇き抜ばつな稜りよう線せんを描く岩山が連なっていた。どうやらここは人里離れた高地のようだ。

　歳月をかけて風ふう蝕しよくで刻きざまれた岩山はどれも不思議な形をしており、夕明かりに近い陽光を浴びた表面は薔ば薇ら色いろに輝きながら、この世のものとは思えぬ幻想的で怪かい奇きな光景を作り出している。

　朧月は場違いに見み惚とれて立ち尽つくした。同じ神しん華か国内なのだろうかと思う。

『ここは──』

　天祥の声。驚いたような、何かの確信をつかんだような響きがある。

「天祥さま？」

『──朧月。もう少し周りを調べてみてくれないか』

「あ、はい……」

　何かを考えている様子なので、質問するのははばかられた。

　罠が仕掛けられていないかと怯えながら森を行く兎うさぎみたいな気分で、花園を歩き回る。

　視界が悪いおかげなのか、張宝たちはまだ脱走した朧月のところに来る様子はない。

　でも、張宝などは忽こつ然ぜんと現れるし……と、顔をくもらせたときだ。

　──呼ぶ声が。

　蒼刻の声が聞こえた気がした。霧を散らすような強い風にまぎれて。

　はっと顔を上げた朧月は、全身全霊をこめてその名を呼んだ。

「──蒼刻さん……！」

　来てくれた。

　歓かん喜きがそのまま花開いたかのような、可か憐れんな声だった。

　気のせいだとは思えなかった。

　声のしたとおぼしき方角に走りだして、すぐに転ぶ。けれど地面で打った膝ひざの痛みなど感じないかのように、朧月は花園の向こうへと駆かけだしていった。幽ゆう鬼き院いんに来てくれた蒼刻を迎えに行くときと同じように。

　怖さも異能の真実について悩んだことも何もかも、頭からきれいに吹き飛んでいた。
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「ん？　あ、おい少年？」「蒼そう刻こく？」「おい君──」

　呼ばれた気がした瞬間、蒼刻は思わず駆けだしていた。どちらが飼かい主ぬしで珍ちん獣じゆうなのかわかったものではない勢いである。

　坂道を登り切るとそのまま一面の龍爪花の園が広がっていたが、花の色なんてほとんど視界に入っていなかった。

　求めている色彩はそれではない。ぬばたまの黒髪、翡ひ翠すいの瞳、白い肌はだ、珊さん瑚ご色いろの唇くちびる──

（あ）

　いた。

　そこに至るまでに何度転んだか聞きたくなるような頼りない足どりで、花園を彷徨さまよっている少女を見つけた瞬間、蒼刻は彼女の名を口にしようとした。だが呼ぶ前にこちらに気づいた様子で振り返った彼女が、こちらに走ってくる。

　転びそうな小さな身体を抱きとめようとして──

　急に立ち止まった朧ろう月げつが、がばっと地面にうずくまった。

　腕を大きく空振りした蒼刻は、なんとも言えない気持ちで、足元の珍獣を見下ろす。

「おい朧月」

「も、……申し訳ございません！」

　は？　と蒼刻は不ふ機き嫌げんそうな声を上げてしまった。理想の再会とは程遠い展開に、釈しやく然ぜんとしないことこの上ない。

　こけたのではなく思いっきり土ど下げ座ざしている少女は、必死な声で言う。

「ご無事で何よりです……けど──このようなところまで、来させてしまって」

「おまえは本気で阿呆か」

　そう来るか。朧月らしいと言えばらしいが、自分の欲しい反応とは違う。

　蒼刻はその場に膝をつくと、面倒な珍獣の衣の首根っこをつまみ上げた。

　強制的に面おもてを上げさせられた朧月は、ひいいっ、とすくんだ。

「別にここまで迎えに来るのに、おまえが恐きよう縮しゆくするほどの手間はないぞ。いつもよりちょっと距離が長くて、ちょっと敵の数が多かったくらいだ」

「て……敵？」

「殭屍キヨンシーの防衛網が道中に少しな。でも、おまえの兄貴のほうがずっと怖い」

　わりと本気で言ったのに、冗談だと思われたようだ。朧月の顔が苦笑いみたいになる。

　ただ、当初の硬さはほぐれたようなので、改めて抱き寄せた。

「……ッ!?　そ、蒼刻さ──」

「なんだよ」

　ひどく長い間離れていた気がする体温を確かめながら、仏ぶつ頂ちよう面づらで言う。

　あんなに逢いたかったのに、いざ抱きしめるとちっとも甘くささやけない自分が自分で面倒くさい。黒髪に頰ほおを寄せるだけで、夢見心地になっているくせに。

「あの野郎に何かされたか」

「え？　あ──張ちよう宝ほうたちのことでしたら、大丈夫です」

　ならよし。この娘は非常にズレているしぼけているが、このぽやんとした様子なら、蒼刻がひそかに危き惧ぐしていたようなこともなかったのだろう。

　蒼刻はいったん身を離すと、両腕を広げたまま、頰の赤い少女にうながした。

「ほら」

「……はい？」

「珍獣らしく飼い主さまにしがみつけ」

　紅こう潮ちようしていたがほかの部分と区別がつかなくなるほど、朧月が真っ赤になる。

　その恥はじらい方すらなつかしく、愛らしく、自分の言ったことを無視して再びふれたくなった。離れている部分がないくらい、ぴったりと。

「で、……では、失礼いたします」

　赤くなったり青くなったりしながらためらっていた時間は、意外と短かった。

　蒼刻がひねくれている分まで朧月は素直で、彼の上じよう衣いにおずおずと手を伸ばすと、指先でつかみ、そのまま胸元に額ひたいをすり寄せてきた。これが彼女には精一杯の「しがみつく」か。温かくてくすぐったく、悪い気分ではないが物足りない。

　彼女は彼女でひたっているようなので、強引にしていいものか迷う。

　けれども、再びこうして抱き合えたことでひとつ、蒼刻の中で形を得たものがある。

　取り戻せた。二度と離したくない。そんな純粋な熱情の結けつ晶しよう。

「朧月」

「はい」

　呼べば、可憐な声が返ってくる。いつでもこの距離でありたいと強く思う。

「ここから帰ったら、俺はおまえを娶めとるぞ」

　沈黙。

　一瞬後、朧月は反射的にかばっと身を離そうとしたのを、とっさに二の腕をつかんで逃がさない。
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　朧月は今まで見た中で一番動揺していた。ぶっ倒れないか心配になるほど顔が赤い。

　腰が抜けたかのようにへたりこみ、なんとか口を開くが、言葉にならない。

「め──め、め……」

「羊じゃねえんだから鳴くな」

　額を手刀で軽くこづいてやったのは、照れ隠しめいた意味合いもあった。

　好いた惚れたと告げる前にそれかと、自分でも思わなくもないが、偽いつわらざる本音ではあるし、あわあわとする少女は単純にいとおしい。

　やわらかな頰にふれると温かいを通り越して熱いほどだ。

「嫌か」

「！　え、えと、あの……わたしは──」

「落ち着いて話せ」

「逢って早々に、無茶ぶりしないでください……」

　困った顔になる朧月の頰を、蒼刻はやれやれと思いながらつまむ。

　だが次の瞬間、朧月の顔から表情が消えた。

　愕がく然ぜんとしたように目をみはり、いきなりその場にうずくまる。まるで急に気分が悪くなったかのように。

「え？　おい、そんな痛くしたつもりは──」

　戸惑う蒼刻をよそに、首を絞められているかのように苦しげな息の下で、朧月がうめく。

「声が……」

　なに？　と思ったとき、蒼刻の耳にも突き刺すような声が響いた。

　──我らの……

　──我らの元に来たれ。冥めい界かい公こう主しゆ。

　張宝ではない。張ちよう梁りようでもない。

　蒼刻も初めて聞く、峻しゆん厳げんな意思に満ちた強い声が、頭ず蓋がいの中に殷いん々いんとこだましていた。右目の灼やけるような疼うずきとともに。

　この感覚は記憶がある。

　右目に残る呪じゆ詛その後こう遺い症しようのせいで、幽ゆう鬼きたちのささやきが聞こえたときと同じだ。

　朧月もこれを聞いているのか。ということは。

（この声は──）

　──我らの元に来たれ。冥界公主。

　呼び声とともに、大地が鳴動した。まるで、巨大な怪物が歓かん喜きに打ち震ふるえたかのように。
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　仄ほの暗ぐらい隘あい路ろをくぐり、乾いた石の階きざはしを踏とう破はし、呪じゆ符ふが無数に貼りつけられた門を開く。

　光のような淡あわい黄色みを帯おびた花びらが、張ちよう宝ほうの目の前を流れていった。

　始まりの場所だ。

「まあまあ計画どおりだ」

　張宝は、だれかに語りかける口く調ちようでそう言った。

　見渡す限りの花に包まれた世界に、彼以外、人らしき姿は見当たらないにもかかわらず。

「冥界公主がまだ本格的に目覚めていないが──ま、あの娘はなんとでもなる」

　沈黙。

「ひと足早く我の懐ふところに飛びこんできた男どもも、まあ他た愛わいもない。裏切り者は毛皮でもむいで敷物にしてやろ」

　沈黙。

「そして、いずれは国軍もここに押し寄せてくるであろうな」

　月明かりの色に狂い咲いた桜。

　その真下で、まるで幹の中にだれかがいるかのように、張宝の身体を支配した魔物はささやきかける。

「九百九十九人の楔くさびを捧げ、さらにその百倍の枷かせを使い、最後には汝の弟まで犠ぎ牲せいにしておきながら、結局は我を闇やみの底に留とどめきれなかったな。是ぜ非ひとも汝の感想が聞きたいものよ。──なあ、張ちよう角かく？」

　まるで落とし穴にはまった憎たらしい悪あく童どうでも眺ながめるような、酷こく薄はくな冷笑で。
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　花が見たい、とその人は言った。

　花ならうんざりするほど咲き乱れているだろう、と言い返すと、苦笑いをされた。

「あの黄こう魔まのための桜でも白い龍りゆう爪そう花かでもなくて、四季折々に咲く花のことだよ。神しん華か国は本来、一年を通じて花に満たされた国だ。……ここは、残念ながら違うけれど」

「…………」

「ここではない普通の土地では、季節ごとに咲く花の顔ぶれが違うんだ。君は任務で外に行ったときに、見ているはずだけど」

「気にしたこともなかった」

「君らしいね。任務が終わると、とんぼ帰り。──たまには張ちよう角かく兄あに者じやや私に気兼ねせず、少しくらい遊んできてもいいんだよ」

「気持ちはうれしいが──」

　二番目の兄のやさしい声に、張ちよう梁りようは困惑をあらわにしてしまう。

　黄魔を封じる定めから逃げようとした者を狩かり、時には枷かせとするための魂たましいを集めるのが宿命という身の上だ。幸も不幸も、楽も苦痛も、よくわからない。何をすれば愉たのしいのかなんて、考える気すら起こらない。

　ただ、この兄のそばで語らう時間だけは、ほっとするというだけで。

　張梁は小さな幸せに浸るように一度目を閉じ、再び顔を上げた。

「それより。外に行ったときに、何か土産みやげが欲しくないかという話だが」

「うん。私は、花が見たい」

　二番目の兄は、先ほどと同じ言葉を口にした。そこまで言われて初めて、情じよう緒ちよのない張梁は思い出した。

　幼おさない頃、病やまいで何日も寝しん台だいから出られない兄のために、龍爪花を摘つんできたことを。

　薬香草の知識も道術の素養もない自分にも、できることはないかと訊きいて、望まれるままに花をとってきた。

　ありがとうと微ほほ笑えみ、花か瓶びんにいけたそれを大事に愛めでる兄の姿に、いつになく気持ちが満たされて──生まれて初めて、これが幸せというものかと思った。

「君が外に行くときに。行った先に咲いていた花を、持ち帰ってきてほしいと思う」

「花か」

　張梁は戸惑った。今の自分が花を摘む図を想像すると、笑えもしないひどい絵になる。

「君は私と違って、どこにでも行ける身体からだだ。望むなら、この魔ま鬼き城じようを離れることだってできる」

　弟の散ざん切ぎりの黒髪を撫なぜ、張宝は穏おだやかに続けた。

「こんな場所に生まれておいて、慰なぐさめにもならないのはわかっているけれど──君の手だって本当は、人を殺あやめるためだけの道具ではないはずなんだ。だって、私が具合が悪いときには支ささえてくれるし、冷たい水にひたした布を額ひたいにのせたりしてくれるんだから」

　張梁が膝ひざの上に置いていた手に、兄の透き通るように白い手が重ねられる。

　張宝はやわらかに微笑んだ。

「だから──この手で、花を。そう思うんだよ」

「……わかった。今の季節なら、どんな花がいい」

「君が選んだ花なら、なんでもいいよ。たとえ帰る途中で枯かれてしまっても、決して捨てずに持ち帰ってきてほしい。そして、その花がどんな場所に咲いていたのかを聞きたい」

　その言葉は胸に刻きざみこまれた。

　幼い頃のように屈くつ託たくのない笑顔が見られるのなら、恥はずかしさは忘れられると思った。

　──一年前にすべてが台なしになるまで、それはたしかに張梁の心の安らぎだった。




　まぶたを開け、張梁は自分の手を見下ろした。

　血で汚れて紅あかい、などという次元を通り越して、すでに真っ黒な手だ。

　自分はいつか戦いくさで無む残ざんに果はてる。そして必ず地獄に堕おちる。わかっていながら、一番大事な人だけは救いたいなどと欲をかいて、最悪に絶望を上うわ塗ぬりするような惨さん事じを招いてしまった。この世のだれにも許されないと覚悟している。

　それなのに。

　──『あなたはまだ、あきらめきれていないのでは？』

　翡ひ翠すいの瞳をした少女の言葉が、耳の中で甦よみがえり、鈴の音ねのように反響していた。

　自分は彼女の恋しい男を容よう赦しやなく傷つけたというのに、その言葉で動かされて、まだ浅ましくあがこうというのか。

　根深く心に巣食ったあきらめと、今まで目をそむけつづけていた光に手を伸ばしたい気持ちの間で、張梁は揺れていた。
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　お久しぶりです。前巻で「ここで切るなよ！」「なんか雰ふん囲い気きが暗いよ！」などと怒られながらの『双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん』第６巻でございます。全５巻だった『アルビオンの夜の女王』を超えまして、この先は未み踏とうの領域だと思うと、胸が熱くなります。

　……が、今回も実にデッドラインに次ぐデッドラインな進行状況で、関係者の皆様たいへん申し訳ございませんでした。つ、次こそは絶対にいい子になります（公約）。

　読者の皆様、世に数あま多たある本の中から拙せつ作さくをお手にとっていただき、ありがとうございました。いつもがんばって書いておりますので、末永くお付き合いいただけると幸いです。

　今回出ました黄こう巾きん賊ぞく絡がらみのストーリーや張ちようさんの裏設定などは、１巻執筆時には頭にあったものの「まあ実際には書くこともないだろうなあ。自己満足、自己満足」などと思っていました。いつも一番気合いを入れていて、かつ頭を悩ませているのは掛け合い漫まん才ざいですが、そんなところも箸はし休やすめにお読みいただけたら幸いです。ケーキバイキングの間につまむサンドウィッチのように。

　そうは言っても今回は、朧ろう月げつと蒼そう刻こくの二人に関しては「どんな状況下でものろけられるか」の耐久勝負と「離れているとボケとツッコミが逆転する」現象が主題という気がしなくもないです。次はまったり漫才大盛りにしたいと思っております。朧月と蒼刻（と巻きこまれる周囲の皆さん）のコントがないと、自分も元気とか気合いが出ません。

　いただいているお手紙では「蒼刻がんばれ」という感想が多く、脇では静せい心しんや煌こう言げんが人気なのかな？　という感じです。くまの先生も静心がお好きだそうです。そういえば自分の前作やデビュー作でも、ヒロインの兄が（下へ手たするとヒロインの相手役よりも）人気でした。何か縁づいているのでしょうか……。

　スケジュールを調整してくださった担当様、ご迷惑をおかけしてしまった関係者の皆々様、斯か様ような状態にもかかわらず理想を超える新キャラの絵をくださったくまの柚ゆず子こ様。申し訳ございませんでした、そして厚く御礼申し上げます。……反省しております。

《花とゆめオンライン》では、あまさかえで先生によるコミカライズが連載中です。漫画ならではの動きに魅みせられるのも、あまさ先生が漫画版オリジナルのやりとりも盛りこんでくださることがあるのも刺激的で、私も毎回更新を楽しみにさせていただいてます。

　……虎とらというとても作画の厄やつ介かいそうな御ご仁じんがメインキャラで、くまの先生にもあまさ先生にもご苦労をおかけしております。でもマスコットダンディはいつも目の保養です。

　それでは、お読みいただきありがとうございました！
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